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    第一部　ホデリトホヲリ


    


    第一話／ササミ・ウォッチ・プロジェクト


    



    　お兄ちゃんの部屋で怪しげなＤＶＤを見つけた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　状況を説明しよう。


    　いろいろあって病的な引きこもりだったわたしは学校に通いはじめていたが、そう簡単に世間に順応できるわけもなく、授業を受けて帰宅すればそれはもうグッタリ――足あし下もとはふらふら、視界はくらくら、前後不覚に陥おちいるほどに疲ひ弊へいしていた。


    「もう……がんばるの、無理」


    　とくに今日はそれが顕けん著ちよで、いったい何があったんだったか、どうにも思いだしたくない感じに身体からだ中じゆうを倦けん怠たい感かんが覆おおっていた。


    　二階にある自分の部屋まで辿たどりつくのも無理で、わたしはとにかく一刻も早く寝ころんで休みたくて、玄関の近くにあるお兄ちゃんの部屋の前に立った。


    「お兄ちゃ～ん」


    　扉を叩たたいて、お兄ちゃんを呼んでみる。


    　返事がない。


    　お兄ちゃんはわたしが大好きだから、在室しているなら「何か僕に用ですかささみさん!?　ははぁん脱げばいいんですね!?」と脱衣しながら飛びでてくるのが当たり前なのに。


    「ありゃ、まだ帰ってないんだ……」


    　ちょっと残念に思って、わたしは扉を開く。


    　室内は薄暗い。


    　照明を点つけると、お兄ちゃんの簡素な部屋が視界に広がる。


    　何の面白みもない、おとなの部屋。


    　娯楽っぽいものが何もなくて、お子様のわたしとしてはつまらない。


    　ＴＶすらないとか、お兄ちゃんっていつも何して時間潰つぶしてるんだろ？


    「はふう……」


    　相変わらず生態が謎なぞなお兄ちゃんのことはともかく、わたしは柔らかなベッドに寝ころがった。


    　とにかくもう動きたくない。


    　楽しいし刺激的だし、新鮮なことばかりだけど――。


    　ふつうの人間として暮らすのは、かなり疲れるのだ。


    「お兄ちゃん……」


    　枕まくらに顔をうずめると、お兄ちゃんに抱きしめられているようだった。


    　お兄ちゃんのにおい。


    　足をぱたぱたさせたりして、何かのエネルギーを吸収していたわたしだが、不意に気づいた。


    　デスクの上に置いてある、ノートパソコンのそばに。


    　見るからに怪しげなＤＶＤが置かれている。


    「………!?」


    　びくんと反応し、わたしはベッドからおりると、デスクへと歩み寄っていく。


    　どきどきしながらＤＶＤに手を伸ばし、目の前に掲げて眺めてみる。


    「何だこれ……？」


    　お兄ちゃんの部屋には頻ひん繁ぱんにくるので、どこに何が置いてあるかはだいたい知っている。


    　だけど、こんなものには見覚えがない。


    　市販のＤＶＤではないようで、ラベルなどはない。


    　ＤＶＤ─Ｒなのかな、自分で内容を焼いたものらしく、手作り感がある。


    　表面には油性ペンか何かで、どこか乱暴な文字が書き殴なぐられていた。


    



    　極秘


    



    「………？」


    　怪しい……。


    　わたしはどうにも気になってしまって、とりあえず部屋の出入り口の鍵かぎを閉めると、お兄ちゃんのノートパソコンを勝手に起動させる。


    　ＤＶＤなら、このパソコンで読みこめるはず……。


    「まさか――」


    　わたしはパソコンチェアに腰かけると、挙動不審に髪をいじりながら独りごちた。


    「そんな、でも……お兄ちゃんもお年ごろだから、仕方ないよね。だけど、いったいどんなエロＤＶＤを……？」


    　決めつけているわたしだった。


    「でも、お兄ちゃんの馬鹿……。他の女に興味もつなんて……。わたしだけが大好きなんじゃなかったのか……。どんな女に欲情を……」


    　だんだん腹が立ってきたぞ。


    　お兄ちゃんは成人してるおとなだからエロＤＶＤを買ったり自作したりするのはべつに犯罪じゃないけど、いつも「ささみさん大好き♪」って繰りかえしたりしてるくせにわたし以外のものに性欲を向けるなんてあっちゃいけないんだ。


    　これは浮気である。


    　だから、わたしにはお兄ちゃんがどんなエロＤＶＤを入手し、観賞したのか調査する当然の権利があるのである。


    　うんうん頷うなずいて、パソコンにＤＶＤを挿入。


    　画面が変化し、映像を表示するためのウインドウが発生する。


    「うん……？」


    　わたしは当惑した。


    　ウインドウの内部では、何らかの映像が表示されるべきなのだが――真っ暗な画面には幾筋ものノイズが走るだけで、意味のあるものは何もない。


    「あれ……？」


    　予想していた桃色映像とかけ離れた陰いん鬱うつな画面に、わたしは不安になる。


    　何秒か、何十秒か――硬直し、わたしが動けないうちに。


    　不意にノイズが消え失うせた。


    　墨ぼく汁じゆうを垂らしたような、ぐるぐる渦巻くみたいな真っ黒な画面の真ん中に。


    　音もなく、無機質な文字が表示される。


    



    　ササミ・ウォッチ・プロジェクト


    



    「………？」


    　何の説明もなくただ並んだその文字列に、わたしは首を傾かしげる。


    「何これ……ササミ？　わたしのこと？」


    　わたしの名前は月つく読よみ鎖さ々さ美みである。


    　どくん、と心臓が跳ねあがる。


    　何だろうか、死ぬほど嫌いやな感じがする。


    　これ以上見ちゃいけない。


    　わたしの本能が警けい鐘しようを鳴らしていたが、すでに見ないふりして遠ざかることもできずに、わたしは固かた唾ずを呑のんで画面を眺めつづけるしかなかった……。
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    第二話／はじめてのおつかい


    



    　ササミ・ウォッチ・プロジェクト


    　その不気味な文字が表示されていたのはどのくらいの間だったか――わたしが呆ぼう然ぜんとしているうちに、画面にはまたノイズが走り、光が乱反射するような赤マゼンタ青シアン黄イエローがでたらめに画面に飛び散った。


    　そして突然、トンネルから外に出たみたいに――。


    　意味のある映像が表示される。


    　ザザ、ザザザ、という空気の流れる音とともに、いかにもホームビデオっぽい手ぶれの多い映像が出現したのだ。


    「これは……？」


    　わたしは唖あ然ぜんとする。


    　画面の真ん中に、見知った人物がいるのだった。


    『ど、どうも、邪や神がみつるぎ……です』


    　はにかむような態度で、邪神三姉妹の長女――邪神つるぎは頬ほおを赤らめた。


    　相変わらず教師とは思えないお子様体型で、パイプ椅い子すにちょこんと腰かけている。


    　背景は打ちっ放しのコンクリート壁で、つるぎのいる場所はよくわからない。


    　唐突に現れた知人の顔に、わたしが混乱していると――つるぎは緊張した声で囁ささやいた。


    『きょ、今日はよろしくお願いします――』


    　何だその態度は。


    　いつもは『死ね』とか『ウ＊コ』とか平気で口にするべらんめぇ口調なのに、画面のなかのつるぎは別人かと思うほど自信なさげで、引っ込み思案な感じで、意外と可愛かわいらしい。


    　膝ひざの上で絡めた指を、もじもじ、とさせながら。


    『え？　年齢ですか？　えへへ……』


    　誰かに質問されているのか、ちいさく頷うなずいて、つるぎは耳まで紅潮させる。


    『じゅ、十八歳です……』


    　嘘うそつけ！


    　おまえ三十一歳だろうが！


    　正確には紀元前から生きてるっぽいくせに！


    『嘘じゃないですよう。子供じゃないです。信じてくださいよう』


    　涙目になって、つるぎは着ている白衣に手をかけ、するりと脱ぐ。


    　何やってんの!?


    『えへへ、あう、たしかにそんなにおっぱいないですけど――これでもけっこうエッチなこと好きで、初体験は……』


    　そこまでアホなことを喋しやべってから、つるぎは驚いたように顔をあげた。


    『え!?　もう録画始まってんの!?　もうちょっと早く言えよ!!』


    　見慣れたいつものつるぎに戻って、彼女は姿勢を正す。


    『えぇっと、じゃあ「ＡＶの撮影ごっこ」は中断して、本来の予定どおりのことを喋るからな！　ちっ、「リアリティをだすために必要なんだ！」と言いはって月つく読よみを押し倒すところまで進める予定だったのに！』


    　何であんたはすぐにエロいことしたがるの？


    『こほん』


    　咳せき払ばらいをして、つるぎは真面目に語りはじめる。


    『えー……あたしがササミ・ウォッチ・プロジェクトの責任者、邪や神がみつるぎです――うるせーよ！　「もっともらしい感じ」にしたいんだよ！　ごちゃごちゃ言ってねーできちんと撮影してやがれ、月読のくせに！』


    　つるぎが何かを投げつけて、カメラが揺れまくった。


    　あぁ、お兄ちゃんが撮影してるのか……これ。


    『このササミ・ウォッチ・プロジェクト――略してＳＷＰの目的は、前回の騒動の結果、見事に社会復帰を果たした鎖さ々さ美みを応援することである』


    　え？　わたし？


    『「最高神のちから」が自分に宿ったままであることを自覚し、その圧倒的な「神格」を、権けん能のうを制せい御ぎよしながら一般生活をおくる。これが鎖々美の決めた生き様なんだろうし、あたしらはそれに協力したい。というか、それがあたしらの存在意義だ』


    　その言葉は素直に嬉うれしかった。


    　邪神三姉妹。


    　わたしの日常を守ってくれる、隣人で友人で、仲間となってくれる神様たち。


    『とはいえ、いろいろと問題はある』


    　指を立てて、つるぎは声をひそめる。


    『鎖々美は実家に反感を抱いだいていて、月読の一族ほど必死に「人間に都合のいい世界」を維持しようという気持ちはない。これはあたしらの責任でもあるんだが、あたしらみたいな人間の世界から見ると「怪異」でしかない存在もあいつが受けいれたことによって、現在の世界は「神々」が行動しやすい、つまり「怪異」が発生しやすい状態になっている』


    　まぁ、たしかにね。


    　もともと「人間に都合のいい世界」というのが不自然だったんだし、邪神三姉妹みたいなのもいるなら、「神々」がちょっとぐらい自由に行動しても構わない――とわたしは無意識に考えてしまっている。


    　そして世界は、『最高神のちから』を有するわたしの思うがままに変化する。


    　現在の世界は、つるぎの言うとおりに――『怪異』が発生しやすくなっているのかも。


    『霊的に守護された月つく読よみ本家とちがって、あたしらが守ってるとはいえ、現在の鎖さ々さ美みは「怪異」への抵抗力、防御力に不安がある。「最高神のちから」を奪おうと「悪神」などが狙ねらってきたとき、対処できるかどうかは怪しい』


    　まぁ、それも事実。


    　わたしは修行中の身で月読本家を飛びだしたのだ、霊能力も万全ではない。


    　この自宅にもある程度の結界を敷いているとはいえ、『神格』の高い連中に狙われたらひとたまりもないだろう。


    『だからこそ、試練を与え――鎖々美を成長させる。霊的にも、人間的にもな』


    　つるぎは神妙に語りつづける。


    『いろんな試練を乗りこえさせて、レベルアップをさせる。ＳＷＰは、そんな鎖々美をこっそり撮影し、記録し、間抜けな失敗とかをするあいつをゲラゲラ笑おうという企画である』


    　最悪すぎる……。


    　感心しかけたわたしが馬鹿だった……。


    　だけど、試練？


    　これはＤＶＤ――すでに記録された映像なんだから、過去のもののはずだけど、そんな試練とか乗りこえた記憶はないんだけど？


    　ううん……？


    　何か忘れてるような……？


    『とにかく、今日は記念すべき第一回のＳＷＰ――まずはお試しってことで、簡単な試練をすでに鎖々美には与えている！　そして鎖々美の行動は、すべてあたしの優秀な妹たちによって撮影・録画されているのだ！』


    　携帯電話を取りだして、つるぎはどこかに連絡をとる。


    『おぉい、２カメ――かがみ！　そっちの状況を報告しろ！』


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　画面に一瞬だけノイズが走り、映像が切り替わる。


    　たぶん複数のカメラで撮影した映像を、あとで編集し、繋つないだのだろう――このＤＶＤは。


    　無駄に手がこんでるなぁ。


    『はいはい』


    　ぼんやりした声が響いた。


    　同時に、画面に巨大な目玉が表示された。


    　瞳どう孔こうや毛細血管までもばっちり見える、死ぬほどグロい光景であった。


    『近い近い！　眼球しか見えねーよ！　もっとカメラから離れろ!!』


    　つるぎの悲鳴が聞こえた。


    　同時に画面の下のほうにちいさなウインドウが発生し、そこに先ほどまで見ていたコンクリート壁を背景にしたつるぎが表示される。


    　あぁ、そっちの映像も同時に見られるのか。


    　びっくりしたのかパイプ椅い子すから転がり落ちているつるぎだったが、その叱しつ責せきにもまるで動じずに、２カメ――二つめのカメラという意味だろう――に動きが発生する。


    　カメラが眼球から遠ざかって、ふつうに邪や神がみかがみが表示される。


    　お人形さんのような、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服を着た女の子である。


    　露ろ骨こつに眠そうで、やや傾いた姿勢のまま目元をぐしぐし擦こすっている。


    『ふにゃあ』


    　変な声をあげて欠伸あくびをすると、ぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼす。


    『自分で自分を撮影するのは難しいのです……ともあれ、２カメを担当している、邪神かがみなのです。よろしくお願いします』


    　かるく頭をさげている。


    　どうも屋外にいるらしく、風でその髪の毛が揺れている。


    『現在、わたしは鎖さ々さ美みさんの後方――約三十メートルほどの距離をあけて尾行しているのです。見えますか？』


    　画面が激しく震動し、かがみから離れる。


    　場所は見覚えのある、学校のそばにあるショッピングモールのようだった。


    　放課後なのだろう――学校帰りらしい桜ノ花咲夜学園の生徒が目立つ。


    　買い物客やいろんな店員、犬の散歩をしているひとなども多い。


    　カラフルな店々のひとつ――洋服屋さんのそばを、ひとりの女の子が歩いている。


    『鎖々美さんなのです』


    　あぁ、なんだ――愛らしい美少女だと思ったらわたしか！


    　じゃなくて、ふむ……わたしが登場したってことは、やっぱりこれは過去に撮影された映像なんだろうなぁ――心当たりがないんだけどなぁ？


    　いつ撮られたんだろ、こんなの？


    『こちらに気づいている様子はありません。ちょうど学生が多いので制服姿のわたしが目立たないのと、わたしの存在感が薄いのが良かったようです』


    　哀しいことを言わないでほしい。


    『念のため、ステルス機能の準備もしておきますが――あれはちょっと疲れるので、ほんとに尾行がばれそうになったときまで取っておこうと思うのです』


    　霊的なロボットっぽい何かであるらしいかがみには、本人にもよくわかってない機能がいろいろとついているみたい。


    『正直かなり面倒くさいし眠いのですが』


    　怠だるそうにしながらも、かがみは的確に尾行をつづけている。


    『こういう悪趣味なのは、嫌いではないのです。あぁ、鎖さ々さ美みさんを一生笑いものにできるような面白おかしいハプニングが起きないかなぁ……』


    　おまえもけっこう性格悪いよな！


    『よぉし、任せたぞ』


    　つるぎが満足そうにつぶやいて、携帯電話をまた操作する。


    『それじゃ、３カメ――たま？　どんな感じだ？』
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    『――っと、ありゃ？』


    　ちいさく表示された３カメの映像を眺めて、つるぎはあからさまに「ぎょっ」とした。


    『なんだこりゃ……』


    　つるぎが首を傾かしげるのも無理はない、奇き天て烈れつな画面だった。


    　ちょっと昔の特撮かＳＦ映画のような、張りぼてじみた空間が映っている。


    　無意味にびかびかと青白く輝いていて、全体像がぼんやりして把握しにくい。


    　材質が不明なつるつるした壁と床と天井。


    　真ん中にあるどう見ても手術台みたいなところに――たまが腰かけている。


    　今日も小学生とは思えない美び貌ぼうは麗うるわしく、全身から輝きを放っているかのようだ。


    　子供っぽくて可愛かわいらしい衣服に、長い髪を飾る朱色の勾まが玉たま。


    　たまは画面の外にいる、ビデオカメラを操作しているらしい誰かと会話しているらしく『うん！　たまね、がっこうで放送委員になったの！　お昼にね、音楽を流したり学校内のニュースをみんなに喋しやべったりするの！　でもね、えへへ……おっきな声だしすぎて心臓のよわい校長先生がね』とか何かわからんことを話していた。


    　しかし――たま、どこにいるんだ？


    　どう考えても町内じゃないよね？


    　怪しげなお店とかに入っちゃったのだろうか？


    『お、おい――たま？　あれ？　携帯電話が通じねーな……ちょっと「改変」して、あぁ面倒くさい！　どこにいるんだあのアホは！』


    　つるぎが携帯電話に『むむむ……』と念をいれてたぶん『改変』すると、ようやく通話が可能になったのか声が画面内に届くようになる。


    『おい、たま！　聞こえるか！』


    『あ！　お電話だ……はーい！　たまだよ！』


    　無邪気に笑うと、たまは元気よく語りつづける。


    『ほわわわ……つるぎ姉ねえだ！　あのね、紹介するね――さっきお友達になったんだけど！　ふたりとも、こっちきて！　はやくはやく！』


    　カメラを撮影してるらしい誰かに呼びかけるたまだったが、そこで首を傾かしげる。


    『え？　いいの？　つるぎ姉にも仲良くしてほしいのに……』


    　言いながら、カメラを返してもらったのか、画面が激しく揺れ動く。


    　何か一瞬、銀色で妙にぬめぬめした人影が見えた気がしたが、深く考えたくない。


    　たまは周りの状況に疑問を覚えていないのか、危あやうげな手つきで撮影をしている。


    『まぁいいや！　そういえばね、あのね、たま――お仕事の途中だったの！　ママりん尾行しなきゃなの！』


    　ママりん＝わたしである、ちなみに。


    　携帯電話を耳に押しつけて、たまは手をぱたぱたと振った。


    『ちゃんと元いた場所まで送ってくれるって！　ていうか、ここ――どこだろ？　あのね、空がピカーッって光ったと思ったら、いつのまにかこの部屋にいたの！　それで今もそばにいる、そこの銀色で目がおっきくて背が低いひとたちが「我々ハ地球ノ知的生命体ニ尋ネタイコトガアルノダ……」って片仮名っぽい発音で喋しやべりかけてきたんだお！』


    『あぁうん、たま……今度からは、知らないひとにほいほいついていくんじゃねーぞ？　あたしの想像が正しければ、そのひとたちにアブダクションされると高確率で生きたまま開腹されたり謎なぞの金属片を埋めこまれたりするから』


    『ほわわ……？』


    　たまは「よくわからない」みたいな顔をしたが、人生経験の足りないこのお子様は自分が未知との遭遇をしていることも自覚せずに、自じ由ゆう奔ほん放ぽうに両手をあげた。


    『とにかく、すぐにお仕事するからね！　たま、がんばる！』


    『あぁ、うん――』


    　困ったように相あい槌づちをうつつるぎに、お兄ちゃんが素直に問いかける。


    『あの、つるぎ先生……』


    『何も言うな。「神々」だの何だのだけで正直いっぱいいっぱいなんだから、これ以上わけのわからん存在に登場されると困る。無視しろ、考えるな』
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    　たまとの通話を終えて、つるぎは溜ため息いきをつく。


    『まぁいい……たまなら何があっても平然として帰ってくるだろ。鎖さ々さ美みの撮影はかがみに任せりゃいいしな――おーい、かがみ～？　そっちの状況はどうだ～？』


    『ふにゃあ』


    　気の抜ける声と同時に、画面には白くて可愛かわいらしいうさぎさんが表示された。


    　ふわふわで、見ているだけで撫なで撫でしたくなる動物である。


    『うわ!?　何だこの癒いやし映像は!?』


    　たまやつるぎに集中していて、かがみの撮影してるものに注目してなかったが――何でいきなりうさぎさんが!?


    　うさぎさんは鼻をすんすん鳴らすと、こちらに顔を近づけてくる。


    　細長い耳が、ぴくんぴくんと揺れている。


    『うさぎ、好きなんですか？』


    『え？　あ、はい！』


    『触ってみてもいいですよ～』


    『よ、よろしいのですか!?』


    　優しい女のひとの声と、いつもより感情豊かなかがみの反応。


    　カメラで撮影しながらうさぎさんに触ろうとしているのだろう、酔いそうなほど震える画面のなかに、かがみの白い指先が現れる。


    『ふにゃあ……』


    　恐る恐る差しだされた指先が、うさぎさんのほっぺたに触れる。


    　興味をおぼえたように、うさぎさんはかがみの手のひらに身体からだを寄せてくる。


    　ふわふわ。もふもふ。


    『ふにゃあ……♪』


    『あらあら、この子がこんなに懐なつくなんて――動物、お好きなんですか？』


    『はい、大好きです。人間は嫌いですけど』


    　などと和なごやか（？）な会話をしているかがみに、業ごうを煮にやしたつるぎが怒ど鳴なった。


    『こらぁ！ かがみ！　何してんだおまえは!?』


    『あ、姉さん……あのう、うさちゃん、おうちで飼っちゃだめですか？』


    『考えておいてやるから、役目を思いだせよ！　鎖々美はどうした!?』


    『あ……ついペットショップに心を奪われてしまって、えぇっと……』


    　かがみが立ちあがったらしく、画面が激しく揺れる。


    　だが名な残ごり惜おしそうに、カメラがまたうさぎさんに向けられる。


    　うるうる潤うるんだ、うさぎさんのつぶらな瞳ひとみ。


    『ふにゃあ……』


    　また座りこんで、かがみはうさぎさんのちいさなあんよに指先で触ふれる。


    『ごめんなさいね、お仕事があるので行かなくてはいけないのです――あの、また会いにきてもいいですか？』


    『もちろん♪　またきてね』


    　ペットショップの店員さんらしい、エプロン姿の女のひとが手を振ってくれる。


    『またね、うさちゃん』


    　かがみの聞いたことない優しげな声に、うさぎが応えるように耳を揺らした。


    『うさちゃん……』


    　しばしずるずるとその場に居残っていたかがみだったが、やがて未練をふりきったのか、町並みのなかにカメラを向ける。


    『困りました……』


    　そして途方に暮れるのだった。


    『かんぜんに、鎖さ々さ美みさんを見失ったようです……』


    『アホか！　たまが役に立ちそうにないから、おまえだけが頼りなんだぞ！　むう、鎖々美ってちっこいから、人ひと混ごみのなかでは見つけにくいなぁ――』


    　つるぎに『ちっこい』って言われたくないです。


    『安心してください、わたしにはＧＰＳっぽい機能もあるのです』


    　名誉挽ばん回かいしようと思ったのか、力強くかがみが言いきった。


    『衛星軌道上から、霊的な電波っぽいもので鎖々美さんの現在位置を確認するのです――ふむふむ……けっこう離れてしまったようですね。ショッピングモールの逆側まで、鎖々美さんは移動してしまったようなのです。がんばって追いかけないと――』


    　同時に、画面がすさまじい震動でホワイトアウトする。


    　炸さく裂れつ音おん。


    　何がなんだかわからない。


    　ものすごい勢いで画面が回転し、騒音が鳴り響くなか、青空が見えた。


    　どうやら屋根の上を跳躍して移動している。


    　電信柱よりも視点が高い。


    　途と轍てつもないカメラの上下移動に、見ていたら気分が悪くなった。


    『よいしょ――っと』


    　かがみの声と同時に最大の震動が画面にあって、ようやく停止した。


    　周りの景色が切り替わっている。


    　驚き慌あわてふためいたような人々と、地面に走った信じがたい亀き裂れつ。


    『鎖々美さんの間近まで接近したのです』


    　誇らしげなかがみに、つるぎが呆あきれたような声をあげた。


    『ちょっ、おまっ――屋根の上を移動すんじゃねーよ！　忍者か!?　おまえの身体能力は意外と洒落しやれにならんから、本気で跳んだり走ったりするなっていつも言ってるだろうが!!』


    『てへへ』


    『「てへへ」で済すまそうと思うんじゃねーよ！　可愛かわいいなおまえ！　さっきも無表情なのに動物好きとか萌もえどころを弁わきまえてたし！　あたしと結婚しろよ！』


    『落ちついてください姉さん』


    　かがみが静かに移動し、ひとつの建物の前で立ち止まる。


    『鎖さ々さ美みさんはこのお店に入ったようです――店内まで追跡しますか？』


    　それはどんな町にもひとつはある、ありふれたドラッグストアであった。
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    　ドラッグストアはたいてい見分けがつかないほどそっくりだが、ここも例外ではなかった。


    　ごちゃごちゃと並んだ商品と、目を灼やくような明るい照明が輝く店内。


    『追跡中なのです』


    　棚の陰に姿を隠しているのだろう、かがみの声が届いてくる。


    　店内ではカメラを抱えているはずの彼女は目立つのか、店員や客が不審そうに見ているのが画面に映っているが、かがみには気にする様子がない。


    『だけど、鎖々美さん――ドラッグストアに何の用事なのでしょう？』


    　自分が欲しいらしい安眠グッズなんかを手に取りながら、疑問を口にする。


    『見たところ、何かを探しているようなのですが……』


    　言葉どおり、制服姿のわたしは周囲をきょろきょろしながら、困ったように商品をあれこれ手に取ったりしている。


    　片手にはメモらしきものが握られていて、たしかにおつかいしてるみたいな感じである。


    『あぁ、ちょっと買いだしを頼んだんだ』


    　見ているだけでは暇ひまになったのか、うずうずした感じのつるぎが応えた。


    『このＳＷＰの目的はささみを成長させることだからな。ほら、ＲＰＧとかでも最初のクエストはアイテムの買いだしとかじゃん？　おつかいクエストっつって、そういう簡単な任務をこなすことで経験を積み、ゲームに慣れさせるのが定番なんだけど』


    『ＲＰＧということは』


    　お兄ちゃんが余計なことを言った。


    『慣れてきたらモンスターと戦ったり、世界を救ったりするわけですね……！』


    『それも楽しそうだな――おつかいクエストに飽きてきたらてきとうに「改変」してそういうイベントをぶつけてみるか』


    　つるぎが何でもないことのように言ったが、わたし世界とか救いたくないです。


    『まぁ、あんまり不自然な出来事が発生すると鎖さ々さ美みも怪しむだろうしな……あいつにこれが「鎖々美に経験を積ませるためのクエストなのです」ってばれちゃったら、効果も半減するだろうし――あくまで、さりげなく試練を与えなくちゃいかん』


    『まぁ、そう考えるとお買い物は適切なクエストかもしれませんね』


    　かがみはわたしに尾行してるのがばれないようにか、声をひそめて応える。


    『鎖々美さん、引きこもりだったんでしょう？　基本的な常識に疎うといかもしれませんし、お買い物などの日常業務は人生経験を積む良いステップになるのでは？　わたしも姉さんにあの「人間の悪い組織」から助けだされたあとは、そういえばいろんな試練を与えられ、乗りこえることで人間社会に適応できるようになったのです』


    『へぇ、かがみさんも、ささみさんと同じようにお買い物とかさせられたんですか？』


    　お兄ちゃんの疑問に、かがみは首を振る。


    『いえ、わたしの場合はもうちょっと過激で、「三十分以内に死し霊りようの軍団を撃滅せよ！　失敗すると地球が割れる！」みたいなイベントが多かったですね。社会常識とかは姉さんも意外と疎いので、わたしは独学で習得しました』


    『いしししっ、あのころはあたしも若かったからさぁ――試練を与えてるうちに楽しくなっちゃって、がんばりすぎちゃった♪　世界が壊れるような災害を連発してみたり……あれだ、獅し子しは可愛かわいい我が子を千せん尋じんの谷に突き落とすってやつだ』


    『突き落としたうえに岩をぶちこんでとどめをさした感じでしたけどね。おかげで戦闘には慣れましたが、いまだに社会にはとけこめないわたしです』


    　姉の横暴な言葉に溜ため息いきをつきつつ、かがみはいちおう忠告してくる。


    『鎖々美さんは、「最高神のちから」をもつとはいえ、ふつうの女の子なんですからね――あんまりバイオレンスな試練を与えてはいけませんよ？』


    『だから穏便に「買い物」をさせてるんだろうが』


    『しかし、目的のものが見つけられないようですが……姉さん、いったい何を買ってくるように言ったんですか？』


    　不思議そうにかがみがぼやいていると、画面のなかに動きがあった。


    　あきらかに何かを探して右往左往しているわたしに、店員さんが気を利かせたのか――歩み寄ってきて、にこやかな笑顔で問いかけたのだった。


    『何かお探しですか？』


    『…………』


    　画面内のわたしは、自分で見ても可か哀わい想そうなぐらい「びくっ！」と反応した。


    　そして真っ赤になると、挙動不審に手を動かしてから。


    『あ、あの……』


    　ごにょごにょと口のなかで何かを言って、メモ用紙を店員さんに見せるのだった。


    　今どき、小学生でももうちょっと上手にコミュニケーションとると思います。


    『えぇっと――なになに？』


    　店員さんは爽さわやかな笑顔のまま、メモ用紙に書かれたことを読みあげた。


    



    『「明るい家族計画」を一ダースですね？』


    



    　かがみがズッコけた。


    『未成年に何を買わせてるのですか、姉さん!?』


    『いやー、「生理用品」とか「下げ痢り止め」でもいいかなぁとも思ったんだけどさー……ちょっとマニアックすぎるし、もうちょっと正当派ないやらしさが欲しかったから』


    　てへへ、という感じに笑ってから、つるぎは逆ギレした。


    『いいじゃねーか、必要なんだよエロスは！　視聴者の皆さんだってこういう展開を望んでいるはずなんだよ！　可愛かわいらしい高校生の女の子が顔を赤らめながら「明るい家族計画」を……萌もえるだろ!?』


    『いや、ふつうにドン引きですけど……うん？』


    　呆あきれているかがみの撮影する画面のなかで、店員さんはレジの置かれたカウンターに戻って、何やらコンピュータを操作している。


    『ううん、残念だけどそんな名前の商品はうちには置いてないね……』


    『え、そうなんですか？　先生に、ドラッグストアに行けば売ってるって言われたんですけど……どんな薬だかもわからなくて』


    『僕にもちょっとわからないな……』


    　みたいな会話をしている、わたしと店員さんだった。


    『そもそも』


    　お兄ちゃんが不思議そうに、素朴な口調で問いかけた。


    『「明るい家族計画」って何ですか？』


    『え!?　知らないの!?』


    　愕がく然ぜんとするつるぎに、かがみがちいさく囁ささやいた。


    『姉さん、哀しい事実ですが……最近の若い子はアレをそんな言いかたしないのですよ？　せっかくのセクハラですけど、どうも不発っぽいのです』


    『馬鹿な！　くっそう、ジェネレーションギャップってやつか！　昔は「明るい家族計画」って言うだけでゲラゲラ笑えたのに！　最近の若いのはアレを何て呼んでるんだ……!?』


    『さぁ。アレが必要な場面に遭遇したことがないので』


    『ちくしょう！　このあたしがセクハラをし損じるなんて！　邪や神がみつるぎ一生の不覚！』


    『そんな悔しそうな姉さんは初めて見たのです』


    『ですから、「明るい家族計画」って何なんですか？』


    『これだ』


    　お兄ちゃんの当然の疑問に、つるぎは１カメの映像が表示されたちいさな画面のなかで、何やらピンク色をした四角いものを取りだした。


    　おぉ――これは、えぇっと、アレだよね。


    　ゴムでできた、いわゆるひとつの避妊具でした。


    　つるぎ、何でそんなもん持ち歩いてるの？


    　ていうか、そんなものをわたしに買わせようとしてたのか、この教師は！


    『それ、何の薬なんですか？』


    　見せられてもまだそれが何なのかわからないお兄ちゃんは、わたしよりよっぽど常識とかをお勉強する必要があると思います。


    『へぇ、知らねーのか……月つく読よみらしいけどな』


    　つるぎはどこか艶えん然ぜんと微ほほ笑えむと、『明るい家族計画』をなぜか無意味に口にくわえて、着ていたジャージのファスナーをジジジ……とおろしていく。


    『それはつまりあれだな、実践で教えてくれってことだな！　いいだろう、可愛かわいいつるぎちゃんが見た目ほどお子様じゃねーってことを思いしらせてやんよ！』


    　何か叫びながらつるぎが跳躍し、お兄ちゃんがどうにかされたのか画面が震動し、カメラが落下したらしく床ばかりが表示される。


    　そこに投げ捨てられていくつるぎとお兄ちゃんの服……！


    　お兄ちゃんの悲鳴と、つるぎの楽しそうな音声だけが響く。


    「こらーっ！」


    　わたしは思わず画面をばんばん叩たたいた。


    「わたしのお兄ちゃんに何してるんだ!?」


    　けれどこれは映像なので、いかに『最高神のちから』をもつわたしとはいえ、つるぎの行動をとめられないのだった。


    　しばし『ど、どうして服を脱ぐんですかつるぎ先生？』『恥ずかしいから電気消して……』『え？　え？』『教えてやるよ……女の子のひみつ♪』みたいな頭の悪い会話ばっかり垂れ流しになってました。

  



  
    第三話／はじめてのお＊＊＊


    



    　１カメのなかで宴うたげがつづくなか、毒の混じった冷たい声が響く。


    『姉さん、アホなことしてないで指示をお願いします。……先生もちょっとは抵抗してください、そんなことだから姉さんがつけあがるのですよ。エロスはほどほどにするのです』


    　時刻が遅くなるにつれて動きが鈍ってきた、つまり眠くなってきたのだろうかがみが、左右にゆらゆら揺れながらつぶやいた。


    　画面もぶれぶれ。


    『鎖さ々さ美みさんは次の買い物へと向かったようなのです。あ、百均ショップに入りましたね』


    　かがみの言葉どおり、夕焼けのなか、画面内のわたしは町中によくある百円均一のお店へと踏みこんでいた。


    　店先にも安っぽいものがいくつも並ぶ、こぢんまりとしたお店である。


    『どうしましょう？　ちょっと狭苦しいお店なので、わたしが追いかけたら鉢合わせしそうなのです――店の外で待機しますが、構いませんか？　それともステルス機能っぽいものをつかって強引に尾行しますか？』


    『んー……』


    　はだかに白衣だけをまとうと、つるぎが椅い子すに腰かけて画面を覗のぞきこむ。


    『しかし、何だって鎖々美は百均ショップなんかに？』


    『あれ？　姉さんの指示じゃないのですか？』


    　電信柱の陰に隠れながら、通行人に不審がられているかがみが首を傾かしげた。


    『てっきり、次の「お買い物」のために、このお店に入ったものと思いましたが』


    『いや、百均はびっくりするほど何でも売ってるけど、さすがにあたしの指示したもんは置いてないと思うな……』


    　つるぎも戸惑っている。


    『ああ、ちなみに今回の「買い物クエスト」はさっきの「明るい家族計画」ともうひとつで完了ってことになってるから、そのつもりでな』


    『放課後の、限られた時間でのお買い物ですしね』


    　かがみが欠伸あくびをする。


    『ふにゃあ……眠たいのです。さっさと帰ってお布ふ団とんに入りたい。……おや』


    　愚ぐ痴ちっているかがみの視線の先、百均ショップからわたしがでてくる。


    　お店に入るときには手にしていなかったビニール袋を揺らし、どこぞへと歩いていく。


    『何か買ったようですね』


    　かがみが目を細める。


    『うーん……何を買ったのでしょう？　姉さんの指示とは関係なさそうですし、ついでに自分の買い物をしたのでしょうか？　ちょっと、透視してみましょうかね……？』


    『透視なんてできたのかおまえ！　よぉし、今すぐやれ！　そしてビニール袋の中身を覗のぞくふりをして鎖さ々さ美みの服のなかを克明に明かすんだ！』


    『絶対そういう発言をすると思ったから、この能力は秘密にしていたのに……』


    　迂う闊かつな発言を恥じるように、かがみは口元を押さえる。


    『えぇっと……何でしょうね、これは――サングラス？　と、ニット帽……？　あと、ジャージ……？　ウインドブレイカー？　最近の百均はほんとうに何でも売ってるのですね……しかし服とか、ふつうのお店で買ったほうがいいでしょうに』


    『それで何色だ!?　鎖々美はいったい何色なんだ!?　ビニール袋の中身なんか視聴者の皆さんは興味ねーんだよ!!　さっさと教えろ、何色なんだ!?』


    『うるさいですよ姉さん。どうでもいいでしょう、鎖々美さんのぱんつの色とかは』


    『いや、ぱんつもそうだけど、ちく――』


    『通報しますよ』


    　性欲を持て余すつるぎに冷淡な声で告げると、かがみは不審そうになる。


    『馬鹿な話をしている場合ではありません。鎖々美さんは……おや？』


    　見ると、画面内のわたしは周囲をきょろきょろしながら、ひとつの建物の前でとまる。


    　この付近は学校の近くとはいえ、わたしはまだ慣れていないので、不安そうである。


    　しばし、その建物――ファミリー向けの銭湯の前で、説明書きなどを読んでいた。


    『銭湯？　なぜ？　お風呂なんて、それこそ家で入ればいいのでは？』


    『自宅だと月つく読よみに覗かれたりして嫌いやなのかもしれないぞ？』


    『馬鹿な!?　覗いたりしませんよ僕は!!　いつも堂々と一緒に入ってます!!』


    『え？　ちょっと今なんて――』


    　お兄ちゃんの言葉に動揺していたかがみだが、画面内のわたしが銭湯のなかに入っていったので慌あわてて追いかける。


    『あぁもう、忙しいですね……いちおう追跡するのです』


    『よぉし、キタ――／(^o^)＼――!!　ＧＯかがみ!!　ＧＯ!!　ＧＯ!!　男の子が一度は夢見る秘境☆女湯を見事にカメラに収めて帰ってこい!!　そのとき歴史が動いた!!』


    『動くのは警察です。ていうか何をそんなに興奮してるのですか姉さん、あなた女湯ぐらいふつうに入れるでしょう？』


    『直じかに見るのと映像で見るのとではいやらしさがちがうんだよ！　わっかんねーかな!?　恋人がいてもギャルゲやるやつはやるだろ！　それと同じで、ちがう、あたしが伝えたいのはそんなことじゃないんだ!!　いわゆる性欲とは――』


    『あ、すみません聞き流してますので。……高校生ひとりでお願いします』


    　騒いでいるつるぎを無視して、かがみは温泉の入場券を買っているっぽい。


    　店員の前ではカメラは隠していたらしく、画面はしばし真っ暗だったが。


    『考えてみれば』


    　すぐに克明な映像が表示される。


    『こうして「改変」してカメラを隠してしまえば、人間の「神格」はさして高くないのですから、気づかれることもないのですよね。犯罪っぽくて嫌いやな気分になりますが……』


    　それなりに規模のおおきな銭湯だ。


    　和風の廊下が料亭、温泉、マッサージ機などが並ぶ休憩施設などにそれぞれ繋つながっており、湯上がりでほかほかの人々がのんびりとした時間をすごしている。


    　画面内のわたしは迷わず銭湯のほうへと向かい、かがみがそれを追いかける。


    『ついでにわたしもお風呂していきましょうかね……もちろんカメラはＯＦＦにしますけど』


    『何でそんな夢のないこと言うんだおまえは!!　もっと熱くなれよ!!　お色気シーンがあると思って電話にもでずにＴＶの前で身構えていた視聴者を、さんざん焦じらしておいて最後は裏切るのか!?　最近そういうＴＶ多いよな!!　ひとの性欲をもてあそびやがって!!』


    『何の話ですか？ えぇっと、鎖さ々さ美みさんは――』


    　かがみがカメラをあちこちへ向ける。


    　しばし狙ねらいが定まらず、あちこちにパンしていた映像だったが。


    　すぐにわたしは発見される。


    　わたしは今まさに制服に手をかけているところだった。


    　リボンをほどき、上着を脱いで、Ｙシャツのボタンをぷちぷちとはずして――。


    　髪の毛がおおきく揺れて、わたしの肩が露あらわになり――。
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    『ここでＣＭです』


    　画面が不意に真っ暗になったと思ったら、いきなりお兄ちゃんが大写しになった。


    　なぜかモザイク処理されており、その顔は判然としない。


    　いかがわしい期待をしていたらしいつるぎがズッコける音が聞こえた。


    『うおぉい、何してんだてめーっ!?　お呼びじゃねーんだよ！　鎖々美を映せ、鎖々美を!!　え!?　あれ!?　月つく読よみ、ここにいるよな!?　じゃあこの映像はなんだ!?　何でかがみが撮影してるはずの２カメにおまえのドＵＰが映ってんだよ!?』


    『ふふ……ふふふ……僕はお兄ちゃんですからね――ささみさんのプライバシーが著いちじるしく侵害されるような展開になったときのために、ダミー映像を用意していたのですよ。僕の合図と同時に映像が切り替わるように、カメラに細工をさせてもらいました……!!』


    『裏切ったな、てめー！　あたしを裏切ったんだ！』


    　つるぎが見たことないほど怒っていたが、どうでもいい。


    『安心してください、つるぎ先生。僕も風流を解さないほど無ぶ粋すいな男ではありません――ダミーとはいえ、ちゃんと先生の期待に添うようなお宝映像になっていますから……』


    　つるぎに殴おう打だされているのか『ドゴ！』『ボキィ！』『メメタァ！』という嫌いやな音をさせながら、お兄ちゃんが不敵に笑っている。


    　ふたりが遊んでいるうちに、画面は切り替わっていた。


    　モザイク処理されたお兄ちゃんの顔が消えて、ノイズ混じりの映像が表示される。


    　薄暗い、それはどうも――わたしの自宅のようである。


    　深夜なのか、窓の外から差しこむ月と星の灯あかりだけが光源である。


    　墨を垂らしたような階段を、みし、みし、と靴くつ下したをはいた誰かの足が踏みしめていく。


    　すぐに二階に辿たどりつき、廊下を進み、わたしの部屋の前に辿りつく。


    　扉の隙すき間まから光が零こぼれている。


    　どうも深夜だが、わたしはだいたい遅くまで起きているのだ。


    『あれは、月光が眩まぶしいほどに煌きらめく、静かな冬の夜のことでした……』


    　お兄ちゃんの声がナレーション風に流れる。


    　うざーい。


    『その日も僕は家事や明日の学校の準備などを終えると、恒例のささみさんウォッチングにいそしんでいました……』


    　はぁはぁというお兄ちゃんの息いき遣づかいとともに、カメラが床に触れそうなほどおろされ、扉の隙間から「ずるり」と挿入される。


    　たぶんお兄ちゃん、廊下に伏せて、手とカメラだけを無理やり扉の隙間から部屋のなかにいれているのだろう。


    　室内は目ま映ばゆい輝きに満たされている。


    　電子音とともに、いくつものパソコンが同時に起動しており、その中央にいるわたしを七色の光で彩っている。


    『あぁ、今日も可愛かわいらしいささみさん……油断しきって、むにゃむにゃと目元を擦こすったりして、あぁ抱きしめたい！　妹の部屋を覗のぞき見るなんて、恥知らずなことだとは思いますが、僕はこの欲望を制御できない……!!』


    　うおぉい、お兄ちゃん！　何してんだあんたーっ!?


    　知らなかった、まったく気づかなかった……こっそり覗かれていたなんて!?


    　信じらんない!!　変態!!　犯罪者!!


    　ひとの私生活を覗のぞき見するなんて、人間として最低の行いだよ!!


    『……んっ……』


    　ともあれ、画面のなか――わたしに異変があった。


    　寝ね間ま着き姿すがたのわたしは、扉に背を向けている。


    　なぜか、わたしの目の前のパソコンは起動していない。


    　暗い画面が鏡のように、ぼんやりとわたしの姿を映している。


    『はぁ……』


    　わたしは胸元を指先で押さえ、苦しそうに俯うつむいてしまう。


    　乱れた呼吸。不自然な肩の上下動。


    　寝間着が乱れ、ずり落ちる。


    　肩と背骨が露あらわになり、真っ白なわたしの肌が露出する。


    『んっ……ふうっ……』


    　わたしは胸元に手を添えたまま、切なそうな吐息を漏もらしている。


    　きゃーっ!?


    　きゃーっ!?


    　ちがうの、これは!!　ちがうのーっ!?


    『う……くぅ……』


    　錯乱しているわたしをよそに、画面内のわたしは熱っぽい声でつぶやくと、ＰＣデスクに突っ伏してちいさく震えた。


    『実家から持ちだした呪じゆ符ふが、もう残り少ないし――新しくつくろうにも、材料がないし……困ったなぁ。気力で抑えるのも、大変だし――』


    　痛みを堪こらえるような声で、わたしは短く祝詞のりとを唱える。


    『……ふぅっ……』


    　安あん堵どしたのか、わたしは顔をあげると、乱れた寝間着を元どおりにしていく。


    　同時に、わたしは合点がいった。


    　わたしの胸元には『肉にく腫しゆ』と仮称しているわたしの『肉体の神』が封じられている。


    　これは実家の神社によって調教された『神』である。


    『肉腫』は『最高神のちから』を所持するわたしが意識を失ったときなど、非常時に起動してわたしの身体からだを乗っ取り――動かし、身の安全を確保するという使命をもっている。


    　以前、この『肉腫』が勝手な行動をしたために迷惑をこうむったわたしは、呪符によってその活動を封じ、無力化していたのだが――。


    　家出をしたわたしには、新しく呪符を仕入れることができず、かといって自分で製造する技術も材料もなく、途方に暮れていたのだ。


    　このままでは『肉腫』は活動を再開し、どんな厄やつ介かいごとを招きよせるかわからない。


    『わたしの身体からだそのものなわけだしなぁ、「肉にく腫しゆ」だけを切り離すなんてのは難しいし、封じておくのも限界だしなぁ――どうしよっかなぁ』


    　ぶつぶつ独り言をつぶやいている、画面内のわたし。


    『まぁいいか、疲れちゃった――もう寝よう。……うん？』


    　わたしは不ふ穏おんな気配を察したか、表情を険けわしくして画面のこちら側へ――つまり扉の向こうで何かやたら興奮してヒンズースクワットをしているお兄ちゃんのほうへと向かってきた。


    『………？』


    　ばん！　とわたしは思いっきり扉を開き、周りを見回す。


    　けれどお兄ちゃんはその直前に、信じがたい動きでカメラを回収すると音もなく壁を這はい回り、天井に貼はりついて息を殺したのだった。


    　うわ何いまの動き気持ち悪っ。


    『気のせい、かな……？』


    　わたしは真上にいるお兄ちゃんに気づかず、ぽてぽて歩いて自室へ引っこむ。


    　やがて電気が消えて、我が家は静せい寂じやくに満たされたのだった。


    『ふふ……ふふふ……』


    　一方、お兄ちゃんは天井に貼りついたまま移動し、無音でうちの部屋の扉を開くと「にゅるり」という動きで壁と天井を這い回り、眠っているわたしにカメラの狙ねらいを向けるのであった。


    『ふふふ……ささみさんの寝顔……！』


    　しばらく、お兄ちゃんのキモい独り言とわたしの天使みたいな寝顔ばかりが表示される、（お兄ちゃんにとっての）サービスシーンがつづいたのだった。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　ろくでもないＣＭ（？）が終わり、映像が途切れる。


    　わたしが銭湯で入浴したにせよ、他の何かをしていたにせよ、もうやることは終えて外に出ていてもおかしくはない時刻である。


    『余計な時間をすごしちまった……せっかくの入浴シーンだったのに……』


    　つるぎが悔しそうな顔をしてから、柳りゆう眉びをひそめた。


    『あ、あれ？　カメラの故障か？　何も映らねーぞ？』


    　つるぎの言葉どおり、本来なら元どおり２カメの撮影している映像が表示されるはずなのだが、画面は真っ暗くら闇やみである。


    　音もまったく聞こえないし、かがみがカメラの電源を切ったのだろうか？


    『連絡してみるか……』


    　つるぎが携帯電話を取りだし、ちいさな指先でぷちぷちとボタンを押す。


    　ＲＲＲＲＲＲＲ（呼びだし音）。


    『……おぉい、もしもし？　かがみ？　どうした？　何かあったのか？』


    　電話が繋つながったらしく、つるぎが心配そうな声をあげると。


    　かがみがカメラの電源をいれたのだろう、映像が表示される。


    　場所はいまだに銭湯だった。


    『うー、るー、さー、いー、のー、でー、すー、よー』


    　いつもの三倍ぐらいゆっくり＆不機嫌そうなかがみの声が響く。


    　カメラが激しく動き、自分撮りの状態になった。


    『ふにゃあ。せっかく良い気分なのですから、邪魔しないでいただけますか？』


    　かがみも温泉に入浴していたらしく、湯上がりほっこり卵肌で、服装も浴衣ゆかたになっている。


    　火ほ照てりをとるためか団扇うちわなぞをあおいでいて、かたわらには珈琲コーヒー牛乳。


    　ごいんごいんごいん。


    　変な音がすると思ったら、かがみはどうもマッサージ機に腰かけているっぽい。


    　そこに居着いたまま動こうとせず、眠そうに、というか半分寝たような顔で語る。


    『鎖さ々さ美みさんなら、ろくすっぽ入浴もせずに、どこかへ向かってしまったようですが――残念ですが、わたしはここまでのようです……あぁ、あぁあ……すばらしい、まっさーじ……あくせく生きるのがばからしくなりますよね……』


    　お風呂してマッサージ機に落ちついたら、わたしの尾行をするのが面倒になったのか。


    　当然、つるぎは納得しない。


    『アホか！　和なごんでねーで追いかけろよ！　お姉ちゃんの言うこと聞けねーのか!?　あたしへの恩義を忘れたのか!?　お姉ちゃんはおまえのおしめをかえて、おしゃぶりをくわえさせて、楽しく赤ちゃんプレイをしたいと目もく論ろんでいるぐらいおまえのことを愛しているんだぞ！』


    『何を言ってるのかわかりませんよ、このド変態が』


    『もっと言ってくれよ！』


    　妹の罵ば倒とう語ごにハァハァと息を荒らげさせていたつるぎだが、時間の無駄だと思ったのか、脱ぎ捨てたままだった衣服を身につけていく。


    『しょうがねー、妹どもに任せておいたのが間違いだった！　あたしらも出陣するぞ、月つく読よみ！　どうせ近所だ、急げば間にあう！　おいかがみ、鎖々美の現在位置ぐらいはナビゲートしてくれるんだろうな！』


    『すや……すや……』


    　かがみは入眠なさっていた。


    　すごいグダグダになってきたなぁ。
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    第四話　月と太陽の追いかけっこ〈前編〉


    



    　ザザ、と画面にノイズが走り、映像が早送りにされる。


    　そこで、いつのまにか没頭していた自分に気づき、わたしは椅い子すの背もたれに体重を預けると深々と溜ため息いきをついた。


    　このＤＶＤは、いったい何なのだろうか。


    　見た感じ、つるぎたちのお遊びを録画した、ただの記録映像っぽいけど。


    　それにしては、何だか引っかかる。


    　見ているだけで、胸に不安が湧わいてくる。


    　いちばん恐ろしいのは。


    　いま、わたしが観ている映像の内容に――さっぱり心当たりがないことだ。


    　記憶にないっていうか、心当たりすらない。


    　撮影されているのは、わたしなのに。


    　中心にいるのは、わたしなのに。


    　この映像は、いつ撮られたものだ？


    　ザザザ、ザザ、とノイズが舞い踊る。


    「…………」


    　頭が酷ひどく重く、同時に得体のしれない焦しよう燥そう感かんが湧いてくる。


    　は……や……。


    　はや……く。


    　はやく逃げなければ。
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    『うおっし、到着♪』


    　しばし早送りがつづいていた映像が、ようやく停止した。


    　画面内では――黄たそ昏がれ時どきの町並みを背景に、つるぎが「ぶいっ」とＶサインをきめている。


    『かがみが寝ちまったからＧＰＳっぽい機能がつかえなくて、鎖さ々さ美みの現在位置がわかんなくなったけど、たぶんここで間違いねーだろ！　あたしが指定した「買い物クエスト」の最後の品目は、この町じゃここでしか手に入らねーからな！』


    　ばぁん、という感じに無駄なカメラワークで、つるぎが示したお店が派手に表示される。


    　縦に細長いビルである。


    　おおきな看板には『うずめのあな』という店名らしい文字が可愛かわいらしく並んでいて、その横では天女みたいな見た目の美少女（アニメ絵）がかっこいいポーズをしている。


    　周りには人ひと気けがあまりなく、いかがわしいおとなのお店がたくさん立ち並んでいる。


    　商店街の片隅にある、子供はあまりこない区画である。


    　陽がかんぜんに沈んでから営業を開始するお店がおおいのか、この時刻は閑散としている。


    『こっちこっち！』


    　つるぎが楽しそうに『うずめのあな』に突入していくのを、お兄ちゃんが追いかけていく。


    　このビルは全フロアが『うずめのあな』で、各階によって扱っている商品がちがう。


    　１Ｆ／商業誌（コミック、ライトノベル、ゲーム攻略本）


    　２Ｆ／ゲーム（一般向けＰＣゲーム、家庭用ゲーム、レトロゲーム）


    　３Ｆ／同人誌その他（同人誌、成人向けコミック、成人向けＰＣゲーム、各種グッズ）


    　４Ｆ／イベントブース（イベント会場、事務所その他）


    『三階だ、三階！』


    　つるぎがどんどん階段をのぼっていく。


    　ちいさな面積に無理やり大量の商品を並べた結果、全体的に狭苦しい店内だった。


    　けれどうちの近所でこういう本格的な（？）ところはここしかないので、そこそこ盛況らしく、辺へん鄙ぴな区画にあるお店なのに客は大入りだった。


    『あの、つるぎ先生、三階からは十八才未満は立ち入り禁止と書いてあるのですが』


    『？　何か問題があるか？　あたしもおまえも成人してるだろ？　あ、まさかあたしが補導されるんじゃないかって心配してんのか？　あたしは子供じゃねーよ！　むしろうちの学校の生徒を見つけたら「ん？　こういうお店にきちゃだめだろ？　どんなエロ本を買ったんだ？　先生に教えてみ？　んん？」と苛いじめる立場にいる！』


    『いえ、べつにつるぎ先生の心配はしてませんが――鎖さ々さ美みさんは未成年でしょう？ 鎖々美さんは常識のある子ですし、三階にはあがってないと思うのですが。このお店にいるとしても、一階か二階では？』


    『ちっちっち』


    　早くも三階に辿たどりついたつるぎが、偉そうに胸をはる。


    『「買い物クエスト」の最後の品目は、この町じゃあこの「うずめのあな」三階でしか手に入らねーんだよ。ちゃんとそのむね、鎖々美に渡したメモにも書いたし、丁てい寧ねいに地図も載せてやったもん。あいつはこの店の三階にいる！』


    『成人向けな場所でしか買えないものを、未成年に買いにいかせないでください……』


    『だってかんたんに目的のものが手に入ったらつまんね……鎖々美の経験にならねーだろ？　ていうか馬鹿！　静かにしてろ月つく読よみ！　あたしらにはステルス機能とかそういう便利なもんはねーんだから、騒いでたら鎖さ々さ美みに見つかるぞ！　狭い店なんだし！』


    　騒いでいたのはおもにつるぎだったが、お兄ちゃんはおとなしく黙った。


    『そのささみさんは――どこに？　おや？』


    　わたしを発見する嗅きゆう覚かくにかけては世界一のお兄ちゃんが、素早くわたしを捕ほ捉そくしたのか、ありえない角度で首を曲げてあらぬ方向を見る。


    『いました！　ささみさんです！』


    　そこに、わたしが立っていた。


    『月つく読よみ、こっち！　この物陰に隠れよーぜ！』


    　つるぎが手招きし、古物の同人誌が大量に段ボールに収められ投げ売りされているところに、お兄ちゃんを誘う。


    　わたしはお兄ちゃんたちに気づいていないようで、恥ずかしそうにあちこちを眺めている。


    『しかし――』


    　つるぎが不思議そうにしている。


    『鎖々美のやつ、何であんなけったいな格好してやがんだ？』


    　その言葉どおりだった。


    　わたしはダッサい上下のジャージに、ウインドブレイカーをまとい、サングラスをかけて、頭にはすっぽりニット帽をかぶっている。


    　髪の毛は帽子のなかに収めているらしい。


    　我われながら、いかにも怪しかった。


    『ははぁん』


    　つるぎが得心がいったというように頷うなずいた。


    『ここ、学校の近所だしな――こういうお店をうろついてたのがばれたら、学校で噂うわさになっちゃう。とか心配したんだろうな。だから変装して……あぁ、きっと百均で服を買って、銭湯で着替えたんだろうな。無駄な行動してると思ったら――』


    　そういう感じだったらしい。


    　制服姿でこういうお店に入るのは、わたしには無理だったようである。


    　考えた挙げ句、変装するという手段にでたのだろう。


    『ま、あんまり上手な変装じゃねーけど、試し行こう錯さく誤ごをして、機転を利かせて、経験を積むことは、ＳＷＰの理念にかなってるもんな。あとは目的のものをうまく入手できるかだが――』


    『ていうか、そもそも何を買いにいかせたんです？』


    　お兄ちゃんが心配そうにそわそわしている。


    『ささみさん、小柄ですし、変装しているとはいえ見た目あからさまに未成年ですからね――成人向けのエロ本などは買えないと思いますよ？』


    『あー、エロ本を買おうとして「未成年には売れないんだよねー」と言われて真っ赤になる鎖さ々さ美みも見たかったが、それもちょっと可か哀わい想そうだからな。未成年でも買えるものにしたぞ？』


    　ふたりが会話しているうちに、画面内のわたしは目的のものを見つけたのか、移動した。


    　このフロアは三分の二ぐらいが成人向けの漫画やら同人誌が売られた区画になっており、残りの三分の一で申し訳程度にフィギュアやらグッズやらが売られている。


    　たいていのひとは迷いなくエロス方面へ行くので、わたしがいる付近には人ひと気けがない。


    　レジや階段はそんな成人向けと未成年でもＯＫな区画の真ん中あたりにあり、お兄ちゃんたちが隠れているセール品が販売されている場所もそのすぐそばである。


    　レジんとこにいる店員さんがカメラ撮影しているお兄ちゃんを不審そうに見ている。


    『……えぇっと、これ――だよね？』


    　画面内のわたしは、きれいに磨かれたガラスケースの前に立っていた。


    　その内部にはいくつものフィギュアが並んでいて、二次元と三次元の真ん中ふきんから溢あふれる愛を投げかけてきていた。


    『うんっと……』


    　メモを読んでいるわたし。


    『なになに……「大和戦記たけたけ☆る～ん」の……いぶきちゃん？　あ、注意書きが……「くまそちゃんと間違えるなよ！　よく似てるけどそれは別キャラで、ちょっと吊つり目でツンデレっぽいほうがいぶきちゃんだからな！」って知らねぇよ！　「数量限定で鎧よろいの着脱ができるタイプを買え！　通常版は鎧が脱げねーんだよ！」とか、どうでもいいよ！』


    　ひとり芝居をしている、わたし。


    『うわぁ、こんなんが三万円とかするんだ……』


    　わたしの視線の先には、問題のいぶきちゃんとやらがいた。


    　露出が多く肌の色が目に眩まぶしい、鎧というか水着みたいなのをまとった女の子である。


    　顔立ちは幼いのにおっぱいがでかい。


    　鬼なのか何なのか頭から角が生はえており、手にはなぜか凶悪な金棒をにぎりしめている。


    『…………』


    　メモといぶきちゃんをしばし見比べて、それから店員さんに視線を向けて、目があうと俯うつむいて、と挙動不審な動きをするわたし。


    『どうしたんでしょう？　目的のものは見つけたようですが？』


    　いまにも助けにいきそうに腰を浮かせたお兄ちゃんを、つるぎが引き留める。


    『まぁ待て、こっからが本番だ――』


    　邪悪な笑顔だった。


    　逃げて、画面内のわたし。


    　どうも、目的のものを見つけたはいいものの、どうやって買えばいいのかわからないらしい。


    　すぐそばに箱が積まれていたが、そこに収まっているのは安物ばかり。


    　高価な、ガラスケースに収まっているようなものは、店員さんを呼んで「このフィギュアが欲しいんですけど」などと言わねばならないのかも。


    　コミュニケーション能力に難のあるわたしには、ちょっときついミッションだった。


    　ふつうの商品ならどうにでもなるけど、目的のものはエロいフィギュアだし。


    　わたしは意を決したように店員さんのほうへと向かい、けれど声をだすことができずレジの前を素通りし、また元の場所へと戻ってしまう。


    　それを何度か繰りかえしていた。


    　動物園の熊みたいだった。


    　不審な動きに店員さんも万引きなどの可能性を考えたのか、厳しい視線をわたしに向ける。


    　そうすると、わたしはさらに怯おびえて思うように声がでなくなる。


    　買い物、難しい。


    　あぁ、我われながらもどかしい。


    　うろうろして、疲れてきたのか動きが緩慢になったわたしだが、不意に立ちどまる。


    　その視線の先には――広大にして未知なるエロの荒野が広がっている。


    　成人向けエリアである。


    『…………』


    　じっとそちらを見ているわたし。


    　興味がないといえば嘘うそになる。


    　まさかすぐそばでお兄ちゃんたちが見ているとは思わないのだろう（当たり前だ）、わたしは知的好奇心にかられたのか、ふらふらとエッチ方面へと歩いていくのだった。


    　きゃーっ!?


    　いやーっ!?


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    『いしししっ！　行きやがった、行きやがった！　ようこそ、あたしの世界へ！　世界の半分をおまえにやろう！』


    　つるぎがラスボスみたいな口調で意味のわからんことを叫んでいる。


    『追いかけるぞ、月つく読よみ！　これをネタにすれば半年ぐらいはゲラゲラ笑え……じゃなくて、鎖さ々さ美みの性癖を確認しておくことは、教師の義務であり、保護者のつとめだ、そうだろ!?』


    『最初からこれが目的だったんですね……まぁささみさんも興きよう味み津しん々しんなお年ごろですからね、目の前にエッチ空間を用意されたらふらふら近づいちゃうかもしれませんよね。変装してるってことで、気もおおきくなってるでしょうし――』


    　ふたりの最低なおとなに尾行されてるとは知らず、わたしはあちこち眺めている。


    　わたしはいかにも怪しい見た目だったが、売り場にいる誰もが他人のことなど気にせず目の前のエロに夢中になってるので、だいじょうぶだ。


    『わぁ……わぁっ……』


    　何だか感心したふうな吐息を漏もらしているわたしが、いかにも恥ずかしい。


    　もうやめて。この羞しゆう恥ちプレイ。


    『い、いもうと、萌もえ……？』


    　売り場に置かれた成人向け漫画のいくつかは、立ち読みできるようになっている。


    　わたしは題名に心こころ惹ひかれるものでもあったのか『好き好き♪らぶチュウお兄ちゃんっ』とかいう漫画を手にとって眺めている。


    　その周りにあるのは、どれもお兄ちゃん大好きとかわたしたち兄妹なのにぃっとかいけないでも感じちゃうビクンビクンとかそんな系統のものらしかった。


    『え？　そんな、こんな……いもうと、なんでしょ？』


    　ごくりと生なま唾つばを呑のみ、わたしはエロ漫画を熟読している。


    『だって、こんな、何でそんな……あ、そうだよね、あるある――えぇっ？　これ、そんな……何してるのこれ、男のひとの……ええーっ!?』


    　わたし、うるせぇ。


    



    『あの、ちょっと――いいかな？』


    



    　不意に、『うずめのあな』とロゴのついたエプロンをまとった男性、つまり店員さんがわたしの肩を叩たたいた。笑顔で。


    『ひっ!?』


    　わたしは慌あわてて顔をあげると、死にそうになりながら口をぱくぱくさせる。


    『あ、あのっ……わたっ――』


    　店員さんはやけに爽さわやかな笑顔で、わたしの腕をがっしと掴つかむ。


    『高校生ぐらいだよね、きみ？』


    『あのっ、ちがっ、わたっ。ちがっ――わたっ』


    　ちがわた語を喋しやべるわたしだったが、日本人には通じなかった。


    『もしかして、四階でやる声優ショーにきたのかな？　だったら、こっち！　ごめんねぇ、階段の場所わかりにくいよね？　三階から四階にあがる階段だけ、ちょっと変な場所にあるから――こっちだよ♪』


    　何やらわからんことを語りながら、わたしを引きずっていく。


    　エロ漫画を読んでいたという負い目のあるわたしは、相手の勘違いを訂正する度胸もなく、『え、あ、はい。その声優ショー……に？』とかつぶやいている。


    　そのまま、わたしと店員さんは画面内からドロップアウト。


    『あぁっ、ささみさんが店員さんにつれていかれた!?　追いかけましょう、つるぎ先生!!』


    　慌あわてて追跡を開始しようとするお兄ちゃんだったが、その横で。


    『うるせー！　ばーか！　あたしは小学生じゃねーって言ってるだろ！』


    　いつのまにか、両手にエロ漫画とか同人誌を大量に確保したつるぎが、レジの前で店員さんと言い争いをしていた。


    　ずっこけるお兄ちゃん。


    『いいから早く売れよ、金ならあるっつってんだろ！』


    『だからねぇ、お嬢ちゃん。こういう漫画はね、おとなにしか売れないんだよ？』


    『だからおとなだよあたしは！　見てわかんねーのかよ！　ほら、車の免許もあるだろ！　これ、見ろ！　教員免許だぞ！　控ひかえおろう！』


    『うん、うん。わかってる。でもね、お嬢ちゃん。こういう免許とかを偽造するのは、公文書偽造とか身み分ぶん詐さ称しようとかいって、立派な犯罪なんだよ？』


    『偽造なんかしてねーよ！　本物の免許だよ！　何で免許まで見せたのに信じてもらえねーんだよ！　あたしはおとなだ！』


    『うんうん、おとなになってからまたきてね♪』


    『…………』


    　無益なたたかいを繰りひろげているつるぎに付きあっていると長そうだと判断したのか、お兄ちゃんは彼女を置いて足早にわたしを追いかけていく。

  



  
    第五話／月と太陽の追いかけっこ〈後編〉


    



    　人口密度がやばすぎる。


    『うずめのあな』の店員さんにずるずると引きずられ、早足で四階までのぼらされた画面の中のわたし。


    　そのまま桃色でラメラメのはっぴを着せられハートマークが散らされた団扇うちわを握らされ、あれよあれよというまに何かの追っかけ風な見た目にトランスフォーム。


    　わりと狭苦しい、学校の教室ぐらいの面積しかない空間に放りこまれ、そこに密集していた同じ格好の人々に揉もみくちゃにされた。


    『ＳＡＹ！　ＹＯＵ！　ＳＡＹ！　ＹＯＵ！』


    『声優ショー』だからってせいゆうせいゆうと連呼する意味がわからないが、とにかくそれが義務らしいので、わたしは声を嗄からして叫んでいた。


    　他にもさっきから鳴り響いているピコピコした音楽にあわせてジャンプしたり、渡されたペンライトを振ったり、団扇を投げたり、きゃーって黄色い声をあげたりといった行為が厳密なルールのもとに設定されており、そこから外れたことをすると周りから白い目で見られ、『ちゃんとやろうよ！』と叱しつ責せきを受ける。


    『ＳＡＹ！　ＹＯＵ！　ＳＡＹ！　ＹＯＵ！』


    　異様な熱気がたちこめている。


    　わたしは引きこもりだったし、それ以前も閉鎖的な神社で粛しゆく々しゆくと暮らしていた。


    　当然、イベントとかに参加したことがなく、この状況が変なのかどうかも判断できない。


    『声優ショー』ということだが、どちらかというとコンサート、あるいはライブのようである。


    　前のほうでは名前も知らない声優さんが愛とか世界がどうとかいう歌を熱唱しており（わたしはちびなので、人垣がじゃまで見えない）、周りのお客たちは手に手をとりあって文字どおり狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。


    『ＳＡＹ！　ＹＯＵ！　ＳＡＹ！　ＹＯＵ！』


    　えぇっ……っと。


    　わたしはどうして、こんな場所にいるんだったか。


    　前後の記憶も曖あい昧まいになりつつあるなか、ますます周囲の空気はヒートアップしていく。


    　小柄なわたしはその獰どう猛もうな勢いに振り回され、なかば宙に浮きながら周りのみんなと手を繋つないで引きずり回され、何も考えられずにひたすら混迷していた。


    　頭がぼうっとする。ひたすら身体からだが熱くなってくる。


    　これは、何だか――やばい気がする。


    　熱狂する集団は、新興宗教にも似ていて、わたしから思考能力を奪う。


    　垂れ流される大音量の歌声はまさに洗脳ソングさながらで、耳にひたすら心地よいわりに何の意味もなくて、脳を溶かすようである。


    　間違ったことをすれば周りに叱しつ責せきされ、知らずにわたしは調教され、周りと心を共有し、自我の境目が曖あい昧まいになってくる。


    　わたし、わたしは……。


    　どうして、わたし、あぁ……。


    　せい……ゆう……。


    『ＳＡＹ！　ＹＯＵ！　ＳＡＹ！　ＹＯＵ！』


    　そんな宗教的恍惚感になかばとろけているわたしの後ろ姿に、カメラの撮影をつづけているらしいお兄ちゃんは近づけない。


    　慌あわててわたしを追いかけてきたお兄ちゃんだが、人口密度がＭＡＸであるこの狭苦しい空間には、どうにも入りこめないらしい。


    『ちょっ、通してください！　ささみさん！　聞こえますか!?　あぁ、音がおおきすぎて声が届かない――どいてください！　ちょっ、痛っ、へぶしっ!?』


    　興奮しているお客たちに肘ひじで打たれ蹴けられ体当たりをされ倒れ伏し、何らかの悪意をかんじるぐらいにボコボコに踏まれたりしているお兄ちゃん。


    　お兄ちゃんらしいけど、もうすこしがんばりましょう。


    『これは、まずい――ささみさん！　今すぐこの場所を離れて！　怪しげな匂においがします、危ないお香が焚たかれているんです！　これは「声優ショー」なんかじゃありません！　目的は、洗の……』


    『あのう』


    　ほうほうの体ていで踏んだり蹴ったりから逃のがれ、やはりわたしには近づけずに、必死に呼びかけるお兄ちゃんに――ふと、声がかけられる。


    『すみません。撮影などは、困りますぅ』


    　警備員さんの服装をした、二十代くらいの女のひとだった。


    　気弱そうで、眉まゆ尻じりがさがっている。


    　顔を隠しているうえにカメラを持っているいかにも怪しいお兄ちゃんに気づいて、注意しにきたのだろう――おそらく、この『声優ショー』会場の警備のひとである。


    『え？　いや、僕はささみさんを……うん？』


    　わたしのことしか見てなかったお兄ちゃんだけど、さすがに警備員さんに向き直る。


    　そして、びっくりしたように。


    『あれ、あなたは――たしか』


    『ほへ？　ひっ……ひいいっ!?』


    　警備員さんは露ろ骨こつにびくうっと反応すると、無意味に後ずさって仰天した。


    『か、か、神かみ臣おみさん!?　どうしてこの場所に!?』


    『あぁ、やっぱり「月つく読よみ神社」の――』


    　お兄ちゃんの言葉から、わたしも合点がいく。


    　うん、そういえば見覚えがあるなぁ――警備員の服装をしているせいで一瞬わからなかったけど、これは月読神社の巫み女こさんだ。


    『ちちち、ちがいますよ!?　わたしは月読神社なんて知りませんにょっ!?　人ちがいですからっ――おおお、お引き取りください神臣さん!!』


    『いや、僕の名前を知ってる時点で、顔見知りですよね？』


    　――『月読神社』。


    『最高神アマテラス』をその肉体に幽閉し、『人間に都合のいい世界』をつくる『月読の巫女』が代々、頭目として鎮座していた怪奇なる一族。


    　わたしの、実家。


    　先日、邪や神がみ三姉妹に襲撃を受けて、『月読神社』は壊滅したはずだけど……。


    『神社の人間がここにいるっていうことは――まさか、この怪しげなイベントは!?』


    『ひいいっ!?　ちがいます、わたくし何も存じません!!　当主さま、つまり鎖さ々さ美みさまのお父さまの命令で『月読神社』の残党が総出で儀式を行おこなってるなんてことありませんから!!』


    『解説ありがとうございます。……まずい、ささみさん!!』


    　迂う闊かつすぎる巫女さんのおかげで、わたしにも事情が把握できた。


    　この宗教的な熱狂の満ちる会場にいる連中は、『月読神社』の構成員、つまり誰もがこの世の裏に生きる霊能力者である。


    　彼らが総出で儀式を執とり行い、わたしを巻きこみ、何かの目的を達成しようとしているのだ。


    　神社が壊滅し、こいつらは無害な存在になったと油断していたけど――とんでもない。


    『月読神社』はいまだに、わたしを放っておいてくれるつもりはないのだ。


    『きゃあああっ!?』


    　いきなり悲鳴が弾けた。


    　叫んだのは、画面内のわたしだ。


    　お兄ちゃんが慌あわててそちらへカメラを向ける。


    　人々がごちゃごちゃと動き回っているうえ、怪しげな七色の光が乱反射してわかりにくいが、わたしの着ている服がはだけている。


    　周りのひとに揉もみくちゃにされて、着衣が乱れたのだ。


    　肩が露あらわになっている。


    『ば、絆ばん創そう膏こうが……』


    　わたしの声がちいさく届いてきた。


    　絆ばん創そう膏こう？　それって――。


    『今だ!!』


    　その声はおおきかった。


    　先ほどまで洗脳ソングを熱唱していた声優さんが、大声で叫んだのだ。


    　そうだ、この会場にいるのはすべて『月つく読よみ神社』の人間。


    　歌っていた声優さんも、たぶん偽物で、『月読神社』に所属する霊能力者なのだろう。


    　霊的な歌声でわたしの思考をかきみだし、意識をうつろにし、『最高神のちから』を一時的に発揮できなくして……。


    　なかば眠っているような、無防備なわたしに――。


    『ひゃっ……ふえっ!?』


    　わたしは慌あわてて目を見開いたが、もう遅い。


    　周りの客たちが形なり振ふり構わずわたしの両手を掴つかみ、身体からだのあちこちに呪じゆ符ふを貼はりつけ、霊的にも肉体的にも動けなくする。


    　当然、鍛きたえられているとはいえ『神格』のあまり高くない霊能力者ごときの呪じゆ縛ばくなんて、洗脳されうつろになっているとはいえ、『最高神のちから』をもつわたしの動きを短時間しか停止させられなかっただろう。


    　だが、刹せつ那なの隙すきがあれば充分だった。


    『ことほぐべし！』


    　数メートルもの距離をひとっ跳びにして、白しろ装しよう束ぞくの男性がわたしに肉薄する。


    　その手のひらには、銀の煌きらめきをもつ諸もろ刃はの剣つるぎが握られていた。


    　わたしには理解できる。


    　神格化された武器、十と拳つかの剣つるぎだ。


    　あまり貴重でも上等でもない霊装だが、扱いかたによっては『神々』すら切り裂ける。


    『今こそ太陽は美み座ざを月に明け渡し、人の世は新たな読み手を奉ほう戴たいする！』


    　跳びかかってきた男が叫ぶ。


    　見覚えがあった。


    　きつい目つきをした、男性にしては髪が長くて若々しい、小柄な人物である。


    　月読留る座ざ――お父さん、だ。


    『動くな、ささみ!!　抵抗は無意味じゃ!!』


    　お父さんは動けないわたしに、十拳剣をきれいな動作で振りおろした。


    　鮮血が飛び散る。


    『…………!?』


    　お父さんの振るった刃は真上からわたしの胸元に突き刺さり、その鎖骨の間あたりにあるちいさな膨ふくらみ――『肉にく腫しゆ』を抉えぐり、切り取った。


    　封印の呪じゆ符ふである絆ばん創そう膏こうがはがれたせいで自由になり、ぶくぶくと膨ぼう張ちようしていた『肉腫』は、心臓ほどのおおきさになっている。


    『ふはは！　これでよい！』


    　血まみれのその『肉腫』を鷲わし掴づかみにして、お父さんは勝ち誇った。


    『娘よ、悪く思うな――過ぎた荷は父に預け、安らかに眠れい!!』


    　呵か々か大たい笑しようするお父さんの前で、わたしが崩れ落ちる。


    　失神したのか、あるいは死んだ……のか？


    　血ち溜だまりのなか、わたしは動かない。


    　その身体からだはしばし痙けい攣れんしていたが、やがて完全に停止してしまった。


    　真っ赤な血の池だけが、ゆっくりと広がっていく。


    　あ、あれ……？


    　わたし、死んだ……？


    　じゃあ、映像を見ている――このわたしは……？
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    　どういうことだろう。


    　画面内のわたしは、血の気を失ってゆっくりと屍し体たいになっていく。


    　血が流れすぎている。


    　今はまだ息絶えていなくても、そう遠くないうちに命を落とすだろう。


    　じゃあ、そんな死にゆくわたしを見ている、わたしは何なのだ……？


    「…………」


    　わたしは思わず制服をはだけさせ、自分の胸元を見てみた。


    　何もなかった。


    『肉腫』も、疵きず痕あとも。


    　どくん、と心臓が跳ねる。


    　何か嫌いやなことを忘れている。
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    『何てことを――自分が何をしたかわかってるんですか、お父さん!!』


    　画面内では状況が進行中である。


    　珍しく激げき昂こうしているお兄ちゃんの声に気づいて、お父さんはそちらを見る。


    　鼻で笑った。


    『誰かと思えば、神かみ臣おみ――おまえとは絶縁したのじゃ、父などと呼ぶでないわ』


    　不愉快そうに、お父さんは『肉にく腫しゆ』を握ったまま微ほほ笑えんだ。


    『これは「最高神のちから」を取り戻すためじゃ。家宝を盗んで逃げた娘に、それなりの痛みを与えつつ、大事なものを奪いかえす。当然のことじゃ』


    『肉腫』はお父さんの手のなかで蠢うごめいている。


    『すべては、こやつが企くわだてたことよ』


    　お兄ちゃんを何の脅威とも思っていないのか、お父さんはまるで平然としている。


    『ささみはこやつ『肉腫』を封じようとしておったようじゃが、呪じゆ符その効力は薄れ、こやつは徐々に自意識を取り戻しておった。そして、こやつは神社を破壊され放浪しておったわしらに連絡をとりつけ、密に情報を交換し、こたびの計画を提案してきたのじゃ』


    　そっか、『肉腫』の封印には綻ほころびが生まれてたんだ。


    　お兄ちゃんのＣＭ（？）のなかでも、わたしがそんなこと独りごちてたな。


    『「最高神のちから」は「月つく読よみの巫み女こ」の肉に、血に受け継がれておる。その「最高神のちから」を、ささみの「肉体の神」であるこやつは奪い、盗みつつ、ささみの身体からだから切り離されて脱出することを目もく論ろんだのじゃ』


    『肉腫』はわたしの『肉体の神』であり、神社によって調教されたひとつの人格をもつ、わたしとは同一にして別人の、特殊な立場にいる『神々』である。


    『肉腫』の本能というか、最大の目的は『月読鎖さ々さ美みを保護する』ことだが、その人格は神社によって調教されている。


    　だからこそ『ご主人様』である神社に協力しても、おかしくはない。


    『「最高神のちから」は、今やここにある。わしの手のひらのなかに』


    　お父さんは『肉腫』を誇示する。


    　盗まれてしまったのだ、『最高神のちから』を。


    　わたしが洗脳ソングやお香などの宗教的な儀式で自意識を奪われ、霊能力を行使できないうちに、『肉腫』ごと『最高神のちから』を切り離したのだ。


    　わたしと『肉腫』の不和を利用した、かなりの荒あら業わざだが、それは成功してしまった。


    『貴様らに神社を潰つぶされ、一度は悲観をしたものじゃが――すべては元どおりじゃ。……そう怖い顔をするな神臣、これが最善の結論なのじゃ』


    　お父さんは、何かに怯おびえるようにつぶやいた。


    『ささみも、命までは落としていないはずじゃ。急いで病院にでも運べば、よもや死ぬことはあるまい。そして「最高神のちから」を失ったこやつに、もはや神社は関わらぬ。貴様らの望みどおりに、一般人として平穏に暮らすがよかろう』


    　周りを見回して、まるで親に怯える悪いた戯ずら小僧のように。


    『むしろ感謝をしてほしいぐらいじゃ、あの女がでてくれば、こんな生やさしい方法ではすまぬ。わしとて子は可愛かわいい。神社のことは忘れ、自由に生きよ、ささみ、神かみ臣おみ――あとのことは父に任すがよい。これ以上、刃向かうなら、あの女がくるぞ』


    　あの女？　誰のことだろう？


    　お父さんは、何に怯おびえている？


    『いいえ』


    　霊れい符ふや呪じゆ具ぐを手にし、身構えている月つく読よみ神社の連中を前にして――お兄ちゃんは似合わないことに、真まっ直すぐに立った。


    　いつも、ふらふらと頼りないひとなのに。


    『その「肉にく腫しゆ」は、ささみさんのいちぶです。いいえ、ささみさんの肉体そのものです。それが失われれば、ささみさんの身体からだにどんな不具合がでるかわからない。死ぬ可能性もあります。ささみさんの心も身体も、ひと欠かけ片らだって、誰にも奪わせない』


    　相手はお兄ちゃんだというのに、お父さんも神社の連中も、明確に怯ひるんだ。


    　お兄ちゃんは警戒し後ずさる周りの連中を無視し、真っ直ぐにわたしのもとへと歩み寄る。


    　もはや屍し体たいのようにしか見えないわたしを、お兄ちゃんは抱きよせて。


    『それが、僕の役目です』


    　そのままお兄ちゃん大活躍、だったらちょっとは惚ほれ直したのだけど。


    



    『おっらあ!!』


    



    　唐突にお兄ちゃんの真横の壁が砕け散り、瓦が礫れきや神社の連中やお兄ちゃんをまとめて吹っ飛ばしながら邪や神がみつるぎが現れる。


    『うっぜえ足止めしやがって！　あんな低級妖よう怪かいどもでこの可愛かわいいつるぎちゃんをどうにかできると思ってたんか、あぁ!?　せっかく買ったエロ漫画が戦闘のせいでまとめて燃え尽きただろうが殺すぞボケナスども!!　……おや、月読、あたしの足あし下もとで何してんだ？』


    『いえ――べつに、好きにしてください』


    　つるぎに踏まれてうつ伏せで倒れているお兄ちゃんは、見せ場を奪われて消沈しているのか、それともちびっこ先生に虐待されるのが嬉うれしいのか、じっとしてる。


    『ちぃっ、もう突破されたか……!?』


    　お父さんが慌あわてて、いまだ血がしたたる十と拳つかの剣つるぎをつるぎへ向ける。


    　どうも、わたしから『肉腫』を切り離すための儀式を邪じや魔まさせないために、妨害のための妖怪（低位の『神々』をたまにこう呼ぶ）を配置していたっぽい。


    『ふにゃあ』


    　つるぎのあけた壁の穴から、かがみがひょこりと顔をだした。


    『怪しげな気配を感じたと思ったら、「月つく読よみ神社」の連中なのですか――ふあぁ、眠い……わたしの幸せお眠りタイムを邪じや魔ました罪は重いのですよ』


    　銭湯で熟睡していた彼女だが、なにがしかの不ふ穏おんな雰囲気を覚えて、さすがに起きて助けにきてくれたらしい。


    『貴様ら……!!』


    　邪や神がみ姉妹の登場に、彼女らによって神社を潰つぶされたお父さんは当然、いきりたつ。


    『ここで会ったが百年目！　伝統ある「月読神社」を倒壊された怨うらみ、晴らさでおくべきか！　あのときは不意打ちだったがゆえにいいように蹂じゆう躙りんされたが、今回は我われらも準備万端整っておる！　本ほん邦ぽう最高峰たる「怪異」殺しの技ぎ倆りよう、その身で味わうがよいわ!!』


    　お父さんはそんな具合に、たいそう盛りあがっていたようだったが。


    　相手が悪すぎた。いろんな意味で。


    



    『どいてどいてどいてどいて～!!』


    



    　甲かん高だかい声が響いた。


    　たぶん、たまの声だ。


    　同時に天井を突き破り、乗用車ぐらいのおおきさの未確認飛行物体が落下してきた。


    　ＵＦＯである。


    　円盤形で、銀色で、わかりやすいぐらいにユー、フォー♪　であった（地球の男に飽きたひとの口調で）。


    　天井が圧倒的質量によって粉砕され、人々が弾け飛びＵＦＯは瓦が礫れきをばらまきながらすべてを砕き粉々にし、どこまでも突き進む。


    　すさまじい破壊が振りまかれる。


    　先ほどつるぎたちが壁に大穴をあけたせいで、ただでさえ風通しがよくなっていたこの空間の天井が壁がまとめて吹っ飛び、床にも穴があき、そのままビルが半壊する。


    『ぎゃあああ!?』


    　誰の悲鳴かはわからない。たぶん全員が叫んでいた。


    　ＵＦＯはそのまま何度か回転しながらビルの壁を突破し、屋外へ――重力に従って自由落下。


    　そのまま地面に墜落し、アスファルトの道路におおきな凹へこみをつくって停止する。


    　遅れて宙に放りだされた月読神社の人々がお兄ちゃんがわたしがつるぎがかがみが落下しぼたぼたぼたと嫌いやな音を響かせて地面に激突！


    　奇跡的に（たぶん『神々』のおかげ）死人はでなかったようだがあちこちで血の華が咲き乱れ、瓦礫やガラスが地面にぶち当たり騒音を響かせる。


    　粉ふん塵じんがコンクリ片がガラスの欠かけ片らがめちゃくちゃに吹き荒れる。


    　お兄ちゃんとかがみが持っている１カメ２カメのどちらもまともな映像が撮れずに、ひたすら狂きよう瀾らん怒ど濤とうな崩壊のみを映しだす。


    　かがみの２カメは潰つぶれたのか、ノイズを弾けさせると同時に暗転。


    　お兄ちゃんの１カメは奇跡的に生き残ったようだが、お兄ちゃんの手から零こぼれたのか、しばしぐるぐる映像を回転させて停止――銀色の、ＵＦＯらしきものの端っこのほうだけを低い視点で映したまま、動かなくなる。


    『ごめんねごめんねごめんね～！』


    　ＵＦＯのつるりとした表面に亀裂が走り、そこに入り口が不意に現れて、タラップのようなものが伸びてくる。


    　そこからおりてきたのは、カメラの視点が低いのでわかりにくいが――声と足の長さからいって、たまだろうか。


    『みんなだいじょうぶ？　ほわわわわ……ごめんなさいっ！　たまたち、せいふに追われてて、あわてて逃げてきて――つるぎ姉ねえたちに助けてもらおうと思って！　でも攻撃をうけたせいでぶれーきがきかなくなって、びるに激突しちゃったお！』


    　涙声で何やら語っているたまのそばに、銀色のぬめぬめしたものがでてくる。


    　カメラアングルが低すぎて全身像が把握できないが、あきらかに人間ではない。


    　その銀色の何かはたまにそっと寄り添って、ハウリングする高音で鳴いた。


    『キュピィ……』


    『だいじょうぶだよ、たまが守ってあげるからね！　宇宙のしんぴをつかさどるンートスモデントはせいふなんかに渡さない！　泣かないで、きみは勇敢なあのお父さんとお母さんが、命懸けでまもったこどもなんだから！　いきのびて、故郷のほしに帰るんだお！』


    　謎なぞ生物と抱きあうたまである。


    　ちょっと見ないうちに、よくわからんドラマに巻きこまれていたようだった。


    　あんまり深入りしたくないので、詳細はあえてつっこまないが。


    『見つけたぞ！　宇宙人どもだ！』


    『そこの女！　貴様は何をしているかわかっているのか!?　地球の存亡の危機なのだ、すべて我われ々われ、地球連合政府に任せてその邪悪な宇宙人をこちらに引き渡すのだ!!』


    　特殊部隊らしきフル装備なかたがたが突入してきて、周囲に威い嚇かく射しや撃げき。


    　同時に薬品っぽい緑色の煙が充満し、お兄ちゃんを抱きよせて墜落の衝撃から守ってくれたっぽい無傷のつるぎたちが咳せきこむ。


    『げほげほっ……何だこりゃ、催涙弾か!?　つうか何これ!?　どういう展開!?』


    『記憶を抹まつ消しようする類たぐいの薬品のようなのです――なるべく呼吸しないで、姉さん!!　わたしたちには影響ないかもしれませんが、これ人間だったら人格崩壊しそうな濃度ですよ!?』


    　かがみが何やら叫んでいる。


    　特殊部隊っぽい連中はそちらを無視し、ひたすらたまと彼女が抱きしめた宇宙人っぽいものに突進していく。


    『邪じや魔まだてするなら容赦はせぬ！　総員、突撃!!　作戦δデルタで仕留める!!』


    『これが最後通つう牒ちようだ!!　人類のため、地球の未来のために――その宇宙人を寄よ越こせ!!』


    『さいしょにキュピちゃんをゆうかいして、うちゅうせんそうの引き金をひいたのは地球のほうだお！　それでも、キュピちゃんのお父さんとお母さんはぜんぶ許しておとなしく帰ってくれるつもりだったのに！　台無しにしたのは、あんたたちのほうじゃん!!』


    　たまが何か叫んでいる。


    『逃げるよ、キュピちゃん！　ごめん、みんな！　あとで説明はするから!!』


    　たまはキュピちゃんというらしい銀色の何かを抱きあげ、全速力で走って逃げていく。


    　特殊部隊の人々のものらしい荒々しい靴くつ音がそれを追いかけていき、画面にはいまだ吹きあがる粉ふん塵じんと緑色の煙のみが立ちこめていて、何もかもわやになる。


    　混こん沌とん、という言葉がよく似合う、めちゃくちゃな映像のなか――。


    『う、ぐう……』


    　何かが、地面に転がったままの、１カメの画面を横切った。


    　赤黒く、血が滴したたった、ちいさな肉塊である。


    　これは、わたしの身体からだから切除された――『肉にく腫しゆ』だ。


    　お父さんの手のひらから、落下の勢いで零こぼれて、地面に転がっていたのだろう。


    『に、逃げ、なきゃ――』


    『肉腫』は自らを『改変』しているのだろう、ただの肉塊からじょじょに変へん貌ぼうし、腕を生はやし、足をのばし、ゆっくりと人間になっていく。


    　まだ泥人形のような曖あい昧まいな輪郭だったが、たしかに人間のかたちになりつつある『肉腫』は、その喉のどを震わせて引きつれた声で呻うめいた。


    『――わた、しは……自由に、なるんだ。自由に――』


    　そこが限界だったのか、１カメの画面にノイズが走り、映像が途切れる。
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    「まぁ、そういうわけだ」


    　映像も音も消えた真っ暗な画面を眺めているわたしの背後で、唐突に、声が響いた。


    　背筋に電撃が走るような驚きよう愕がくを覚えて、わたしは弾けるように後ろを振りかえる。


    　いつからそこに立っていたのか――邪や神がみ三姉妹の長女、つるぎが朱しゆ色いろの布袋を肩に担かついで、面倒くさそうな表情をしていた。


    　他には誰もいない。


    　彼女とわたしの、ふたりっきりだ。


    　えぇっ……っと。


    『そういうこと』って、どういうこと？


    　疑問に思いつつも、わたしは心のなかで、あるいは本能とか呼ばれる部分で――すべてを理解し、納得していた。


    　早く。


    　早く逃げなくては。


    「えぇっと、尻しり切きれ蜻蛉とんぼで映像が途切れてるから、いちおうダイジェストでその後の展開を教えといてやるけど」


    　得体のしれない焦しよう燥そう感かんにかられるわたしに頓とん着ちやくせず、つるぎは気け怠だるげに語る。


    「たまと宇宙の何かと特殊部隊っぽい連中はどっかへ失うせて、そのまま行方はわからん。『月つく読よみ神社』の連中はあたしとかがみがしばき倒して、『二度と悪いことはいたしません。つるぎちゃん大好き』としか言えないような身体からだにしてやった。月読は救急車を呼んで、意外と重傷だった鎖さ々さ美みに付き添って病院へ行ったみたいだな」


    　そっか、わたし――胸を切り裂かれたんだもんね。


    　だいぶ出血していたし、死ななくても入院ぐらいはする。


    　って、あれ……？


    　なんか、おかしいよね……？


    「おまえは、特殊部隊っぽい連中が散布した薬品のせいで、意識に混乱が生じている。記憶が失われ、自分の正体も忘れちまったわけだ。そのへんの齟そ齬ごを埋めるために、あたしがちょちょいと『改変』してそのＤＶＤをつくった」


    　わたしが先ほどまで眺めていたパソコンを指さし、つるぎが断言する。


    



    「自分のこと、思いだしたか――『肉にく腫しゆ』ちゃん？」


    



    　その言葉で、わたしの頭は切り替わる。


    　膨ぼう大だいな感情が、記憶が、わたしの精神を揺り動かす。


    　そうだ。


    　そうだった……。


    「元々はひとつの身体を共有している、同一人物ともいえるからな、おまえと鎖々美は。自分が月読鎖々美だって勘違いしたのはびっくりしたが、ありえないこっちゃない。おまえは記憶に欠落を抱かかえ、それでも疲労感だけは覚えつつ、月読鎖々美としては当たり前の行動を――帰宅をしたわけだ」


    　そっか、さっきから身体に満ちている倦けん怠たい感かんは。


    　慣れない学校生活のせいじゃなくて、あんな大騒動を体験したせいか。


    「おまえは隙すきだらけだったし、問答無用でぶちのめしてもよかったんだけど。それも可か哀わい想そうだしな、でもまぁ……理解できただろ？　『肉にく腫しゆ』ちゃんよ、おまえは鎖さ々さ美みの身体からだのいちぶだ。切り離されたままじゃ、鎖々美にどんな不具合が生じるかもわからん」


    　朱色の袋から、つるぎは美び麗れいな『剣』を抜きはなった。


    「かるぅく気絶させて、『改変』して肉塊にまで戻して、鎖々美にぺちょって貼はりつけてひとつの身体に融合させる。それで、ぜんぶ元どおりだ」


    「ふ、ふざけるな……」


    　わたしは立ちあがると、きつく歯は噛がみし、つるぎを睨にらみつける。


    「わたしは、じ、自由になるんだ！」


    　一生懸命に、命をふりしぼって主張する。


    「わたしと鎖々美は同一人物だったが、わたしはあいつとは別の人格として、生まれ、育ったんだ！　わかるか、他人の身体に閉じこめられ、何もできないって苦痛が！　ようやく切り離されたんだ、わたしは自由になったんだ、これからは好きに生きてやる！　月つく読よみ鎖々美のいちぶではなく、わたし自身として！」


    　そうだ。


    　そのために、封印がゆるんだのを利用し、こっそり『月読神社』と連絡をとり――彼らを利用して、鎖々美の身体から離れるための計画を練ったのだ。


    　わたしはその性能上、鎖々美の身体を傷つけられない。


    　あくまでわたしの本能は『鎖々美の身体の保護』を最優先とする。


    　だからこそ、こじつけた。


    『最高神のちから』とともに鎖々美の身体から離れることが、鎖々美を守ることになるのだと――『主人公』でなくなることで、鎖々美が平和に暮らせるようになるのだと、わたしは本能を説得し、騙だましたのだ。


    　鎖々美の身体からの切除は、そのみちのプロ――『月読神社』の連中に任せた。


    　彼らは巧うまくことを運んだ。


    　わたしは鎖々美の身体という牢ろう獄ごくから脱けだし、自由になったのだ。


    　今さら戻れるものか、また閉じこめられてたまるものか……！


    「馬鹿め……」


    　わたしは哄こう笑しようすると、つるぎを睨みつける。


    「わたしが記憶を失っているうちに、始末していればよかったものを！　わざわざ思いださせてくれるとは――この身体には、『最高神のちから』がある！　わたしはこの世界の『主人公』だ！　おまえごとき、煮るなり焼くなり好きにできるんだ！」


    『最高神のちから』ごと鎖々美の身体から離脱したわたしには、その権けん能のうがある。


    『神々』は、上位の『神格』の持ち主には逆らえない。


    『最高神のちから』をもつわたしは、あらゆる意味で最強で、無敵だ！


    「『最高神』の名のもとに命じる！　おまえは――」


    「返せ」


    　つるぎが、何かを決断したような、酷こく薄はくな表情でつぶやいた。


    



    「てめーには過ぎたおもちゃだぜ」


    



    　瞬間だった。


    　わたしの身体からだの奥から、何か崇高なものがするりと抜けて、つるぎのもとへと移動した。


    　身体中の血液を吸われたような、脱力感。


    　わたしは偉ぶった姿勢のまま、腰を抜かし、へなへなとその場に崩れ、瞠どう目もくした。


    　目の前に――。


    　何か、途方もない存在が立っている。


    「反省しておとなしくしてりゃあ、優しくしてやったのに。ばーか……前に説明したろ？　『最高神のちから』は、あたしがニニギくんに貸してやったもんだ。返せと言えばまたあたしのもんになる。偉そうに、他人のふんどしで相撲とってんじゃねーよ」


    　網膜を、否いな、精神のすべてを焼き尽くすようだった。


    　わたしは眼球が灼やかれるその刹せつ那な、この世のものとは思えない、美しい何かを見た。


    　太陽のように圧倒的で、崇高な美をもつ、何か。


    「まぁ、安心しろよ。おまえのことも、ちょっとは可か哀わい想そうだと思ってんだ」


    　口調だけはざっくばらんに、その美しい何かは――微ほほ笑えんだ。


    「あたしは昔から、あんまり勤勉な神様じゃねーけど……たまには奇跡も起こすんだぜ」


    　わたしの身体が、砂漠に置いた氷みたいにとろけていく。


    　あぁ、それは不思議と、快こころよい感覚だった。

  



  
    第六話／今日はもうがんばった


    



    「ささみさ～ん」


    　お兄ちゃんが呼んでいる。


    　わたしは手早く寝ね癖ぐせをととのえると、ん、ん、と伸びをする。


    　窓の外では太陽が地平線の向こうに沈み、ひそやかに夜がやってきている。


    「ささみさ～ん♪　さ、さ、みさ～ん♪　名前に『さ』が多いささみさ～ん♪　お兄ちゃんですよ、部屋にいれてくださ～い――ははぁん、入室するには合い言葉が必要なんですね！　お兄ちゃんの愛が試されているんですね！　わかっていますよ、『ささみさんがいちばん大好きなひとは？』……『お兄ちゃん』ですね!?　これが合い言葉でしょう!?」


    「えぇい、うるせぇ！　病院で騒ぐな！」


    　わたしはかぶっていたナイトキャップを脱ぐと、扉に向かって投げつける。


    　場所はうちの町にある総合病院、その最上階にある個室である。


    　先刻、お見舞いにきてくれたつるぎが持ってきてくれた寝ね間ま着き姿すがたの、わたし。


    　ベッドで身を起こし、貧血のせいか鎮痛剤のせいかぼんやりしている。


    　生死の境目あたりを行き来するぐらいの大おお怪け我がだったらしく、さっきまで面会謝絶だった。


    　つるぎは窓からこそっと侵入してきて、ちゃっかりお見舞いしてくれたけど。


    　律儀に部屋の外で待っていたお兄ちゃんは、たいへん心配しているようである。


    「ささみさん！」


    　我慢できずに病室に踏みこんできたお兄ちゃんが、相変わらず他人に見せたくないテンションで踊るように近寄ってくる。個室でよかった。


    「無事ですか!?　どこか痛かったり、苦しかったりしませんか!?　あぁ、可か哀わい想そうなささみさん！　代われるものなら代わってあげたい！　いや、むしろ代わります！　怪我をした場所を見せてください！　さぁ早く！　兄妹の絆きずなと僕のささみさんへの愛情が奇跡を起こしてその痛みと疵きず痕あとを僕に移譲させるかも――」


    「わけのわからないことを言いながら抱きついてくるな！　きゃーっ！　怪我したの胸のあたりなんだから――やめて脱がさないでお兄ちゃんのエッチ！　ぶっ殺すぞ変質者！」


    　かつてない汚い言葉をお兄ちゃんに浴びせつつ、わたしはいまだ混乱している。


    　よく覚えていないけれど――。


    　わたしは今日、学校でつるぎに『あたしの代わりに買い物行ってきて』と頼まれて――いつも何やかやと助けてもらってるお礼にと、ふつうに引き受けた。


    　そんで、ドラッグストアやら何やらで買い物をして、それから……どうなったんだっけか――『うずめのあな』をうろうろしていたのは覚えているのだけど、そこから先の記憶が曖あい昧まいである。


    　ただ胸元を見ると、あの『肉にく腫しゆ』が消えていた。


    　いつ身体からだを乗っ取られるか、という不安に怯おびえなくてよくなったのだけど。


    　同居人がいなくなったような寂しさもあって、わたしは複雑な気分だった。


    　あぁ『肉腫』といえば、さっきお見舞いにきたつるぎが――不思議なことを言っていたな。


    『「月つく読よみ鎖さ々さ美み」と「肉腫」は同じ肉体を共有する、同一人物ともいえる。だけど、あたしは片方を助け、片方を裁いた。どうしてだと思う？』


    　問われても、わたしには意味がわからなかったけれど。


    『「肉腫」は悪事を働き、おおくの人々を巻きこむ騒ぎを起こした。だからお仕置きしたし、罰を当ててやった。だけど、あいつの望んだことは鎖々美と同じ……自由な暮らしだ。周りに迷惑をかけているのも、どっちもどっちだしな』


    　そうだ。


    　わたしは『月読神社』のみんなの期待を裏切り、のうのうと平穏を甘かん受じゆしている。


    　誰かに憎まれ、悪意をぶつけられたとしても、それは自じ業ごう自じ得とくだ。


    『だから「肉腫」の罪ってやつは、たったひとつ』


    　わたしの胸元に手を添えて、つるぎは微ほほ笑えんでいた。


    『他人を犠ぎ牲せいにしてまで、自分だけが幸福を得ようとしたこと。「最高神のちから」を、自分のちからだと勘違いして、わがままに利用しようとしたこと。おまえは、他人に迷惑をかけたことを自覚し、でもそれを申し訳なく思って、なるべく周りへの被害を最小限に抑えようと……がんばってる』


    　その指先は温かく、陽光のようだった。


    『ううん、おおくを求めすぎないように、「最高神のちから」を持とうとも、それを濫らん用ようせずに自制して、決して私利私欲のためには用いない。むしろ、「最高神のちから」に翻ほん弄ろうされ、嫌いやがって、拒絶している。「肉腫」とは正反対だな……だからこそ、あまのじゃくなあたしは、もうちょっと――おまえっていう人間に期待して、こいつを預ける』


    　崇高で途方もない何かが、わたしの身体に充ち満ちていた。


    『これからも、がんばれ。いつか「がんばらない」でいられる、ほんとうの意味での平和を得られるまで。反則じみた「最高神のちから」をつかわずに、何のちからもない、だからこそ平凡な生活によく馴な染じむひとりの女の子として。そうやってあがくおまえみたいな人間を見るのが、擦すりきれちまったあたしの、唯一の楽しみなんだなぁ』


    　最後までわけのわからないことを語って、つるぎは悠ゆう々ゆうと病室を去っていった。


    　何だったんだろうか、あのときの、つるぎの言葉は……。


    「ささみさん」


    　お兄ちゃんが不意に顔をあげると、間近からわたしを見てきた。


    「ＳＷＰを見ていて、すこし不思議に思っていたんです。『最高神のちから』を用いれば、ささみさんは、もっとかんたんに目的を達成できるのにって」


    　ＳＷＰって何だ？


    　わたしには、さっぱり意味不明だけど。


    「でも、ようやく理解できました。ささみさんは、神様じゃなくて、人間として――成長したいんですよね。その気持ちが、お兄ちゃんには誇らしいです。僕が、そしてつるぎ先生たちが、そんなささみさんを支えて、ずっと応援していきますからね」


    「え、あぁ、うん……」


    　何やら満足そうなお兄ちゃんは、面会時間が終わったからと看護師さんたちに無理やり病室から引きずりだされながら、おおきく手を振った。


    「これからも――がんばりなさい、ささみさん！」


    　お兄ちゃんには悪いけど。


    　なんだか、ぐったり疲れてるからさぁ。


    「ふあ……」


    　欠伸あくびをすると、わたしは仰向けに寝ころんで、惰だ眠みんをむさぼることにする。


    　無理をしてもしょうがないし。


    　今日はもう、わたしは、がんばらない。

  



  
    第七話／邪や神がみ三姉妹の独り言①


    



    　今夜はごちそうだった。


    　うちの家事を一手に引き受けているあたしの無愛想なほうの妹は、何か嬉うれしいことがあったとき、表情や態度はまったく変わらないけど晩ご飯を豪勢にしてくれるのだ（ちなみに機嫌が悪いときはカ＊リーメイトになる。せめてつくってくんない？）。


    　かがみが上機嫌なのは、あたしが今日――一匹のうさぎを家に持ち帰ったからである。


    　飼いたい飼いたいとうるさかったからな。まぁたまには優しくしてやろうかという出来心だったんだが、かがみは期待もしていなかったのかこの不意打ちのプレゼントに感極まって、食後にムースまでつくってくれた。


    　お腹なかいっぱい。


    　いまもかがみはリビングに寝ころがり、うさぎと遊んでいる。聞いたことない猫撫なで声で「は～い、肉ちゃん～かがみお姉ちゃんですよ～うふふふふ」とか言ってる。


    　ちなみに『肉ちゃん』が我が家のペットとなったうさぎの名前である。


    　ペットの名前としてどうかと思うっていうか食べる気満々に見えるが、まぁ、本名を尊重したわけだ（『肉にく腫しゆ』ってぇのが本名なのかは曖あい昧まいだが、まさか『鎖さ々さ美み』と呼ぶわけにはいかんだろ、うさぎを）。


    　人間にしてやって、『改変』でも何でもして人間としての居場所を与えてやってもよかったんだが――『月つく読よみ神社』の連中を唆そそのかして悪事をはたらき、ほんものの鎖々美に怪け我がを負わせやがったんだからな、この程度の罰は与えてやってもいいだろ。


    　その鎖々美だが、出血のわりに負傷はたいしたことなく、あたしが『肉腫』をうさぎにして余った部分の肉をぺちょっと貼はりつけて、ちょちょいと『改変』して、まぁ助けた。


    　ついでに『最高神のちから』も、こそっと元どおりに、あいつの血肉のなかへ。


    　あたしはもう『最高神』なんてクソ面倒くさい仕事をやるつもりはないし、たまが『次代の最高神』として育ちきるまでは、ちょいと可か哀わい想そうだけどこれまでどおり鎖々美に任せることにしたのだ。


    　それによって生じる様々な不都合は、今回みたいに、あたしらが責任もって解決してやっからさ。『月読神社』の連中が言ってた『あの女』ってのが気になるが、まぁ何がでてこようとあたしらの敵じゃねーしな。


    　あたしはこの世に留とどまる義務も権利もないかもしれない、『最高神』の抜け殻がらだけど、こうして輪りん郭かくを与えられ、この世界に居場所ができた。


    　頭の痛いことも多いけど、これでも、けっこう毎日楽しんでるんだぜ。


    　無数にいる『神々』に、あたしも人間みたいに、祈ることが許されるなら。


    　もしも願いが叶かなうなら、神様、あとちょっとだけ――。


    



    　あ、ちなみに我が家の元気なほうの妹は、深夜になってから帰ってきた。お土産らしいきらきら輝く銀色の何かをたいせつに机にしまって、心配するあたしとかがみに、「ぜんぶ解決したからだいじょうぶだお」といっぱしの口をききやがった。


    



    　ささみもたまも、成長していく。


    　この世界と一緒に、おとなになっていく。


    　あたしはそれが嬉うれしいんだなぁ。
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    第二部　ヤタノカガミ


    


    第八話／ベターフレンド


    



    　放課後の、桜こノの花はな咲さく夜や学園である。


    　単純作業が中心の午後の授業を終えた直後の、気け怠だるげな解放感。


    「かがみ」


    　わたしは丁てい寧ねいに時間をかけて帰り支度をすませ、無意味に手鏡で自分の顔を確認したりお手洗いに行ってみたり、うだうだと時間稼ぎをしていたが。


    　目的の人物――かがみがいつまで経たっても帰る気配がないので、というか机に突っ伏して死んだように眠っているので、えぇい、と意を決して彼女に歩み寄った。


    　かがみがさっさと帰ってくれていたら、「あぁ、急いで帰宅するのを邪魔するのもあれだから、声をかけるのはまた明日にしよう」と言い訳をすることができたのに。


    　空気の読めないやつめ。


    「かがみ、かがみ」


    「………？」


    　お人形さんみたいなかがみの、肩を揺さぶると、彼女は胡う乱ろんげに顔をあげる。


    　酷ひどく眠そうである――いつもそうだが。


    「ふにゃあ。何ですか、鎖さ々さ美みさん。ひとが気持ちよく寝ているというのに」


    「ごめん、ごめん。ちょっと用事があったからさ」


    　コミュニケーション能力に欠けたわたしは、ちょっと怖い顔をされただけで怯ひるむ。


    「ていうか、かがみって何でいつも寝てんの？　家でちゃんと睡眠とれてないの？　家だと逆に落ちついて眠れなかったり？」


    「家で？　寝てますよ？」


    　起きろよ。


    「そんな雑談をするために、わたしの安眠を妨害したのですか？」


    　ねむねむ、と言いながら、いちおう上体を起こして話を聞く姿勢になってくれる。


    「わたしも忙しいのですが？　あまりくだらない用件だったら怒りますよ？」


    　忙しいひとは寝ない。


    「あの、その……いや、そんな大した用件じゃないんだけどね？」


    　わたしは我われながら引っ込み思案な感じに、もじもじ、と指を擦こすりあわせる。


    　当然、怪け訝げんな表情をするかがみに、わたしは顔を真っ赤にしながら。


    「あの、ね……」


    　宣言した。


    



    「わたしの――友達になって!!」


    



    　…………。


    「…………」


    　地獄のような沈黙が満ちた。


    　かがみはわたしをエイリアンが化けた偽物ではないかと疑うような、ものすごい目つきで凝視してから、机の引きだしから妙に高級そうな枕を取りだして顔をうずめた。


    　すうすう寝息をたてはじめる彼女の耳を、わたしは自や棄けっぱちに引っぱる。


    「寝るな！　寝ないで！　お願い、聞いて！　真面目な話なの！」


    「ふにゃあ――何だか面倒くさい気配がもうれつにしたので……眠らせてください……関わりたくないです――」


    　いかにも億おつ劫くうそうなかがみに、わたしは泣きそうになりながら訴えた。


    　こうなったら毒を食らわば皿まで。ぜんぶ説明してやるんだから！


    「ほら、わたしって二月っていうものすごい中途半端な時期に転入してきたじゃん！　おまけに担任教師の妹っていう訳ありっぽい設定なうえ、アホなお兄ちゃんが『ささみさんはずっと引きこもりで……可か哀わい想そうな……子なんですよ……』とか哀しい過去を匂におわせやがったせいでみんなドン引きしちゃったの！」


    　ぜんぶお兄ちゃんが悪い。


    「苛いじめとかは全然ないけど、むしろ気を遣われすぎてるっていうか、腫はれものに触るみたいに扱われてるっていうか、みんな遠巻きにわたしを見守るだけで――なぜか全員敬語だし！　親しい友達ができないの！　話しかければ応えてくれるんだけど、事務的な会話しかしてくれないっていうか、みんな優しすぎて不自然っていうか！」


    　わがままなのはわかってるが、もう堪たえられない！


    　わたしは可哀想な子じゃない！


    「わ、わたし、ふつうの学園生活が送りたいのに！　ずっと憧れてたのに、ふつうに友達つくって、部活動とかやって……泣いたり笑ったり、そういうの、わかるでしょ!?　だけどみんなに距離を置かれたままじゃ、そんなの夢のまた夢だよ！」


    　今日、わたしが授業以外で会話したのって委員長さんとの『あの、進路希望調査票を提出したいんだけど……こ、こんな感じでだいじょうぶだよね？（精一杯、会話を膨ふくらませようと努力したわたし）』『あ、はい。ご苦労さまでした（二秒で会話終了）』だけだよ！


    　うさぎじゃないけど寂しくて死にそうだよ！


    「はぁ……」


    　かがみは眠そうな半眼でわたしを眺めていたが、ちいさく首を傾かしげる。


    「まぁ話はわかりましたし、鎖さ々さ美みさんの気持ちも理解できなくもないのですが、そこでわたしに『友達になって』というのが意味不明なのです」


    　かがみの口調は相変わらず淡々としていた。


    「皆さん、まだ鎖々美さんにどう対応したらいいかわからなくて、戸惑ってるだけだと思いますよ？　話しかけたりする努力をつづけていれば、時間が解決してくれるでしょう」


    「その時間がないんだってば！　もう二月も終わりだよ!?　わたしの高校一年生の生活、あと一か月ちょいしかないんだよ!?」


    　何らかの『改変』がはたらいたのか（わたしの『留年したくない。進級したい』という願望が世界の摂理を歪ゆがませたのか）、二学年に進級だけはできそうなんだけど。


    　よく知らないけど、二学年になるときにクラス替えがあるけど、友達ゼロの状態から始めるよりは何人か親しい仲間がいたほうがそこから友達の輪を広げていけそうじゃん？


    　わたしの幸せな高校生活のためには、友達づくりが必要不可欠。


    　だけど、その最初の一歩でつまずいてしまえば、卒業するまで独りぼっちだよ。


    　そんなのは嫌いやである。


    「とりあえず、『可か哀わい想そうな子』だと思われてたら、いつまで経たってもみんなと打ち解けられないから――まずは、かがみあたりと友達になって、笑ったりお喋しやべりしたりするの！　そうして、『ふつうの高校生活』の練習がてらわたしのイメージを『明るくよく笑う子』みたいにして、みんなが遠慮なく話しかけられるような女の子になるの！」


    「迂う遠えんなうえに、かがみ『あたり』というのがびみょうに引っかかるのですが」


    　嫌そうな顔をするかがみの手を、わたしは泣きそうになりながら握りしめる。


    「とりあえず、上っ面つらだけでもいいから仲良くして！　お願い！　お昼休みとか、もうお弁当をひとりで食べるのは嫌！　英語や体育の授業で、ペアを組むとき相方に『あ、あの、月つく読よみさん、よろしくお願いします……（俺の態度がこの子を傷つけたりしてないよね、だいじょうぶだよね）』みたいな態度をとられたくないの！」


    　友達がいないのは呼吸ができない感じで、また不登校になりそうなくらいなのである。


    「わたし、これからは明るいイメージで売っていきたいの！　クラスの中心になりたいなんて思ってない、ごく当たり前の、明るく楽しい青春をおくる女子高生になるの！」


    　そうだ、そのための第一歩なのだ。


    　わたしは、幸せに、ごく平凡に――生きてゆくのだ。


    「だけど、どうしたらいいかわからないし……友達とか、これまでひとりもいなかったし！　かがみで予行演習して、そういう『ふつう』を学習したいの！　かがみならわたしの立場とか知ってるから、こっちも余計に気負ったりしないですむし、いい練習台だと思ったの！　ほら、繋つなぎの友達っていうか！」


    「人間としてどうかと思う発言をしているのは、自覚していますか？」


    　かがみが深々と溜ため息いきをつき、鬱うつ陶とうしそうにわたしの手を振り払う。


    「まぁ、学校は集団生活を学ぶための環境でもありますしね。わたしのような個人で完結しているおとなとはちがって、鎖さ々さ美みさんみたいに未成熟なお子様にとっては、独りぼっちはつらいでしょう」


    　もしかして喧けん嘩かを売られているのかな？


    「姉さんにも、同じクラスの生徒としてあなたを注意して見ておくように厳命されているので、まぁ『友達』として一緒に行動するのはわたしにも都合がいいのですが――」


    　不思議そうに。


    「あなたには『最高神』の権けん能のうがあるのでしょう？　その気になれば周囲の人間の心を『改変』して、お友達に仕立てあげることも可能なのでは？　苦労して話しかけたりして失敗して、つらい思いをするよりも、よっぽど簡単で気楽でしょう？」


    「ううん、それじゃだめなんだ」


    　がんばらないのが心情のわたしには、それは魅力的な提案だけど。


    『最高神のちから』は、『わたし』そのものじゃない。


    　月つく読よみ本家に、あの忌いまわしい実家の神社に、無理やり植えつけられたものだ。


    『月読の巫み女こ』が行使するべき、義務で権利だ。


    　がんばらないことを選んだ、ただの『月読鎖々美』が、便利に使ってはいけないのだ。


    「わたし自身が成長しなくちゃ、何も変わらないもん」


    「…………」


    　かがみは、わたしを相変わらず内心の読めない、ぼうっとした表情で眺めていたが。


    「ふにゃあ」


    　やがて欠伸あくびをすると、再び枕まくらに顔をうずめた。


    「まぁ、話はわかりました――善処しましょう。よろしくお願いします、鎖々美さん。ということで、まずはお友達として、わたしの気持ちを汲くんで……眠らせてください」


    「う、うん！　えへへ……友達だもんね、わかった！　おやすみ！」


    「うるさいので、静かにしてください」


    「うん！　えへへ……♪」


    　かくして。


    　その日、わたしにはじめての友達ができた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　翌日である。


    　昼休み――ほどよい疲労感と空腹を抱えた生徒たちの笑い声が、教室に満ちる。


    「かがみ、かがみ」


    　気づくと寝てるかがみに、わたしは満を持して声をかける。


    　かがみの癖くせのないさらさらの黒髪が流れるのを眺めながら、周りのみんなに『ほら！　わたしは暗い過去を背負った可か哀わい想そうな子じゃなくて、ふつうの女の子だよ！』的なオーラを放っているつもり。


    「昼休みだよ、起きて。ご飯、一緒に食べよって言ったじゃん」


    「何ですかもう……」


    　かがみは面倒くさそうに顔をあげると、テンションあがってきたわたしを眺める。


    「あぁ――そういえば、『友達』なんでしたっけね。余計な苦労を背負いこんでしまったものです……お昼ご飯、ですか」


    　馴な染じみがないみたいにその言葉を舌にのせて、かがみは何度か瞬まばたきをする。


    「わたしは正直、食べなくても生存可能な身体からだなのですが。だからこそ寝ていても誰にも怒られない昼休みには安眠したいのです」


    　そういやかがみ、霊的なロボットみたいなもんだっけか。


    「えぇっと、鎖さ々さ美みさんはお弁当でしたか？ わたし、寝てるので……てきとうに食べていてください。ほら、机をくっつけて、互いに向きあえば――それっぽい感じでは？」


    「ひとりが食べてるのにもう片方が寝てるって、逆に寂しいよ……」


    　ふふん。


    　だけど、かがみがそういう空気読めない発言するのは予想していたもんね。


    「今日は、お弁当じゃないんだ。この高校、学食があるんでしょ？　案内してよ、一緒に行こうよ？　かがみ、『ご飯を食べる』ことができないわけじゃないんだよね？　ふたりで食べにいこ♪」


    「うわぁウザ――いえ、それではお供しましょうか。お友達ですしね」


    　今何か酷ひどいこと言いかけたような……。


    　ふたり並んで教室をでていく。


    　うちの学校は旧ふるい学校だが、好景気のときに建てられたので、建物はおおきく華やかである。


    　ちょっとデザインが昔っぽいけど、光が溢あふれていて居心地がいい。


    　わたしたち『一年右組』の教室も学食も、同じ一階にあるので――けっこう近い。


    　なのに、かがみはその距離を歩くのも怠だるいのか、ふらふらしている。


    「これから毎日、学食まで行くというのは、考えるだけで面倒なのです……」


    「あれだったら、購買にわたしがパンを毎日買いにいくよ？　かがみのぶんまで！　それとも、お弁当にする？　かがみのぶんまでお兄ちゃんにつくらせるし！」


    「ナチュラルに先生を扱こき使ってますよね、鎖々美さんって……あぁ、鎖々美さんが毎日食べてた妙に手のこんだお弁当、先生がつくってたのですか――先生は下げ僕ぼく体質とはいえ、あまり酷こく使しすると、いつか愛想尽かされるかもしれませんよ？　嫌われますよ？」


    「あはは、お兄ちゃんがわたしを嫌うわけないじゃん」


    「でも、実の兄にお弁当を毎日つくらせる、というのはあまり『ふつう』ではありませんしね――『平凡に暮らしたい』のでしょう？」


    　痛いところをついてくる。


    「自分の面倒ぐらい自分で見ては？　お料理なら、わたしが多少は教えられますし……いつもお世話になるばかりではなく、偶たまには先生につくってあげたら、喜ぶのでは？」


    「え？　かがみ、料理なんてできるの？」


    「家事はわたしがやってますので」


    「あぁ、つるぎとたまは、家事とかやらなそうだしなぁ……でも、すごいよ。尊敬する。わたし、掃除も洗濯もぜんぶ人任せにしてきたから、何ひとつできないもん。何にも、人並みにできないよ……」


    「わたしも、昔はそうでしたよ」


    　かがみはやはり無表情に、けれど仄ほのかな感情をこめてつぶやいた。


    「わたしは人形でした。意志のない人形でした。そういうふうに、つくられました――効率的に『怪異』を駆除し、世のため人のためにはたらく道具でしかありませんでした」


    　人間の悪い組織に、『最高神の切り離された部分』からつくられたという、かがみ。


    　霊的な、兵器。


    　思えば――『人間に都合のいい世界』のために教育され、『月つく読よみの巫み女こ』となることを運命づけられたわたしと、彼女は似ているのかもしれない。


    「けれど、姉さんに拾われて――退屈する暇ひまもないぐらい、騒がしい日々をすごすうちに、わたしには人間性が芽生えました。まだ、偉そうに語れるほどではないですが。わたしは、わたしのなかに感情が、心があることを、姉さんたちとの暮らしではじめて知りました。嬉うれしかった、まるで奇跡でした、……ただの人形だったわたしが、幸福になれたのです」


    　微ほほ笑えむと、かがみが綺き麗れいな顔立ちをしていることに気づく。


    　丹たん誠せいにかたちづくられたお人形。


    　否いな、懸命に日々を生きぬき、内側から輝きを放つ女の子の美だった。


    「鎖さ々さ美みさんも、きっと同じです。わたしより、よっぽど恵まれていますしね。あなたは感情の溢あふれる人間で、自ら成長をしようと努力もしているのです。幸福は、救いは、おのずと訪れるでしょう。遠くない未来に」


    　そこで咳せき払ばらいをし、かがみは気まずそうにそっぽを向いた。


    「似合わないことを喋しやべりました……舌が腐ります、反へ吐どがでます」


    　台無しすぎる。


    「学食ってここ？」


    　会話をしているうちに目的地に辿たどりついた。


    　独りぼっちでない時間は、びっくりするほど迅速に流れていく。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の学食は、モダンな大衆食堂といった雰囲気でお洒落しやれだった。


    　いくつも並んだ座席。


    　達筆のお品書き。


    　おおきな窓からはきれいにととのえられた庭園が見えて、そこここで桃色の制服を着た生徒たちが笑顔の花を咲かせている。


    「えー……っと、どうすればいいの？」


    「この券売機で料金を先払いにして、おばちゃんのところに持っていくのです」


    　かがみは学食を利用したことがあるのか、迷いない動きでわたしを導いてくれる。


    　その背中に、のこのことついていこうとして――不意に気づいた。


    　何だか学食の奥のほうに人垣ができていて、騒がしい声が聞こえてくる。


    「がんばれ、がんばるんだーっ！」「くっそう、耐えるんだ、俺の小宇宙コスモ（胃袋）!!」「負けるな！　嘘うそだ！　こんなことが許されていいわけがないんだ！」「十人がかりだぞ……！　なぜ勝てぬ！　我が校のちびっこ先生は化け物か……！」「弾、弾ーっ!?」と盛りあがっているのは、教師どもだった。


    　どうも大食いバトルをしているらしい。


    「んっぐんっぐんっぐ」


    　丼どんぶりを傾け、牛丼をドリンクみたいに飲み干しているのは、つるぎである。


    「ぶはーっ！　おばちゃん、お代わり！」


    　ほっぺにご飯粒をつけて、ご満悦。


    　そんな彼女の正面には数えたくない量の丼が積み重なっており、激戦のあとをしのばせる。


    　つるぎの横には教師どもが膨ふくれた腹をさらして死し屍し累るい々るいとなっており、うちのお兄ちゃんが丼で顔を隠すようにしてガツガツと食べている。


    　だが、いくら言動がおかしくてもお兄ちゃんはふつうの人間だ、胃袋の容量には限界があり――ばたりと仰向けに倒れてしまう。丼を顔面に貼はりつけたまま。


    「あぁっ、月つく読よみが沈んだ！」「馬鹿、馬鹿！　勝てたらつるぎちゃんにほっぺにチュウしてもらえる約束だったのに！」「ふふ……アホどもめ……俺はすべてを手にいれた……！」「ああっ！　つるぎ先生の食べ終えた丼を！　間接キスをするつもりだな！」「貴様！　愛・つるぎ同盟の協定を破る気か!?」「ちびっこ先生の唾だ液えきはてめえなんぞには勿もつ体たいない！　寄よ越こせ！」「戦うのが好きなんじゃねぇ、勝つのが好きなんだよぉーっ!!」。丼を取りあってみにくい争いを繰りひろげる教師ども。教育現場の腐敗には目をおおうものがあるね。


    「あー、食った食った」


    　周囲の狂乱を無視して、つるぎがオッサンのように爪つま楊よう枝じをつかっている。


    　そして毎日楽しそうな我が校の教師どもを、可か哀わい想そうな生き物を見る目で眺めているわたしとかがみに気づくと、彼女は陽気に手をあげる。


    「いしししっ！　なんだなんだ、珍しい取りあわせじゃねーか！　おまえらも今日は学食か？　お姉ちゃんが奢おごってやるよ！　大食いバトルに勝ったら今後の学食での料金はみんな他の教師が払ってくれるって――」


    　何となく嬉うれしそうに、そこまで語って、……つるぎが両目を見開いた。


    「危ねーっ、かがみ！　後ろ！」


    　その言葉が終わるか終わらないかの、まさに刹せつ那なだった。


    　先ほどつるぎが「お代わり！」と宣言したものを、運んできたのだろう――童顔で中高生にしか見えないのに『おばちゃん』と呼ばれているっぽい学食の従業員が、何もないところで急にすっ転んだ。


    　不自然な動きだった。


    　まるで、誰かに足を引っかけられたような――。


    「うひゃあ!?」


    　おばちゃんの悲鳴と同時に、彼女が運んでいたお盆と、その上にのった牛丼に味み噌そ汁しる、お新香がまとめて吹っ飛ぶ。


    　ぐしゃあ。


    　それらはすべて、あろうことか――かがみの全身にふりそそいだのだった。


    「…………」


    　顔も制服も何もかも牛肉やら米粒やら生卵やらで汚よごし、かがみは幽鬼のように沈黙すると、床で青ざめて震えているおばちゃんを振りかえる。


    「あ、あの……ごめ、ごめんなさっ……」


    　怯おびえているおばちゃんには、どう考えても悪気はなかったので、かがみも嘆たん息そくする。


    「いえ、謝罪はけっこうです。事故ですから――すみません鎖さ々さ美みさん、汚れた服を洗うついでに、ジャージにでも着替えてくるので……ご飯はひとりで食べてください」


    　言い残すと、かがみらしく冷淡に、何の感情の余よ韻いんも残さずに去っていった。


    「…………」


    　つるぎがそんな妹を見て、珍しく厳しい表情を浮かべている。

  



  
    第九話／命あ色かい月


    



    　その日の放課後。


    　わたしはお兄ちゃんの仕事が終わるまで『創る会』の部室でごろごろした。


    　時間を潰つぶしてから、迎えにきたお兄ちゃんと、一緒に帰る。


    　おうちに帰る気力がないときとか、お兄ちゃんに自転車でふたり乗りさせてもらうのだった。


    　そういうときは、ついでに通学路の途中にある商店街で晩ご飯を食べる。


    　今日は回転寿司だった。


    「そうですか、かがみさんとお友達に……」


    　カウンター席にお兄ちゃんと隣りあって座って、わたしは今日の出来事を報告した。


    　お友達ができたんだよって、お兄ちゃんに喜びの声を聞かせたかったのかも。


    「僕としてはすこし寂しいですが、良いことだとは思いますよ。かがみさんはしっかりした子ですからね、お勉強などを見てもらうのもいいでしょう」


    「だよね……いちおう『改変』のおかげで二年生に進級だけはできそうだけど、わたしの頭の中身まではどうしようもないし」


    　ぶっちゃけ勉強についていけてないのだ。


    　ずっと引きこもって遊んでたからなぁ。


    　わたしも全知全能ではないのである。


    「あ、お兄ちゃん、キングサーモンとって、あと鯛たいとあなご」


    　目の前をてろてろ流れていくお寿司を指さすと、お兄ちゃんが素早くとってくれる。


    「たくさん食べられないから、半分にして、半分に」


    「はいはい」


    「醤しよう油ゆはお魚の部分にだけつけて、お米につけたらころす」


    「わかってますよ」


    「わさび嫌い、とって、とって」


    「もちろんです、……あ～ん」


    「あ～ん」


    　ぱくり。むしゃむしゃ。


    　んむ。でりしゃす。


    「だけど、かがみテストの点数とかは異様に良いみたいだけど、ノートとか取ってないみたいなんだよね～。授業とか見てるとぜんぶ寝てるっぽいのに、なんで成績いいのかな？」


    「かがみさん、教科書などは見ただけで丸暗記できるとか聞いたことがありますよ。七なな桁けたの暗算とか余裕でできるっぽいですし、基本性能が常人離れしてるっぽいですよね」


    　わたしとお兄ちゃんの当たり前の食事風景を見て、周りのお客や店員さんが変な顔をしているが、気にせずに――わたしはお腹なかを満たしていく。


    「お兄ちゃん、お茶いれて、お茶」


    「もちろんです」


    「熱いからふうふうして、ふうふう」


    「舌を火傷やけどしないように気をつけるんですよ。お口をあけて」


    「んー……」


    　くぴくぴ。


    　あぁ、お寿司にはやっぱり緑茶だよね。


    「まぁ、そういう勉強を教えてくれるかも、みたいな打算とかじゃなくてさ――純粋に嬉うれしいの。ネットとかで交流のあるひとはいたけど、リアルなお友達ってはじめてだから」


    　口元を紙ナプキンで拭ぬぐってくれるお兄ちゃんに、わたしは微ほほ笑えんだ。


    　そして思いだす。


    　わたしの独りぼっちの子供時代。


    　がんばってがんばって、歯を食いしばって、生きてきた。


    　みんなの期待は幼いわたしに一身に集まっていて、誰もが『月つく読よみの巫み女こ』であるわたしから距離を置くか、あるいは利用しようとしてみにくい感情を向けてきた。


    　周りにはおとなしかいなかったし、同じ年ごろのお友達とふつうに遊ぶなんて夢のまた夢。


    　修行をして、たまに寝込んで、それを繰りかえす。


    　味気ない日々だった。


    　だけど、人間は誰も孤独には生きられない。


    　子供は誰だって、遊びたいし、わたしだって我慢しきれないことがあった。


    　つらい修行から脱けだして、神社を飛びだして、町におりて。


    　だけど、子供の足で移動できる距離はたかが知れていて、近場の町のすべてには『月読神社』の息がかかっていて、子供たちはわたしを化け物のように怖がった。


    　あるいは神様のように畏おそれるだけで、近寄ってはこなかった。


    　声をかけて、無視されて、逃げられて。


    　石を投げられることすらあって。


    　涙を溢あふれるままにして、打ちのめされて神社に戻ると――。


    　決まって、お母さんがわたしを待っていた。


    　お母さんは厳しくて、恐ろしいひとだった。


    　だけど誇り高く、美しく、尊敬できる立派なひとだった。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    　いつも巫み女こ装しよう束ぞくだったお母さんは、泣きじゃくって帰ってくるわたしに、笑えみもなく。


    　――ささみ。


    　叱しかっているというよりも、むしろ哀しそうに。


    　――『月つく読よみの巫女』は、友達をつくってはならぬ。


    　わたしの頭を撫なでて、ぎこちなく抱きしめてくれた。
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    　小一時間ほどで食事を終える。


    　お店の前に駐輪していた自転車にまたがるお兄ちゃんの背中に、すっかりふたり乗りに慣れたわたしはしがみつく。


    　まだ二月なので日が沈むのが早く、世界は薄暗い。


    　内臓みたいなお月様。


    「あぁ、食べた食べた」


    　食事のあとなので、お互いの身体からだがぬくい。


    　動きだした自転車の荷台で、わたしは爽さわやかな涼風を頬ほおに感じる。


    「だけど、お兄ちゃん。わたしがあんまり食べないのはいつものことだけど、今日はお兄ちゃんも小食だったね？」


    「僕はお昼につるぎ先生たちと大食い対決をしたので――それに、僕はささみさんが幸せそうにしているだけでお腹なかいっぱいなのですよ」


    「ふぅん、お金がかからなくていいね」


    　そういえば回転寿司のなかでは、わたしがかがみの話ばかりするのでヤキモチを焼いたお兄ちゃんが半裸になって乳首のあたりにお寿司をのせて『僕を食べて！　僕がいちばんささみさんを愛することができるんです！』と錯乱するハプニングなどがあったなぁ。


    　まったくもう、お兄ちゃんったら馬鹿なんだから……。


    　しねばいいのに。


    「うん？」


    　いつもの会話をしていると、不意にわたしは寒気を覚えた。


    「あれ……？」


    　騒がしい商店街をぬけて、人ひと気けのない住宅街を進んでいる途中。


    　鬼火のような街灯が照らす世界のなかに、わたしは違和感を見つける。


    　見た目は、平凡な、いつもどおりの町だ。


    　だけど――。


    　血の臭におい。


    「どうしました、ささみさん？」


    　霊感とかがまったくないお兄ちゃんも、わたしの様子の変化は敏感に察する――慌あわてたように自転車を急停止させると、心配そうにこちらを見てきた。


    「食べたあとすぐに自転車に乗ったから、酔ってしまいましたか？」


    「いや――ちょっと、……お兄ちゃん!?」


    　わたしは目め眩まいを覚え、自転車からおりて、弾けるように真横を向いた。


    　放置されたゴミ袋や錆さびた道路標識が並んだ、ちいさな路地があった。


    　ふだんは誰も見向きもしない、きれいな町の風景のなかに埋没する、薄暗がり。


    　街灯と、やけに真っ赤な月明かりのした――。


    



    　血まみれのかがみが座りこんでいる。


    



    　電信柱の陰に、蹲うずくまって。


    　その黒髪も、白い肌も、学校の制服も――点々と飛び散った血の色に汚よごれている。


    　冷たい大気に漂白された吐息が止めどなく漏もれており、彼女の疲労をしのばせた。


    　目の前がちかちかする。


    　何も理解できなかったけれど、とにかく――尋常ではない。


    「かがみ!?」


    　わたしが悲鳴をあげると、かがみが気づいてうっそりと顔をあげる。


    「あぁ――」


    　この状況では、まったく不自然なことに。


    「寝てました」


    　いつもの台詞せりふを口にする。


    　わたしは慌ててそんなかがみに駆け寄ると、手を伸ばした。


    「だいじょうぶ、かがみ!?　どうしたの、大おお怪け我がじゃない!!」


    「おや、鎖さ々さ美みさん――こんなところで奇遇ですね。そういえば、意外とご近所に住まれているのでしたね。こんな時間に一人歩きするのは、お年ごろの女の子として……」


    「かがみさん!?」


    　そこでお兄ちゃんも駆けつけてきた。かがみは何度か瞬まばたきをする。


    「おや、先生も――そういえば、鎖々美さん制服ですね。学校帰りですか？」


    　何をふつうに喋しやべっているのだ。


    「わたしたちのことなんか、どうでもいいよ……かがみ、だいじょうぶ？　びょ、病院に――お兄ちゃん、どうしよう!?　かがみが……」


    「心配いりませんよ」


    　かがみはわたしを一いち瞥べつもせずに、のろのろと立ちあがる。


    　あきらかに満まん身しん創そう痍いなのだが、表情だけは平然としている。


    「わたしたちは、あなたたちとちがって丈夫にできているので、この程度の負傷はすぐに回復します。もうこんな時間ですか――早く帰らないと姉さんが心配しますね」


    「ちょっと、かがみ!?」


    　わたしを横にどけて、ふらふらと路地からでていこうとする、かがみ。


    　当然、わたしは放っておけなくて、その手を掴つかんだ。


    「どうしたの、何があったの？　相談して――お友達でしょう？」


    　散歩していたら転びました、という怪け我がではないのだ。


    「関係ないでしょう、あなたに」


    　鬱うつ陶とうしそうに、流れる血をぐしぐしと手の甲で拭ぬぐって、かがみは吐き捨てた。


    「それに――『友達』というのは、学校のなかでだけ、という方向でお願いできませんか？　あなたが『ふつう』の人間らしさを学ぶための、わたしは練習台で、それだけでしょう？　何を勘違いしたのかは知りませんが、べたべたされるのは迷惑です」


    　わたしの手を振り払うと、かがみは髪の毛をかきあげて苛いら立だたしげにつぶやいた。


    「わたしは姉さんに言われたから、仕方なくあなたの相手をしてやっているのです。必要以上に馴なれ馴れしくしないでください。いいですか、これは忠告ですよ――『ふつう』に生きたいのなら、わたしたちに深入りはしないことですね」


    　そうだ。


    　わたしは『最高神のちから』を宿しているだけの、ただの人間で。


    　彼女は――ちがうのだ。


    　勘違いなんて、してなかったけど。


    「かがみ」


    　わたしは俯うつむき、涙を堪こらえて、子供みたいに――ただ名前を呼ぶ。


    　かがみは答えずに、わたしに背中を向けて、ゆっくりと歩いていく。


    　――あはは。何だか空気悪くなっちゃったね。


    　――ごめんね、機嫌悪いときに話しかけて。


    　――ばいばい。また明日学校でね。


    　そう呑のん気きに挨あい拶さつできたらよかったのだけど。


    「……かがみ！」


    　わたしは叫ぶことしかできなかった。


    　かがみは去っていく。

  



  
    第十話／目隠し鬼


    



    　あっさりと二週間ほどが経過する。


    　あってはならない事態だった。


    　当初の予定では、わたしは三日ほどで『友達づきあい』とか『ふつうの女子高生らしさ』とかそっち方面のスキルを会え得とくし、笑顔の似合う女の子になって、一週間かそこらで『可か哀わい想そうな女の子』というろくでもない立場から脱出しているはずだった。


    　そこからは鰻うなぎ登のぼりで、かがみ以外にもお友達ができて、これまで引きこもって体験できなかったもろもろの素晴らしいできごとを、我が身で実感できるはずだったのだ。


    　まぁ、予定どおりにいかないのが世の中なのだろうけど。


    『最高神のちから』を濫らん用ようしない道を選んだわたしの人生が、思うようにいかないのは、むしろ当然なのだろうけど。


    　わたしの『一年生』は残り一週間とすこしになり、終業式までの秒読みが始まって、わたしは焦あせるというか、戸惑っていた。


    　あれ？


    　あれれ？


    　もうちょっと、巧うまくできるはずだったのにな……。


    　もっとこう、幸せで、楽しくって……。


    　おかしいな。変だな。むしゃくしゃする。


    　何もかもが自分の思うがままになったちいさな部屋のなかでは、到底ありえない事態。


    　自分の考えどおりに物事が進まない、それは当然の展開なのだけど。


    　わたしは、愕がく然ぜんとしたのだ。


    　これが現実か。ふつうの生活というものか。


    　なるほどぉ。ちょっと甘く見てたかなぁ。


    　えへへ、いっけない。


    　反省して、もうちょっと、慣れてきたら……そしたら、そしたら。


    　ぜんぶ巧くいくようになるよね。


    「かがみ」


    　そう楽観して、あるいは何もかもから目を逸そらして、わたしはがんばらなかった。


    　なるようになる。


    　時間が経たてば、経験を積めば、わたしはちゃんとできるようになる。


    　そう信じこんで、思考停止して、がんばらなかった。


    　ううん怖かったんだ。


    　ちっとも言うことを聞かない当たり前の現実っていうやつに、怯おびえていた。


    「あの、かがみ」


    　放課後である。


    　黒板に刻まれた日付に、誰かがたわむれに書きこんだ『終業式まであと六日！』という文字が、胸に突き刺さる。


    　進級と同時にクラス替えがあるので、この面めん子つですごせる時間はあと一週間もなくて、だから教室にいるみんなはどことなく年末のような独特の寂しげな雰囲気。


    　だけど、わたしはそんな一体感の外にいた。


    　傍観者ではなくなったはずなのに。


    　踏みこんで、手を伸ばして、声をあげたはずなのに。


    　それは錯覚で、がんばったふりをしただけで。


    　わたしは何も変わっていないのだろうか？


    「ふにゃあ」


    　肩を揺すってやると、いつも寝ているかがみが、面倒くさそうに顔をあげる。


    「何か用事でしょうか、ささみさん」


    　面倒くさくて堪たまらないという態度だった。


    　そうだよね、わたしの相手をするのは、疲れるよね。ごめんね。


    　すっかり自信をなくしていたわたしは、びくっとしながらも、かがみを見つめる。


    　路地に血まみれで倒れていた彼女を見かけて、素そっ気ない言葉を告げられてからも、彼女の態度は変わらなかった。


    　話しかければ、ふつうに応えてくれる。


    　だけど何だか溝があり、距離があり、わたしの態度はぎこちなくなる。


    　ううん、と首を振った。


    　友達だもん。


    　学校だけでも、わたしとかがみは友達だって、だから……。


    「あの、これ」


    　仲良くしようと努力すれば、がんばれば、もっと幸せな感じになるはずだった。


    　だけど、がんばりかたが、わからないよ。


    「ざ、雑誌の懸賞で、映画の鑑賞券が当たったんだけど」


    　いつも購読している少女漫画誌の懸賞が、見事に当たったのである。


    『最高神のちから』のおかげなのか、わたしはそういうラッキーな物事に遭遇しやすい。


    「よかったら、今日なんだけど――一緒に行かない？」


    「…………」


    　かがみは欠伸あくびをすると、わたしが差しだした映画のチケットを凝視していた。


    　しばし沈黙してから、かがみは眉まゆひとつ動かさずにつぶやいた。


    「すみません。今日は、先約があるのです」


    「あ、そっか」


    　何となく予想していた。


    　だけど、踏みとどまる。


    「それじゃ、いつごろなら都合つくかな？　どっか、遊びにいかない？　映画じゃなくても、わたしまだこの町あんまり詳しくないし、案内とか――」


    「すみません。しばらくは、遠慮していただけませんか」


    　かがみの感情のない声に打ちのめされて、わたしは泣きそうになる。


    「あの、わたし、……うざいかな？」


    　迷惑がられている。


    　そう思った。


    　そうだ。


    　わたしは無理して、強引に、かがみに友達になってもらったのだ。


    　一時しのぎとか場ば繋つなぎとか、練習台とか、そういうのは照れ隠しで――ほんとは、精一杯の勇気をふりしぼったんだけど。


    　かがみには、そんなの伝わらないし。


    　ただ、わたしを見守らなくちゃいけないって義務感で、あわせてくれただけで。


    　嫌いやだ。涙が溢あふれてくる。


    　駄々っ子みたいだ。


    　何だこれ。


    「いいえ」


    　かがみは動じなかった。


    「わたしにとって、あなたなど、いてもいなくても――どちらでもよい存在です。わたしの生活に、人生に、あなたの存在など、ちっとも影響をもたらしてはいません。ちょっと自意識過剰なのではありませんか、鎖さ々さ美みさん」


    　ゆっくりと、わたしの息の根をとめるように言葉を紡つむぐと、かがみは立ちあがる。


    　鞄かばんを片手に、みっともなく泣きじゃくるわたしのそばを、何の未練もなく通過して。


    「…………」


    　何かを言おうとして、ためらったみたいに、口を何度か開閉すると。


    　俯うつむき、やはり淡々とつぶやくのだ。


    「それでは、また明日」


    「……もういいよ……」


    　わたしは自や棄けっぱちに叫んだ。


    「もういいもん！」


    　誰に対しての、どういう意味での言葉だったか。


    　わたしは目元をぐしぐし擦こすると、かがみを突き飛ばすようにしながら駆けだし、教室を飛びだしていった。


    　走って走って走って、息切れして、どこにも辿たどりつかない。
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    　珍しく走ったせいで疲れきって、家に帰る元気がなくなって、わたしは『創る会』の部室でしばらく休んだ。


    　携帯電話で連絡をとると、お兄ちゃんはこういうときにかぎって職員会議で遅くなるとかで、わたしは罵ば詈り雑ぞう言ごんをお兄ちゃんに浴びせてストレス発散をした。


    　お兄ちゃんは心配して職員会議をぬけてわたしと一緒に帰ると言いだしたが、それでお兄ちゃんがクビになっても困るからと、強がってひとりで帰る。


    　省エネのため電気の点ついていない廊下を、しょぼしょぼと歩いて。


    　部活動にあまり熱心でない桜こノの花はな咲さく夜や学園の、人ひと気けのない下駄箱で外履きにはきかえようとしていると、不意に気づいた。


    　かがみがいた。


    　見覚えのある、クラスメイトの女の子たちと一緒に、お喋しやべりしながら歩いている。


    　そういえば、先約があるという話だった。


    　よっぽど、たいせつな用事があるのだと思っていた。


    　何だあれ、クラスメイトと暇ひまそうに歩いてるじゃん。


    　頭がかっとした。


    　ぜんぶ真っ白になって、目の前がちかちかして、呼吸が乱れる。


    「……んっぐ……」


    　決めつけていた。


    　かがみにはお友達がいないとか。


    　わたしに似ているとか。


    　だから仲良くできるとか、馬鹿にした話だった。


    　かがみには彼女の日常があり、たぶん友人もいて毎日楽しくやっていて、わたしはその邪じや魔まをして、かがみは、あわせてくれただけで――。


    「もうやだ……」


    　引きこもるのをやめて、がんばって、外にでた。


    　ふつうに生きるって決めて、わたしなりに努力して、いつか幸せになれると――根拠もなく信じていた。


    　だけど、それはちがっていた。


    　おおきな勘違いだった。


    「もう、やだ……もうやだ……」


    　かがみたちは、いつのまにか消えていた。


    　わたしは息をひそめ、誰とも目をあわせずに、全力で帰路を急いだ。
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    　わたしは潰つぶれかけていた。


    　傍はたから見たら、情けない話だろう。


    　わたしは傷ひとつないのだ。


    　致命的な怪け我がを負ったわけでもないし、生活に不便はない。


    　周りのみんなは良くしてくれるし、この国は豊かで戦争もしていない。


    　不幸だ、なんて言ったら怒られる。


    　だけど、もう嫌いやだった。


    　これまで守られて育ってきたわたしは、ちょっとした挫ざ折せつで心が折れてしまった。


    　かがみに拒絶されて、すこし冷たい言葉を告げられただけで、もう限界だった。


    　甘えた子供だけど、それがわたしだった。


    　べそべそ泣きながら歩いた。


    　独りぼっちで。


    　そのまま家に帰って、何の変化もないけど温かく穏やかな自室に戻ってしまったら、二度とわたしはがんばらずに、そのまま――また引きこもってしまったかもしれない。


    　だけど、わたしは甘やかされている。


    　わたしが困ったとき、落ちこんでいるとき、必ず助けてくれる誰かがいる。


    



    「きゃははははは♪」


    



    　気がつくと、家の近所にある公園のそばを歩いていた。


    　もう陽が沈みそうな時刻なのだが、そこでは近所の小学生たちが元気に遊んでいた。


    　ランドセルをそのへんに放って、どたばた暴れまわっている。


    　その中心にいるのは、頭ひとつどころか飛び抜けて背が高い邪や神がみ三姉妹の三女――たま。


    　相変わらず小学生離れしたナイスバディは冬らしからぬ薄着のせいでことさらに扇せん情じよう的で、おまけになぜか今のたまは目隠しをされているので、いかがわしい。


    「鬼さんこっちら♪」「手っの鳴っるほうへっ♪」「わーい！　どこだろ、どこだろ！　たま、鬼さん！　こっちか～食べちゃうぞ～♪」「ぎゃあ、捕まった！」「くんくん……このにおいはさっちん！　いただきます！」「ぎゃあ!?　マジでかじりつかないでよたまちゃん!?」「あぁっ、佐さ藤とうばっかりずるぅい！」「俺も食べて！」「目隠ししたたまちゃん……目隠ししたたまちゃんんん……!!」なぜか『目隠し鬼』のルールを無視し、無防備なたまに次から次へと抱きついていく男の子たち。


    「ほわわわ……？　なぁに？　きゃんっ、そんなとこ触っちゃだめぇっ……えへへ、鬼さんやられちゃった！　だけどたまは鬼さんのなかではいちばんの下っ端ぱ！　たまを倒してもまだ第二、第三の鬼さんが……きゃははは！　食べちゃだめ！　食べるのはたま～♪」


    　うぅむ、たまが無駄にエロいせいで、美人のお姉さんに小学生たちが性的ないたずらをしてるようにしか見えんなぁ……。


    　むかしそういう小説があったなぁ……。


    「あれー？　おやー？　ママりんのにおいがするーっ!?」


    　未知の興奮に戸惑う第二次性徴前の男の子たちをふりきって、たまが超元気に起きあがる。


    　そしてわたしの気配を察したか、目隠しされたまま迷いなくジャンプ。


    「わーい！　たまだよ！　あのねー、たまねー、ふつうに鬼ごっこしたらつよすぎるからって目隠し鬼なの！　たま、足速いんだよ！　クラスでいちばん！」


    　そこまで自分の話を一方的にして、わたしをぎゅうぎゅう抱きしめると。


    「あれえ？　ママりんだよね？　どうしてお喋しやべりしてくれないの？　もしかしてママりんじゃない……？　どうだろ、うーんと――ペロっ♪　これはママりんの味だっ♪」


    　なめんな。


    「あれ？　ママりん泣いてる？」


    　しょっぱかったのか、不思議そうにして、たまは慌あわてて目隠しをとる。


    　さっきまで泣いていたわたしは、両目が真っ赤で、目元が腫はれぼったい。


    　さすがにごまかせない。


    　慌てて「ごめん用事があるから」と逃げようとしたら、すごい腕力で引き留められる。


    「待って、ママりん！　たまと遊ぼ？」


    　必死だった。


    　怖いぐらいに。


    「哀しいときはね、すごく危ないんだよ、つるぎ姉ねえがよく言ってるよ？　だから遊ぼ？　哀しいとね、いっぱい考えちゃうでしょ？　たまとかママりんみたいなのがたくさん悩んじゃうとね――周りの『神様』たちが気を利かせて、世界をゆがめちゃうの！　だから……！」


    　たまのほうが泣きそうになって、一生懸命に主張してくる。


    「ううん、ママりんが泣いてると、たま胸がぎゅってなるの。たま、ばかだから、どうしたらいいかわからないけど――笑ってるママりんが好きだから、だから……」


    　純粋なたまの申し出を、強引に突っぱねられるほど、わたしは堕おちてはいなかった。


    　小学生たちと、鴉からすが鳴くまで遊んだ。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　気がつくと陽はとっぷりと暮れていた。


    　小学生たちは満面の笑顔のまま家路につき、けれどガキどもとちがって体力が無限ではないわたしは疲れ果て、公園のベンチでぐったりしていた。


    　ちょっと……ハシャぎすぎた……。


    　だって、はじめてだったから。


    　鬼ごっことか。隠れんぼとか。缶かん蹴けりとか。


    　当たり前の遊び。


    　わたしはほんとうに経験が足りなくて、小学生たちよりもっと子供なのである。


    　何はともあれ。


    　つー、かー、れー、たー。


    「すっごく楽しかったね、ママりん♪」


    　なぜかわたしに付きあって居残っているたまが、わたしの横で足をぱたぱたさせている。


    　彼女が物欲しげな目つきで見ていたので、通りがかった石焼き芋いもを買いにはしらせる。


    　小銭をにぎって意い気き揚よう々ようと旅だったたまは、ほかほかのお芋を手にして戻ってきた。


    「わーい、わーい♪　ママりん、優しいっ♪　おいも～いもいも～おののいもこ～♪」


    「あぁ、ありがとうたま」


    　謎なぞの歌を熱唱しているたまに、ちょっと意地悪したくなって、焼き芋の袋を受け取ると独り占めして食べはじめるわたし。


    「うむ。うまい」


    「……？　……？」


    　意地悪されたことがわからず、期待に満ちた表情でわたしを見つめるたま。


    　むう、張りあいがない。


    　純粋な瞳ひとみで眺められているのが苦痛で、わたしはお芋を半分こするとたまの無駄におっきな口に押しこんだ。


    「むぐっ……ガツガツガツ！　おかわり！」


    「早っ!?　ごめん、たま。残りはわたしのだから――きゃーっ！　口移しでお芋を奪おうとするな！　お芋いもよりもたいせつなものが奪えちゃうから！」


    　ぐいぐい密着し顔を寄せてくるたまを、全力で遠ざけるわたしだった。


    「今度はゆっくり食べなよ」と告げて、渋々と残りをぜんぶたまにやる。


    「うまうま♪」


    　喜き色しよく満まん面めんのたまの横で、わたしは夜空を見あげる。


    　今日は最低の一日になりそうだったけど、たまのおかげでずいぶんと癒いやされた。


    　いつのまにか、人ひと心ごこ地ちついている自分に気づく。


    　けれど、問題は何ひとつ解決していない。


    　かがみとはギクシャクしたままだし、根本的な問題として、たぶん彼女に嫌われてしまったのはわたしに原因があるのだ。


    　わたしが変わらなきゃ。成長しなきゃ。


    　でも――どうしたらいいか、わからないよ。


    「また遊ぼうね、ママりん。たまたち、いつもこの公園にいるから」


    　や、今日はテンションあがってしまって付きあったけど、さすがに小学生たちと本気で遊ぶのは恥はずいねん、高校生のおねえさんとしては。


    　だけどまぁ、やっぱり自分の提案が拒絶されるなんて夢にも思ってないらしいたまの無邪気な表情を見ると、「ああ……まぁ、気が向いたらね」としか言えないわたしだった。


    　そして食べかすで汚よごれたたまの口元を、ハンカチで拭ぬぐってあげながら（たまは「んぐーっ」とか「にゃははっ」とかうるさかった）。


    「ねぇ、たま――」


    　胸に去来していたのは、無力感と、ほのかな羨せん望ぼう。


    「友達って、どうやってつくればいいのかな？」


    　わたしには、わからなかった。


    　小学生に教えを請こうのは情けない気もするけど、今のわたしは藁わらにでも縋すがりたかった。


    　教科書やインターネットには、どうでもいい知識は山盛りになっているのに、生きていくうえでたいせつなものは宝探しみたいに、ぜんぶ自分で見つけなくちゃいけないなんて、現実は難易度が高すぎる。


    　ときどきは恥をしのんで、自分よりも優れたものに教えを請うのもいいだろう。


    　こう見えて、たまは――神様なわけだし。


    「？　どうしてそんなこと聞くの？」


    　たまは心底、不思議そうだった。


    　質問の意味がわからない感じだった。


    　わたしは羞しゆう恥ち心しんを覚えつつ、立ちあがると、自動販売機でウーロン茶をふたつ買う。


    　お芋を食べると喉のどがつまるのだった。


    「だって、たま、たくさんお友達いるじゃない。わたし、友達いないから――不思議っていうか、う、羨うらやましいっていうか……だから」


    「でも、ママりん――かがみ姉ねえとお友達なんでしょ？」


    　どくん、と心臓が跳ねた。


    　硬直するわたしに気づかずに、たまは自分のことのように嬉うれしそうに語った。


    「ばんごはんのときとか、かがみ姉、これまでは寝てるみたいに何も喋しやべらなかったけど――最近はよく学校のお話とかしてくれるもん。いっしょにご飯食べたりとか、たいいくでふたりで練習したりとか、英語のじかんにぺあになったりとか、かがみ姉はひょうじょうがわかりにくいけど――すっごく嬉しそうだったお。たまには、わかるもん」


    　嬉しそう……。


    　だったのか。


    「お友達ができたのです、って――二週間前ぐらいかなぁ、かがみ姉、ごちそうつくってくれたよ？　最近はなんだか元気ないみたいだから、ママりん、かがみ姉のことよく見ていてあげてね。かがみ姉、すぐに無理するから、たま心配なの」


    　たまに心配されたらお終しまいだと思うけど。


    　――お友達ができたのです。


    　あぁ、お友達だと、ちゃんと認識してくれていたのか。


    「たまたち、神様だから、いつも不安なの」


    　たまは驚くほど美しい真顔で、わたしを見据える。


    「神様だから、すぐに望みどおりに、無意識に『改変』しちゃう。自分に都合がいいように、世界を。人間の「神格」は低いから、たまが望めば、無理やりにでも『改変』してお友達にしちゃうことができる。だから、怖いの」


    　人間は神に祈る。


    　願い、望みを託す。


    　ならば神様が悩んだとき、彼らは何に縋すがればいいのだろうか。


    　何でも自分で解決しなくてはいけないのではないか。


    　ひょっとしたら神様は、人間よりもずっと、苛か烈れつに生きているのではないか。


    「お友達ができても、どれだけ遊んでも、だいすきだよって言われても――それは、たまが無理やり言わせてるのかもしれないの。怖いよ、いつでも怖い……だけど、ママりんとかがみ姉は、どっちも神様だから。そのちからをもってるから、『改変』とかじゃなくてほんとの友情だから、羨ましいの」


    　ウーロン茶を手渡すと、たまはキャップをはずし、喉のどを鳴らして飲んだ。


    　しぶきが跳ねる。


    「ぷはっ……ほんとの友達だから、傷つくこといっぱいだと思うの。かがみ姉も、よく泣いてるし、最近は思いつめてるみたいだから。たま心配だけど、やっぱり羨うらやましいの」


    　たまはわたしに歩み寄ると、そっと手を握ってきた。


    　そして、神様のくせに、祈るように。


    「かがみ姉ねえのこと、よろしくお願いします」


    　すべてをわたしに理解させる、その言葉を。


    「あとちょっとで、終わると思うから。待っててあげて、できれば協力してあげて。かがみ姉、がんばってるから――せめて終業式までにはって。たまやつるぎ姉が協力しようとしてもつっぱねて、ささみさんの友達なのはわたしですからって、これはわたしがやらなくちゃいけないことですから、って……」

  



  
    第十一話／邪や神がみ三姉妹の独り言②


    



    　戦闘準備は万全なのです。


    　護ご符ふ機関銃をダウンロード。霊的ミサイルをインプット。炎えん帝ていカグツチのプロテクトをレベルＢに固定。ヤタノカガミを励れい起き。脆ぜい弱じやく性せい因子および破損した機能をアンインストール。心と感情をスリープ。


    　レーダーによると桜こノの花はな咲さく夜や学園に存在する敵性『悪神』の神格はわたしを１００として２、４、６、11、12……単体での戦闘では負ける気がしませんが、群れているので面倒ですね。けどまぁ、今日が最後のお掃そう除じになると思えば、気楽ではあるでしょう。


    　あと六日で終業式。


    　わたしたちが『高校一年生』でいられるのは、あと一週間もない。


    　間にあわないかもしれません。わたしは神様とはいえ半はん端ぱものですから、所しよ詮せん、誰かの祈りを叶かなえることなどできないのかもしれません。けれど望まれたのですから。願われてしまったのですから。いいえ、お友達として、頼られてしまったのですから。


    　最善を尽くすのみです。


    　むかし、わたしは人形でした。


    　意志のない人形でした。


    　だけど――家族ができました。もしかしたら、友達も。その友達は、何も考えていない馬鹿で、自分の発言の意味も理解しない慮りよ外がい者もので、腹立たしいですが――彼女の望みが平凡な学校生活なら、ふつうのお友達なら、その障害になるものはすべて取り除く。


    　感謝されたいわけじゃない。ただ、嬉うれしかったから。


    　できれば余計な罪悪感とか、後悔とかを――あの馬鹿者が抱いだかないように。気づかれないように、平和の裏側で、わたしは自己満足のために行動しましょう。


    『平凡』と『ふつう』のために、いくらでも血にまみれましょう。


    　嘘つき人形ピノツキオのように、呆あきれた望みを抱いたまま、無慈悲な荒波をこえて。


    　わたしは神様なので、願いを叶えてくれる他者はおらず、すべては自分の行動しだい。


    　祈ることも許されない、面倒くさい身の上ですが。


    　もしも願いが叶うなら、神様、わたしは――。

  



  
    第十二話／鏡のなかのあなたと


    



    　わたしが桜こノの花はな咲さく夜や学園に辿たどりついたとき、すべては終わっていた。


    



    　我われながら呑のん気きなものだが、自分の辿りついた結論というか考えに自信がもてず、まさか――なんて疑ってしまって、わたしは事と次第をかがみに尋ねることにしたのだ。


    　携帯電話は通話もメールも音信不通で、仕方なくたまと一緒に彼女らの暮らすアパート（我が家の近所にあって、名前は『コープス阿あ波は岐き原はら』）まで出向いたが、もう真っ暗な時刻だというのに帰宅していないという。


    　放任主義なのか何なのか、自宅にいたつるぎは「あー……うん、なんだ。こういう青あお臭くさいの苦手だからあたし、さっさと終わらせてくんない？」と歯磨きしながらよくわからんことを語るだけで、何も説明せずにわたしを追いかえした。


    「遅くまで遊びまわってるんじゃねーよ！」「ひーん！」という、たまへのつるぎのお説教を背後に聞きながら、わたしは逃げ回るのをやめることにした。


    　結論は、でている。


    　わたしの考えが間違いでなければ、かがみは桜ノ花咲夜学園にいる。


    『友達というのは、学校でだけ』という話だったもんね、かがみ。


    「うっ……」


    　誰もいない夜の学校は見た目ちょっとしたお化け屋敷だったが、こっそりと敷地内に侵入した途端、そんな生やさしいものではないと理解した。


    　噎むせるような血の臭におい。


    　何らかの『改変』がはたらいたのか、わたしの進路を妨害するものは何もなく、校門も昇降口のガラス扉も施せ錠じようされておらず、すんなり入れた。


    　自分の下駄箱で上履きになって、静かな廊下を歩いていく。


    　目め眩まいがする。


    　これは、わたしが引きこもっていたとき――外にでようとするたび、感じていた違和感。


    『神々』が好き放題に世界を『改変』し、混こん沌とんとした『異世界』につくりかえて、わたしはそれを受けいれきれずに吐き気をもよおす。


    　度のあっていない眼鏡めがねをつけて、揺れ動く船の上を歩くようなものだ。


    　目に見えるもの、耳に聞こえるもの、肌に触れるもの。


    　すべてが把握できず、敵意をもって渦巻き、わたしのすべてを苛さいなむ。


    　ちがう。


    　何もかもがちがう。


    　落ちつかない気持ちが悪い目の前がちかちかする。


    「うっぐげええ……」


    　思わず手近なトイレに駆けこんで、洋式便器に盛大にゲロる。


    「ぅえ、ええ、おええ……」


    　胃のなかを空っぽにし、しばし嘔おう吐としてから、わたしは立ちあがる。


    　洗面台で口元をじゃぶじゃぶと拭ぬぐい、頬ほおを叩たたいて気合をいれる。


    　がんばらなきゃ。


    　がんばらなきゃ……。


    「…………」


    　嘔吐したことにより体力をごっそり奪われたが、問題はなかった。


    　トイレからでて、あちこちを歩き回り、わたしはすべてが終わっていることを確認する。


    　平凡な学び舎やには相応ふさわしくない、異形の化け物が、ごろごろと転がっている。


    　動物や爬は虫ちゆう類るいを巨大化したようなものが多いが、身体からだ中じゆうから眼球を生はやした肉塊だとか、腕や足が生えた跳び箱やハードルだったりとか、統一感はない。


    『神々』だ。


    　なかには、まだ動けるものもいた。


    『最高神のちから』を必死に制御しているわたしが、ふつうの女の子にでも見えたのか、怖い顔をして威い嚇かくしてくる。


    　馬鹿馬鹿しい。


    　わたしが誰だかもわからないのか。


    「あんまり……」


    　怒らないように気をつけた。


    　どんな子供っぽい感情でも、わたしのそれは何もかもに優先される。


    　制御しきれなかった『最高神のちから』が、世界を歪ゆがめてしまう。


    　怒ったり、哀しんだり、笑ったり。


    　それらの感情をすべて支配下において、管理して、わたしは世界への影響を最低限のものにしなくてはいけない。


    　それが、わたしの義務だ。


    　だけど。


    「あんまり……わたしを――怒らせ、ないで……」


    　精一杯に我慢して、それでも口にだしてしまった一言。


    　たったそれだけで、この場にいた『神々』はすべて消え失うせた。


    　逃げてしまったのだ。


    『最高神』の逆げき鱗りんに触ふれるのを畏おそれて。


    「思えば、かんたんな話だったよね」


    　わたしは語りながら歩く。


    　どこに、かがみがいるかわからない。


    　もう帰ってしまったかもしれない。


    　会いたいけど、どの面つらをさげて会えばいいのかわからない。


    　だけど、気持ちを吐きださずにはいられない。


    　謝りたい――せめて言葉を紡つむいで。


    　不器用な、わたしの友達に。


    「『バレンタインの惨劇』のときもそうだったけど、あらゆる『神々』は『最高神』に気にいられようとして、媚こびを売ってくる。なぜなら『最高神』からの評価が、寵ちよう愛あいが、そのままこの世界での『神々』の立場に直結してるから」


    　すべての『神々』は『最高神』に従う。


    『最高神』は国でいうところの王。


    　王の寵愛を受ければ、出世ができる。


    『神々』にとってそのルールは絶対で、彼らの出世欲は、媚びは、顕けん著ちよである。


    　だけど、今の『最高神』は、馬鹿なわたしだった。


    　わたしは自分が『最高神のちから』をもつことも忘れて、友達がほしいと願ってしまった。


    　そして、わたしは邪や神がみかがみというひとりの女の子を友達に選ぶ。


    　それに、周りの神々は嫉妬したのだ。


    　ひとりだけが王の寵愛を受けるなんてこと、悲劇の引き金にしかならない。


    　それは人間の歴史も証明している。


    　周りのものたちからのやっかみ、嫌いやがらせ、妨害、いじめ――そのすべてが、たったひとりの、『最高神』に選ばれた哀れなお友達に注がれる。


    　きっと、目に見えないところで、かがみは打ちのめされていたのだ。


    　わたしが気づかなかっただけで。


    　何もないところで転び、牛丼をかがみにぶちまけた食堂のおばちゃん。


    　あれが始まりだった。


    　あれがすべてだった。


    　同様の不幸が、それ以上の災さい厄やくが、かがみを襲ったのだ。


    　相手はただの人間ではなく、世界を構築する八や百お万よろずの『神々』である。


    　世界、そのものといっていい。


    　道を歩けば鉢植えが降り、犬や猫に襲われ、工事現場のそばをとおれば破裂した水道管から水流を浴び、あるいは鉄骨が落ちてくる。


    　ギャグ漫画の不幸体質な登場人物のように、あらゆる世界の構成要素がかがみを狙ねらう。


    『最高神』の友達、という立場から引きずりおろすために。


    　否いな、命すら危あやうかっただろう。


    　血まみれで倒れていたかがみを思いだす。


    　彼女は戦っていたのだ。


    『平凡』とか『ふつう』とか名づけられた浮かれた日常の裏側で戦いながら、何でもないような顔をして、わたしの友達をやってくれていたのだ。


    　友達は学校でだけ、というのも当たり前だ。


    　それが、かがみの限界だったのだ。


    　最大限の譲歩だったのだ――外でまでわたしが無邪気にかがみを『友達』として見ていれば、そこでも全世界からの攻撃が始まる。


    　学校内でだけ平穏を保つのが、かがみには精一杯だったのだ。


    　わたしが嫌いだとか、拒絶とか、そんなのではなかった。


    　不器用なかがみは、何も知らない愚かなわたしに事情を説明して、罪悪感を抱いだかせることを避けるために、あえて憎まれ役を買ってでたのではないか。


    　嫌いやそうに、面倒くさそうに、それでも精一杯に。
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    「かがみ……」


    　足の向くまま歩いて、やがて辿たどりついた。


    　あと一週間もない期間だけ、わたしの日常のなかにある、一年右組の教室。


    　その真ん中――自分自身の席で、かがみが座っている。


    　窓から差しこむ月光が、お人形のような彼女を浮かびあがらせる。


    　血まみれだった。


    　今日も、ぼろぼろだった。


    　たぶん毎日、彼女は傷ついていたのだ。


    　白い息を吐き、苦しそうに目を瞑つむっている彼女に、わたしは呼びかける。


    「かがみ！」


    　かがみが、うっすらと目を開いた。


    　そして、すこし驚いたようにわたしを見ると――相変わらず可愛かわいくない態度で告げる。


    「おや、どうしました、鎖さ々さ美みさん。登校にはすこし早すぎるのでは？」


    「そっちも、居残りにしては遅すぎるんじゃないの？」


    　憎まれ口がついでてしまう、まだ絆きずなを紡つむぎはじめたばかりの、わたしの場繋ぎの友達ベターフレンド。


    「今日は、用事があるんじゃなかったの？」


    　ゆっくりと彼女のそばに歩み寄り、真正面に立った。


    　泣いてしまいそうだったから、がんばって怖い顔をした。


    「く、クラスメイトたちと――歩いてたじゃん？　どっかに遊びにいったと思ってた。あれ、かがみの友達？」


    「友達なんかいませんよ」


    　かがみは鼻で笑うようにつぶやいた。


    　憎たらしい態度だが、声は弱々しく掠かすれていて、怒る気にもならない。


    「ちょっと『悪神』に憑つかれているようだったので、まとめて追い散らしてやったのですよ。どうも、ふつうの人間のなかにすみついて、あなたと『友達』になって、自分の『神格』を高めるつもりだったようですね――『悪神』どもは」


    　自や棄けになったように、かがみは吐き捨てる。


    「無理やり、取り憑いた人間どもの精神をいじくってね、あなたに都合のいいお友達をつくってくれたことでしょうよ。あなたは人生経験の足りないお子様ですから、大喜びだったでしょうね、きっと」


    　いちいち嫌いや味みったらしい。


    「そんな偽物のお友達でも、あなたは満足かもしれませんがね。くだらない『悪神』に無能なあなたが唆そそのかされて、世界がだめな方向に『改変』されたら問題でしょう」


    「心配してくれたんだね、かがみ」


    「ひとの話を聞いていますか？　ほんとの馬鹿ですか？」


    「ありがとう、かがみ」


    　もうぜんぶ、わかっている。


    　あなたの言うとおりだよ。


    　わたしが、ほんとの、馬鹿だったよ――かがみ。


    　自分のなかにある『最高神のちから』のことを忘れて、友達がほしいとか、平凡な学校生活とか、愚かしい望みを抱いて。


    　それで周りがどういう反応をするか、ちっとも予想しないで。


    　かがみを巻きこんで――気を遣わせて、大おお怪け我がをさせて。


    「ごめん、ごめんね……」


    　あれ、前が見えない。


    　おかしいなぁ。


    「何を泣いているのですか？　子供ですか？」


    　かがみが、慌あわてたような声をだす。


    「心配しなくても、お掃そう除じは終わりましたから。学校内の『神々』は、すべてアホなことをしないように言い聞かせて、調教して、それでも逆らうやつはぶん殴ってやりましたからね。もう、校内で『神々』が余計なことをすることはありません」


    　偉そうに、つんと澄ました顔で。


    「これから先、あなたに友達ができたとしても、それは『神々』が人間の心を『改変』して無理やりに歪ゆがめた結果ではありません。あなたの実力です。だから安心して、明るく楽しい学校生活でもエンジョイすればよろしいのでは？」


    　どうでもよさそうに。


    「これで、わたしはお役やく御ご免めんですね。せいせいしますよ。あぁ面倒でした。ようやく、ゆっくりと眠れるようになります。寝不足ですよ、まったく。慰謝料を請求したいぐらいですね。無駄な労苦を……鎖さ々さ美みさん？　聞いていますか？」


    「か、かっ、かがみぃっ」


    「ぎゃーっ!?」


    　抱きついて押し倒した。


    　弱っているかがみはあっさりと転倒し、冷たい学校の床に仰向けになる。


    　わたしはそんな彼女の胸のあたりに顔をうずめ、すんすん泣いた。


    　子供みたいだ。


    　あぁもう、ダムが決壊した――涙がぼろぼろ溢あふれてくる。


    　かがみは真っ赤になって、わたしを「ぐいぐい」遠ざけようとする。


    「何ですかもう、あなたは――わたしにそういう趣味はありませんよ？　ちょっと、泣きべそ面づらを押しつけないでください！　鼻水がつきますよ！　ばっちいのです！　ていうか、全身ぼろぼろなんですからわたし……怪け我が人にんは丁重に扱いなさい！」


    「がぁがぁびいい……」


    　ひとの話を聞かないのが、わたしである。


    「ごめんね！　わ、わたし、馬鹿だった……！　これからは、苦労させないから！　周りの『神々』に、きつく言っておくから！　もう、かがみに怪我させたりしないから！　だから、かがみ……これからもずっと――」


    「えぇい、うぜぇのですよ、この売ばい女た！」


    　かがみが、わたしの生涯で聞いたなかでいちばん酷ひどい罵ば倒とう語ごを告げてきた。


    　でも怯ひるむわたしではないのだ。


    　かがみをぎゅうぎゅう抱きしめたまま、しゃくりあげる。


    「かがみぃ……ごめんよぉ、ひっぐ、大好きだよぉ……」


    「えぇい、キモいのですよ、この雌めす豚ぶた！　しね！」


    　きっと、かがみも不安だったのだ。


    　わたしは照れて、愚かしくも、場ば繋つなぎの友達だとか、かがみ『あたり』でとか、練習台とか、酷ひどいことを言ってしまった。


    　ほんとの友達じゃなく、そこに至るまでの踏み台だと。


    　かがみは、それを額面どおりに受け取ったのだ。


    　だからこそ、必要以上にわたしに負担や、罪悪感を与えることなく、わたしが『ふつうの友達』を得られる地盤をととのえることを、自分の役目としてくれた。


    　校内の『神々』を平定し、わたしが『最高神のちから』で意識的・無意識的に不正をして、ずるをして、自分の実力以外のところで友達をつくったりしないように。


    　そんな結果になっても、わたしが喜ばないことを、察して。


    　だけど、かがみ。


    　そんなふうに、わたしを理解して、痛みも傷も引き受けてくれて――。


    　そんなのは、そんな関係を言い表わすのは、ひとつの言葉しかないよ。


    「かがみ」


    　わたしは、あらためて告げた。


    「わたしの、友達になって」


    　暴れていたかがみが、停止する。


    　壊れたお人形のように。


    　あるいは、生まれたての、赤ん坊のように。


    　そんな彼女が愛いとしいと思う。


    　他人からの好意に慣れていなくって、回り道してそっぽを向いて、いつでも誤解されて、他人を拒絶してるみたいに見える彼女。


    　だけど、ほんとは寂しがりで、他人のために一生懸命で、不器用な――。


    　あなたが好き。


    　ううん、好きになれると思うの、もっともっと。


    「わたし、は……」


    　独り言のように、かがみは、ちいさな声でつぶやいた。


    「むかし、わたしは人形でした。意志のない人形でした。完かん璧ぺきに調整され、望むべき結果を最善の方法で達成する、完成された工芸品」


    　詩歌を詠よむように、うつくしい声音で。


    「だけど、いつでもわたしは満たされなかった。心は空からっぽでした。機械のように凍いてついて、涙を流す機能もなく、それでもわたしは『平凡』に、『ふつう』に憧れました。殺し殺され、役目を果たす優秀な人形であるより、泣いたり笑ったりできる、どこにでもいる女の子になりたかった」


    　かがみの指先が、ぎこちなく、わたしの背中に触れる。


    「もしも願いが叶かなうなら、神様、わたしは人間になりたかった」


    　わたしは、神様じゃないけど。


    　そのちからを借り受けているだけの、いびつな偽物だけど。


    　彼女の願いを、叶えたかった。


    「愚かで弱くて、けれど温かい、人間になりたかったのです」


    「かがみは――」


    　わたしは無能だから、今、できることは少なかった。


    　でも、ひとつだけ。


    「もう、あったかいよ」


    　そっとかがみを抱きしめる。


    　血まみれの彼女を。


    　月明かりのした、誰もいない教室で。


    　静寂と、暗くら闇やみと、温かみが――わたしたちを包む。


    「そう、ですか……」


    　かがみは何度か瞬まばたきすると、気が抜けたように、ちいさく微ほほ笑えんだ。


    　びっくりするほど、きれいだった。


    「わたしは人間になれるでしょうか？　友達に、なれるでしょうか？」


    「なれるよ。ううん、これから――ふたりで、なっていこうよ。かがみ」


    　むかし人形だった女の子は、ほんとうに疲れきっていたのだろう――おおきく吐息を漏もらすと、わたしにしがみついたまま瞑めい目もくした。


    　寝息が聞こえてくる。


    「おやすみ、かがみ」


    　わたしもこのまま、眠っちゃおうかなぁ……。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　わたしの高校一年生は、あと一週間もない。


    　短い青春の、瞬きみたいな刹せつ那なぽっち。


    　だけど、優しいわたしのお友達がととのえてくれたこの舞台で、ほんのちょっとの蜜月を、わたしは精一杯に満喫してみせる。


    　たくさん笑って泣いて、喧けん嘩かしたり、遊んだりして。


    　鏡のなかの自分みたいな、わたしとよく似た、あなたと。
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    第三部　ヨモツヘグリ


    


    第十三話／血袴の巫女


    



    　学校帰りにお母さんを見つけた。


    　放課後であり、わたしは買い物のためにひとりで商店街を訪れていた。


    　人ひと混ごみだったのだが、わたしのお母さんは目立つ服装をしているので、ひと目でわかった。


    　巫み女こ服ふくである。


    　ふつうはお正月の神社ぐらいでしか見かけない、白と朱のおめでたい衣装だ。


    　常に閉じられた両目と、手に握りしめた黄金色の錫しやく杖じよう。


    　町中では巫女さんなんてかなり目立つはずなのに、周囲の通行人はまったく騒がない。


    　まるで幽霊か、目の錯覚なのだというように。


    「ささみ」


    　お母さんはわたしの横に並ぶと、いつものように無感情に尋ねてきた。


    「買い物か？」


    「あ、うん」


    　わたしはお母さんと対たい峙じすると、いつも萎い縮しゆくしてしまう。


    　歴代の『月つく読よみの巫女』のなかで、至上の能力をもっていた、尊敬すべき霊能力者。


    　実家の神社では誰もが彼女を敬うやまっていたし、外の世界を知らなかったわたしにとって、お母さんは目標だった――お母さんこそ神様のようだった。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    「何を買うのか？」


    　やや古風な喋しやべりかたで、お母さんが問うてくる。


    　杖つえを飾る金環が、しゃん、と澄んだ音を響かせる。


    「あの、わたしこの近所の高校に通ってるんだけど」


    　母親が相手だというのに、わたしは緊張してしまう。


    「いつも、登下校はお兄ちゃんに自転車で送ってもらってるけど、ふたり乗りって道路交通法違反だし――仮にも教師のお兄ちゃんがそれはどうなのって。だからわたし、自分用の自転車を買いにきたの」


    　うまく喋れない。


    「だけど、わたし優柔不断だから、どれがいいかなって迷っちゃって。あと、恥ずかしい話、自転車に乗れないから――初心者向けがいいかなぁとか、いろいろ考えちゃって」


    　あと、ずるずると自転車を買わないでいれば、ずっとお兄ちゃんに乗せてもらえるし。


    「通学用ならば、籠かごがついているものがよいだろう」


    　お母さんが示した自転車は、武骨な実用一点張りの代しろ物もので、わたしは眉まゆをひそめる。


    「あれ、やだ……可愛かわいくない」


    「『月つく読よみの巫み女こ』に『可愛さ』は不要」


    　お母さんは真顔で言ってのけた。


    「外がい在ざいのものに癒いやしを、救いを求める気持ちは弱さとなり、隙すきになる。好悪の感情もまた、世界の正しき運営を行ううえでの、決断力を鈍らせる隘あい路ろでしかない」


    「あれこれ言うなら、お母さんが買ってよ、自転車」


    「金がない。金は邪よこしまである」


    　無一文かよ、この巫女さん。


    「金銭は俗物どもの間でのみ流通しておればよい。『月読の巫女』は通俗的な営みからは自由でなくてはいかぬ。施ほどこしを受けることがあってもよいが、その享楽に溺おぼれてはならぬ。我われらは人よりも神に近し『巫女』なればこそ」


    　昔とまったく変わらない、非人間的な口調で、お母さんは語る。


    「而しかして、娘の買い物に口出しをすることぐらいはできる。おまえとはご無ぶ沙さ汰たしていたからな――近況報告のついでに、おまえの買い物に付きあってやろう」


    「え？　お母さんと、お買い物？」


    　目を丸くするわたしに、お母さんは笑みもなく頷うなずいた。


    「たまには母親らしきこともしてみるのである」


    　どういう風の吹き回しだろうかと思ったけど、そういう当たり前の親子っぽいことはわたしの憧れだったから、ついその誘いにのってしまった。


    　致命的な、ひとつの事実から目を逸そらして。
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    　どこのお店に行くか迷ったけれど。


    　まぁたいていのものは揃そろう大型のショッピングセンター――『まほろば』に行き先を決めて、お母さんと一緒にてこてこ移動した。


    　お母さんはとにかく歩くのが遅く、かといって支えようと手を伸ばすと「余計な世話はいらぬ」と突っぱねるし、なかなか扱いが面倒くさいひとであった。


    　たいした距離を歩いていないのにだいぶ時間がかかってしまったが、わたしは楽しかった。


    　お母さんは世間知らずで、どこか間が抜けていて、会話をするとクスっと笑ってしまう。


    　それは失礼なんだろうけど、笑顔でお母さんと買い物できる、ってことが――嬉うれしかった。


    　それは『月つく読よみ神社』では、絶対にありえない出来事だったのだ。


    「ぬ。何だその、ピコピコうるさい物体は」


    「ＵＦＯキャッチャーだよ。このボタンを操作して、あそこのクレーンを動かすの。それで、ぬいぐるみをゲットするわけ。やってみる？」


    「人形は邪よこしまである。生物に似せた雛ひな形がたには、魂をこめやすい。敵対勢力が仕掛けた呪じゆ物ぶつである危険性がある。……ぬ、ひとの話を聞け」


    「あっ、くそ。難しいな。あの、あれ、うさちゃんがほしいんだけど」


    「母に任せるとよい」


    「お母さん！　それ駄目！　ガラスにそのまま手をつっこんじゃだめ！　どうやったのそれ、指先がガラスを通過してるよ!?」


    「クレーンを操作する意義が見いだせぬ。『月読の巫み女こ』は拙せつ速そくを尊たつとぶのである」


    「いいからルールをやぶらないで！　店員さんがめっちゃ見てる！」


    「ぬ。では、呪をことほぎ、ぬいぐるみそのものを動かすのである」


    「怖っ！　ぬいぐるみが歩いてる！　あ、落ちた……ゲットできたけど、いいのかな？」


    「わしが許そう。『月読の巫女』が許可を与えるということは、つまり神の」


    「あのー、すんません。不正行為は……」（＊店員さん）


    　慌あわててゲットしたうさちゃんを抱かかえ、逃げだすわたしとお母さん。


    「急に走るな。母は運動が苦手である」


    「わたしもだけど……お母さんがありえない行為をするからいけないんでしょ！　店員さんに怒られるぐらいだったらいいけど、下手したら捕まるよ？」


    「公権力ごときに屈する『月読の巫女』では……はぁ、ふぅ、休憩を所望するのである」


    「お母さん貧弱だよね……わたしより体力ないって、人間としてやばいよ？」


    「母は身体能力に意義を見いだせぬだけである」


    　疲れきってベンチで項うな垂だれているお母さんを残して、そのへんのフードコートに。


    　両手に三段重ねのアイスを持ってきて、ひとつをお母さんに。


    「お母さん、ほらこれ。買ってきたよ」


    「ぬ。それは何か。不ふ穏おんな冷気を感じる」


    「アイスクリームっていうんだよ。冷たいお菓子」


    「嗜し好こう品ひんを摂取するのは邪である。『月読の巫女』は常に口にするものを吟味すべし。毒物が仕込まれている危険性があり、またあらゆる快楽は他者への好悪を」


    「いいから、はい。とけちゃうでしょ」


    「むぐっ……ひゃんっ!?　つべたっ!?」


    「あ、お母さんが可愛かわいい声をだした」


    「母はいつでも可愛いのである。ぬ、これは……なかなか……」


    　夢中でアイスを食べるお母さんを待って、それからは買い物へ。


    「ぬ。この付近は光がちくちくと飛び交っている。霊の仕し業わざか」


    「ただの電化製品だけど……お母さん、パソコンって持ってる？　あると便利だよ？」


    「『月つく読よみの巫み女こ』は利便性に価値を見いださない。それらはあまねく庶民の生活を潤滑にするために開発されたものであり、わしらはそんな凡なる民衆の基盤を支えることが役目。苦難をのみ、苦役をいとわず、苦痛をうけおい、……ささみ？　聞いておるか？」


    「お母さん、これ買って～？」


    「否いなである。物欲は邪よこしまである。そして母は一文無しである」


    「お兄ちゃんならよゆうで買ってくれるのに」


    「あれは論外である。あまり、あれに頼るな。心が腐るぞ。ぱそこんとやらもそうである。便利な道具として利用するならよいが、依存は邪である。ねっとわぁくとやらは、諸外国との繋つながりをつくり、神々の棲すみわけにも悪あしき影響をもたらす。神の統合つまり食いあいが始まれば世界の条理が転覆し、この世は黄たそ昏がれをむかえ――」


    「お母さん、こっち！　服を選んであげるね！　いつも巫み女こ服ふくだと飽きるでしょ？」


    「ぬ。いつのまに移動したのだ、ささみ。おまえは気配がよみにくい。では、さっきからわたしが話しかけていたのは何か……？」


    「お母さん、何で最新型の洗濯機と睨にらめっこしてるのー？」
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    　たっぷり買い物をした。


    　お母さんはけっきょく何を勧めても買おうとはせず、洋服屋さんでも試着すらしなかった。


    　わたしもあまり所持金がないこともあって、どこのお店も冷やかしただけ。


    　けっきょく、お母さんが不正行為でゲットしたうさちゃんのぬいぐるみだけが、荷物に新しく加わったのである（語尾にお母さんの影響がでているのである）。


    「あぁっ、楽しかった！」


    　充実した時間をすごして、時刻はすっかり夕暮れ。


    　もうお兄ちゃんも仕事を終えておうちに帰り、夕食の支度をしているころだろう。


    　本来なら、わたしも家路につく必要があるわけだけど――。


    「お母さん、晩ご飯にしよっか？　おうちにはメールだけしておけば、遅い時間になってもだいじょうぶだと思うし。お母さんのほうは、時間はへいき？」


    「自分では何もできなかったひよっこが、偉そうな口を叩たたくようになったのである」


    　お母さんはぐったりしている。体力がなさすぎる。


    　さっきアイスクリームを食べたフードコートで、休きゆう憩けいしている。


    　このあたりにはいくつも円卓と椅い子すが並べられていて、あちこちで買い物客が思い思いに談笑の花を咲かせている。


    　周りにはちいさな食べ物屋さんがいくつも出店していて、客はそれらのお店でてきとうに注文してテイクアウトし、この座席で食べることができるのだった。


    　屋台のソース臭、ラーメン屋さんの醤しよう油ゆや豚骨の香ばしさ、クレープ屋さんの甘い匂い。


    　それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、わたしの空腹感をあおる。


    「何か買ってくるよ、わたし。食べたいものはある？」


    「不要である。それより、神妙に座すがよい。母には話がある」


    　腰を浮かせかけたわたしを、お母さんはやや強引に引き留める。


    　何だろうかと思ったが、お母さんは吐息のようにつぶやくのみ。


    「先ほど『楽しかった』と言ったな、ささみ。母にはそれが好ましいのである。思えば、こうして当たり前に、どこにでもいる親子のように――買い物をし、会話をし、同じ時間を共有したことはなかった」


    　その表情に変化はなかったけど、かすかに哀しみが宿っていた。


    「わしは良い母親ではなかった。すまぬ、ささみ」


    「え、や。そんな」


    　真顔で謝られても困る。


    『月つく読よみ神社』は大嫌いだけど、わたしはお母さんを怨うらんではいない。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    「謝らないで、お母さん。わたし嬉うれしいの。ちょっとだけでも、お母さんと――こうして親子としてすごせて。ずっと、夢だったから。こういうの」


    「寂しい思いをさせたな、これまで」


    「いいの。お母さんが『月読の巫み女こ』の役目に一生懸命で、それでもわたしを立派な後継者として育てようとしてくれてたのは――知ってるから。お母さんは、わたしを鍛きたえて、強くしてくれた。おかげで、わたしは今日まで生きてこれたんだよ」


    　素直な気持ちを、お母さんへ。


    「ありがとう、ほんとに感謝してるの。お母さんが大好き。それは信じて。だけど、だからこそ――お母さんには、言わなくちゃいけないことがあるんだ」


    　それは、幸せな時間に幕をひく、終止符。


    　すべてをぶちこわしにする、引き金。


    



    「お母さんは、もう死んでるの……」


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　今さらだが、わたしの一族についての説明というか、補足をしておこう。


    『最高神アマテラス』の権けん能のうを近親婚によって自らの肉体に幽閉した、天てん孫そん降こう臨りんのニニギノミコトからつづく旧ふるい歴史をもつ一族――代々の頭首は『月つく読よみの巫み女こ』と呼ばれ、『最高神のちから』をもって『人間に都合のいい世界』を維持する役目を担になっている。


    　お母さんは、そんな『月読の巫女』としては史上、最も優秀だった。


    　お母さんの実力により、この世界はより『人間に都合のいい世界』となり、いわゆるオカルトや超常現象の類たぐいはなりをひそめ、『神々』は隅っこへと追いやられていた。


    　だから『神々』の怨うらみをかったとか、呪のろわれたとか、そう思いたくなるほどに――。


    　お母さんは、まだ若々しさが溢あふれる年ごろだったのに、無慈悲に命を奪われた。


    　わたしがちいさな子供だったころ、病弱だったお母さんは、きれいな花が散るようにあっさりと逝いってしまったのだ。


    　代々、近親婚を重ねた月読の一族は遺伝的な欠陥を抱かかえやすく、またその過酷なお役目の重圧に押し潰つぶされてしまうのか、短命なものが多い。


    　お母さんも例外ではなかったのだ。


    　覚えている。


    　病床の、血の気の失うせたお母さんの顔。


    　痩やせ衰え、触れれば折れてしまいそうだった手首と、指先。


    　うつくしかった髪の毛はほつれて、お母さんの裏返った両目が露あらわになる。


    　死ぬとは、そういうことだ。


    　人間は、衰弱し、みにくくなって、その絶頂で――命を落とすのだ。


    　ぽろり、と。


    　荒い呼吸がちいさくなっていって、最後の吐息が漏れて、お母さんは動かなくなった。


    　鼓動がなくなって、その身体からだから、ゆっくり体温が失うせていった。


    　ずっと抱きついて、泣きじゃくっていたわたしは、それをたしかに知っている。


    　お母さんは死んだのだ。


    　それなのに――。


    「わしが、死んでいる……と？」


    　わたしのとなりに腰かけたお母さんは、不思議そうにつぶやいた。


    　理解できない。


    　お母さんは死んだ。


    　間違いがない、疑いようがない。


    　なのに、学校帰りに買い物していたら――当たり前のように、声をかけてきたのだ。


    　わたしは驚くというより、呆ぼう然ぜんとしていた。


    　予想もしていない事態だった。


    　無視することもできず、一緒に行動して、言葉を交わして、ずっと観察していたけど。


    　やはり、お母さんだ。


    　偽物じゃない。


    『最高神のちから』をもつわたしが本気で観察すれば、どんなごまかしも看破できるはず。


    　わたしの目の前にいる、このお母さんは。


    　肉をもち、命をもち、動いている、生きた人間だ。


    　お母さんは、生きかえったのだ。


    　理屈も何もかもわからないけど、たぶん、それが事実だった。


    「ささみ」


    　わずかに首を傾かしげて、お母さんはつまらなそうにぼやいた。


    「わしが、それに気づいてないとでも……思ったか？」


    「……え？」


    「当然、わしは死者である」


    　お母さんは目を閉じたまま、いつものように厳おごそかに語る。


    「見た目は取りつくろっておるが、この身体からだも屍し体たいである。ゆるやかに腐敗しておる。『改変』によって、周りのものはそれを感知できないだけである。おまえも、わしが腐乱死体であると理解したくなくて、目を逸そらしているのであろうが……このように」


    　刹せつ那な、お母さんが錫しやく杖じようを高鳴らせる。


    　しゃん、と金輪が音をたてた。


    「……ひっ……」


    　同時に、わたしの鼻は異臭をとらえる。


    　そしてわたしは瞠どう目もくした。


    　お母さんの姿が変へん貌ぼうしている。


    　否いな、わたしが見ないふりしていただけで、最初からずっと……。


    　巫み女こ服ふくは黒ずみ、破れ、ぼろぼろの布地は泥と返り血のようなもので汚れきっている。


    　肌は水気を失い枯れ木のようで、ところどころ崩れて血管だか骨だかを晒さらしている。


    　髪の毛は大半が抜け落ち、ぽっかりとあいた眼がん窩かには蛆うじがたかっていた。


    　蠅はえがとびまわり、お母さんの口から「だらり」と腐汁が零こぼれる。


    「――うああっ!?」


    　思わず座席から転がり落ち、わたしは床に尻しり餅もちをついた。


    　見たくない。嫌いやだ。


    　こんなの、嫌だ。


    　理解したくない。


    　両目を手で覆おおい隠し、震えるわたしに、お母さんの声がおりてくる。


    「人間は必ず死ぬ。死者の魂は黄よ泉もつ平ひら坂さかをくだり、根の国へと向かう。この世界では、正確にはこの国では、そういう仕組みになっておる。輪りん廻ねはせぬ。死者が生きかえることもない。それはルールである。わしも例外ではない」


    　声もひび割れていて、酷ひどく聞きとりづらい。


    「だが、抜け道はある」


    　お母さんはこともなげに語った。


    「わしは黄泉の果実ヨモツヘグリを食うことなく、つまりかんぜんに死者の世界の住民となる前に、根の国の王と交渉をした。彼とわしの利害は一致し、わしの身体からだがかんぜんに腐りきるまで、という条件でこの浮き世に帰還させてくれたのである」


    　文字どおり、黄よ泉みがえったのだ。


    　この世のルールをねじまげて、強引に。


    　尋常なことではない。常識外れだ。


    　ありえない。馬鹿げている。


    　おそらく最高の霊能力者だった、お母さんだからこそ可能だったのだろうけど。


    「どうして……」


    　恐る恐る目を開くと、お母さんはもう元どおり、ふつうの人間の姿に戻っていた。


    　否いな、わたしが望むから、そう見えるだけで――いまだに腐乱死体なのだろうけど。


    「どうして、そんな……黄泉がえりなんて、創造神の夫妻イザナギとイザナミも失敗した――忌いまわしいことを？　ただの人間の身の上で、そんな、恐ろしいことを……？」


    　わかるだろうか。


    　お母さんがしたことの、途方もなさ、罪深さが。


    　ボクシングの試合で拳銃を乱射したようなもの。


    　否、サッカーの試合で、対戦相手を機関銃で皆殺しにしたようなものだ。


    　ルール違反も甚はなはだしい。人間に許されたことではない。


    　わたしは恐ろしかった。


    　お母さんと再会できた喜びが、一瞬で蒸発した。


    「『どうして』と問うか、ささみ」


    　怯おびえて震えるだけのわたしに、お母さんは変わらない態度で語る。


    「本来なら、わしも満足して逝いけたのである。病苦に蝕むしばまれ、最後の吐息を漏らすそのときまで、わしは立派につとめを果たしたのだから。この世界のために。人間の世界のために。『月つく読よみの巫み女こ』らしく――世のため、人のために」


    　それは、お母さんの口癖だった。


    「だが、わしは死んではいられなくなった。黄泉の果実ヨモツヘグリを口にするその前に、ふと娘のことが心配になった。居てもたってもいられなくなり、わしは現世を覗のぞき、見てしまった。おまえが神社を飛びだし、『月つく読よみの巫み女こ』の役目を放棄し、遊び暮らしているその姿を」


    　お母さんの声には怒りはなかった。


    　だからこそ、恐ろしかった。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    　だけど、わたしは……。


    「わしは言い残したはずだ、死の床で、外ほかならぬおまえに――『この世界を頼む』と。おまえは頷うなずいた。そして言ったはずだ、『任せて、お母さん』と。だが、おまえは約束を破った。そのことを責めはせぬ。おまえだけが罪を犯したわけではない」


    　お母さんは立ちあがった。


    　いまだ床に尻しり餅もちをつき、腰を抜かしている愚かな娘を――わたしを見下ろして。


    「おまえの努力が、修行が、実る前に――おまえが一人前にならないうちに、死んでしまった、後継者としておまえをきちんと教育できなかった、これはわしの咎とがである。逃げたおまえが愚かではない、逃げるほど弱いおまえを育てきる前に、死した母が愚かである」


    　だから、お母さんは黄よ泉みがえったのだ。


    　この世の条理を歪ゆがませ、みにくく腐った身体からだで、おそらく地獄の苦痛を堪こらえながら。


    「神社に帰れ、ささみ。そこで修行のやり直しである」


    「じ、神社は……」


    　わたしはお尻で床を擦するようにして、じりじりと後ずさった。


    「神社は、潰つぶれたよ。『月読神社』は、もうないよ――どこに帰るっていうの？」


    　先日、あの邪や神がみ三姉妹が襲撃し、『月読神社』は崩壊している。


    「承知している」


    　お母さんは、まったく動じなかった。


    「だが肝要なのは土地ではない。神社という設備ではない。建物はまた築けばよろしい。くだらぬ俗世から離れ、静かに修行できる環境があればよい」


    　雑然としたフードコートにいるのに、周りのお客はわたしとお母さんに気づかない。


    　他人の目を逸そらす結界は、人知れず『怪異』を狩る霊能力者の基本技能である。


    「何度も言わせるな。駄々をこねずに、帰るぞ。遊びの時間は終わりである」


    「い、いやっ……」


    　手を伸ばしてくるお母さんが恐ろしくて、わたしは見苦しく抵抗した。


    　ぶつかった椅い子すや机を無意味に倒しながら、お母さんから遠ざかろうとする。


    「わたしは帰らない！　血を吐いて、泣きながら、『人間に都合のいい世界』なんて維持しなくてもいいじゃん！　お母さんを死なせた、痛みしかない、つらいだけの神社になんて帰らない！　わたしはもう『月つく読よみの巫み女こ』じゃない！」


    「勘違いするな、ささみ。おまえの意見は聞いてないのである」


    　お母さんの口調に、わずかに苛いら立だちが混じる。


    「人類のためである。おまえの幸福が、自由が、安楽が、人類の未来よりも価値があるとでも？　おまえの双そう肩けんにかかっているのは、おまえだけの命ではない、人生ではない、もっと巨大で、崇高なものである。ぐだぐだとわがままをぬかすな！」


    　骨の髄まで『月読の巫女』であるお母さんにとって、外の世界の幸福なんて――。


    　わたしの気持ちなんて、まったく理解できない世よ迷まい言ごとだろう。


    『人間に都合のいい世界』を維持する、そのことのみが、お母さんの頭を占めている。


    　価値観が、何もかもちがう。


    　わたしはそれを理解する。


    「甘えるな！　愚かもの、いつまで子供のつもりか！」


    　大おお股またでわたしに近づき、お母さんはわたしの胸ぐらを掴つかむと、思いっきり頬ほおを叩たたいてきた。


    　じん、と脳が震えた。


    「『月読の巫女』でないおまえに、存在している価値などない！　漫然と日々を暮らし、役目を怠おこたり、惰だ眠みんをむさぼることは罪悪に等しい！　なぜ、理解できぬ!?　甘やかして育てたのが間違いだったのである、この馬鹿娘が！」


    　涙がにじんでくる。


    　走馬灯みたいにいろんなことが思い浮かんだ。


    　頭を撫なでてくれるお兄ちゃん。


    　背中を押してくれたつるぎ。


    　微ほほ笑えんでくれるかがみ。


    　抱きついてくるたま。


    　わたし、わたしは……。


    



    「うおーい、おかーさん。あんま興奮すんなよ……暴力はちっとまずいんでねーの？」


    



    　不意に声がした。


    　間延びした、けれど、わたしの心におおきな安あん堵どをくれる――誰かの言葉。
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    「ぬ」


    　お母さんが鋭く視線を向けた先に、彼女はいつのまにか立っていた。


    「親おや子こ喧げん嘩かに介入すんのは、あたしの職分じゃねーんだけど……でもちょいと、体罰はどうかと思うけどね？ 殴なぐって言うこと聞かせるとか、犬じゃねーんだし。虐待じゃね？　ちょいと、三者面談といきませんかい、おかーさん」


    　てきとうなことを喋しやべりながらも、油断なく身構えているのは、つるぎだった。


    　いつのまにか誰もいなくなっているフードコートの片隅――わたしたちの真横。


    　仏頂面で、見覚えのある朱色の布袋を肩に担ぐようにして持っている。


    「つるぎ！」


    　我われながら情けないことに、涙声で、わたしは彼女の名前を呼ぶ。


    　つるぎは気楽に「よっ」と手を挙げると、ぽてぽてと近づいてくる。


    「何かおまえのそばに変な気配を感じたって、かがみのやつが報告してくれてな――助けにくんのが遅れてごめんよ。まぁ話は聞いてたから、事情はそれとなく理解してるけど。初めて見たなー、自力で根の国から黄よ泉みがえったやつは」


    「人間のように喋るな、『悪神』ごときが」


    　お母さんがわたしから手を放し、冷え冷えとした声をだした。


    　頭から落下したわたしは痛みに悶もだえながらも、不格好に這はってお母さんから距離をとる。


    　そんなわたしを無視し、お母さんは杖つえに体重をかけた。


    　座頭市のように。


    「そうやって笑いかけて、耳に心地よい言葉を語って、ささみを誑たぶらかしたか？　ささみを利用し、何を企たくらんでいるかは知らぬが――『悪神』ごときの思いどおりにはさせぬ」


    「あたしは『悪神』じゃねーよ。てめーこそ、黄泉がえりのばけもんだろーが」


    　つるぎが布袋から、古びた諸もろ刃はの剣つるぎを取りだす。


    「『神々』ですら、いわんや人間も、生きかえっちゃいけねーんだよ。それが、おやっさんが決めたこの世界のルールだよ。限られた命だからこそ、悔いのないように全力で生きる。誰だってそれは同じだ。反則してんのはてめーだろうが、偉そうに説教垂れてんじゃねーよ」


    　つるぎとお母さんの間に、すさまじい圧力が渦巻く。


    　殺意や闘気と呼ばれる、背筋が凍るような、なのに全身が燃えあがるような意志の相そう克こく。


    　わたしは怯おびえ、声もだせずに状況を見守るだけ。


    　嫌いやだ。


    　何だかすごく、嫌だ……。


    「死んだ人間が、この世界に関わっちゃいけねーんだ。あたしはこの世界を管理する役目を自ら放棄した怠なまけもんだが、それでも、ひどすぎるルール違反は見過ごすわけにはいかねー……修正させてもらうぜ」


    　つるぎが裂れつ帛ぱくの呼こ気きを放ち、だん、と床を踏みしめる。


    「鎖さ々さ美みは、誰に誑たぶらかされたわけじゃなく、自分で生きかたを――未来を選んだんだ！　こいつを置いてずっと死んでた分際で、今さらのこのこ出てきて母親面づらしてんじゃねーよ！」


    　そのまま一直線に、つるぎはお母さんへと跳躍し、『剣』を突きだす。


    「超特急で根の国へ帰りやがれ！」


    「……侮あなどられたものだな、わしも」


    　瞬間だった。


    　異音が響いた。


    　銅ど鑼らが打ち鳴らされたような。


    「『月つく読よみの巫み女こ』は代々、霊能力者として、あらゆる『怪異』の駆逐も請うけおってきた――『月読神社』の頂点。『悪神』退治はお家芸である」


    　つるぎの『剣』は――お母さんが手にした錫しやく杖じように弾かれていた。


    　指ほどの細さの杖つえで、刃を完全に止めたのである。


    「だからっ……」


    　つるぎは目を見開き、驚きよう愕がくしながらも、つづけざまに『剣』を振るった。


    「あたしは『悪神』じゃねーっ！」


    　だがそのたびに、お母さんは最低限の動きで刺し突とつを防ぎ、あるいは捌さばく。


    　掠かすり傷ひとつ負わない。


    　お母さんは、体力がなくて、運動が苦手なはずなのに。


    　つるぎが縦じゆう横おう無む尽じんに『剣』を振り回しても、お母さんはあらかじめその軌道を知っているかのように、ひょいひょいと避けていく。


    　さすがに、つるぎの顔色が変わった。


    「んな……!?」


    「神話どおりに、喧けん嘩かは苦手か――太陽神」


    　お母さんがすっと手を突きだす。


    　見事にその指先はつるぎのおでこのあたりに直撃し、バランスを崩したのか、つるぎは自らの勢いに引っぱられるように何回転かして床を転がっていく。


    「姉さん!!」


    　その直後だった。


    　ばたばたと足音を響かせながら、黒髪を揺らしてかがみが現れる。


    　その後ろにはたまもいて、邪や神がみ三姉妹が勢せい揃ぞろいする。


    「だいじょうぶですか、姉さん!?　鎖々美さんも!?」


    「痛いてててて……」


    　つるぎは転がったついでに薙なぎ倒した机や椅い子すを蹴けり飛ばして、素早く身を起こす。


    「こっちくんな、かがみ、たま！　こいつ強ぇぞ！　おまえらじゃ相手にならん！」


    「姉さんも相手になってないように見えますが――」


    　かがみが呆あきれたようにつぶやきつつも、一定距離を保ったまま立ちどまる。


    　どうも、どこか遠くからわたしたちを見守っていて、やばそうだと見てとってつるぎだけが先に突っこんできたようだが。


    「さすがは『月つく読よみの巫み女こ』といったところですね、人間とは思えないのです」


    　状況は把握しているのか、かがみは説明されなくても何もかも承知しているようだった。


    「ていうか、姉さん、ひとりで突っ走らないでくれませんか。姉さんは本来のちからを発揮できない抜け殻がらなのですから、本職のひとが相手では分が悪いのですよ」


    「うるせーっ、子供殴なぐる母親に文句のひとつもつけてやれんで、何が教師だ！」


    　つるぎがようやく立ちあがると、『剣』を構えなおす。


    　茶番を見るように、そんなつるぎたちを眺めて、お母さんは深々と吐息を漏らした。


    「気が抜ける連中である。この国の『神々』は享楽的にすぎる。だからこそ、おまえらにこの国を任せるわけにはいかぬ。神話以前の混こん沌とんにまで、時計の針を戻すことはできぬ。この世界は人間が管理してこそ発展と繁栄を得るのである」


    　それが、『月読の巫女』としての、お母さんの当たり前の価値観だ。


    　異論は認めないし、聞こえないし、理解できないのだ――きっと。


    「『最高神のちから』を受け継ぎながら、自己満足のために役目を放棄し、のんべんだらりとすごすささみは人間失格。而しかして、おまえらのお遊びに付きあって、この世を無駄に混乱させることは看かん過かできぬ」


    　そしてお母さんは、杖つえを横向きに握りしめた。


    　威圧感が倍加する。


    「すべては、世のため人のため――わしは長くはこの世に留とどまれぬ。ささみを教育し、『月読の巫女』としての本分を全うさせることが、わしが果たすべき最後のお役目である。邪じや魔まをするようならば、怨うらみはないが死んでもらおう」


    「あたしは根の国にはいかねーぞ！　あそこには嫌いなやつがいるんでな！」


    　つるぎが叫び、再び愚直に『剣』を振るう。


    　わたしにはわかる。


    　その『剣』には『神々』のちからが宿っている。


    　低級な『神々』なら、触れるだけで消滅する。


    　また銅ど鑼らの音。
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    「………!?」


    　今度こそ、つるぎは凍りついた。


    　ぞろり……と、お母さんが、つるぎの『剣』をかるく防いだ杖つえを動かした。


    　否いな、ただの杖ではない、これは仕込み杖だ。


    　杖の内部から刃が現れ、鞘さやと剣に分離する。


    　どこかつるぎが持つ『剣』に似た、けれど禍まが々まがしい、これも諸もろ刃はの剣つるぎだった。


    「なかなかの威力である。さすがは神剣・アメノムラクモ――だが、所詮は守護の剣。聖なる属性を帯びたその刃には、他者を殺傷する能力が欠けている。護身のための草刈り道具では、他者を討とう滅めつするには悪意が足りぬ」


    　鞘の部分を放り捨て、お母さんは手にした剣を正せい眼がんに構えた。


    「根の国の王より授かりしこの神殺しの魔剣・アメノハバキリ――八岐大蛇やまたのおろちを斬り殺し、呪のろいのためにいちど折れ、死後の世界で研とがれていた不遇の刃やいばの錆さびになるがよい」


    「アメノハバキリだと……!?　それに、根の国の王……そっか、そういうことか!!」


    　何度か剣けん戟げきが繰りかえされる。


    　異音が轟とどろき、刃が宙空で弾け、不気味な火花を散らす。


    「てめーっ、やっぱりあいつの加護を受けてやがったな!?　根の国から黄よ泉みがえるなんてまともじゃねーと思ったら、あんのマザコン野郎、余計な真似しやがって!!　つーか、合点がいったぞ！　人間にしちゃ強すぎるはずだ、……んおっ!?」


    　つるぎが騒いでいるうちに、お母さんはためらいなく踏みこんでいる。


    　そして袈け裟さ懸がけに、つるぎをばっさりと斬りつけた。


    　どうにか攻撃の軌道に『剣』を挟み、直撃は避けたつるぎだが、小柄な彼女は軽々と吹っ飛んで壁に激突する。


    「姉さん!?」


    　かがみが青ざめて、その右腕をお母さんに向ける。


    　いつも冷静な彼女にしては珍しく、切羽せつぱ詰まった表情だった。


    「このっ、よくもっ……!!」


    　その手のひらに黒い穴があき、そこから機関銃のように弾丸が飛びだしてくる。


    　霊的な兵器である彼女に搭載された武器なのだろう。


    　床が壁が抉えぐられ、音速の弾丸がお母さんに殺到する。


    「愚劣の極み」


    　けれど、お母さんは慌あわてもしなかった。


    　かがみの攻撃は、何の効果もなかった。


    　弾丸はお母さんに直撃すると同時に、深い海原に投げこまれた小石のように、奇妙な波紋だけを残して消滅する。


    　不可解な現象だった。


    「そんなっ……!?」


    　瞠どう目もくするかがみに、お母さんは魔剣の切っ先を向ける。


    「おまえごときの『神格』で、わしを害することはできぬ。そこそこ強化されてはいるようだが、霊的な勝負は『神格』がすべて。根の国の王の加護を受け、神格化された魔剣をもつこのわしには、凡ぼん庸ような『神々』では触れることもあたわぬ」


    　一息でそこまで語ると、次の瞬間には――。


    　お母さんの手のひらにあったはずの魔剣が、かがみの胸部に突き刺さった。


    　投げつけた、という感じではない。


    『投げる』『宙を飛ぶ』『刺さる』というプロセスを踏まずに――『刺さった』という結果だけが不意に現れたような、常識外れの現象だった。


    「かがみ!?」「かがみ姉ねえ!?」


    　つるぎとたまの悲鳴が響くなか、かがみがおおきく仰のけ反ぞり、倒れこむ。


    　彼女の頭が跳ね、髪の毛が真上に揺らぐのが、スローモーションで見えた。


    　遅れて鮮血が噴ふきだす。


    　負傷したのが胸部なのに、お腹なかや肩のあたりまで見る見る損壊が広がる。


    　ひび割れるように、かがみの肉体が砕け、飛び散った血液が照明を反射して輝いた。


    　真っ赤な血溜まりが広がり、かがみは何度か指先を痙けい攣れんさせ、動かなくなる。


    　人間だったら即死。


    『神々』でも――どうだろう。


    　わたしの頭が真っ白になる。


    　何も考えられない。


    　意味がわからない。


    「てめえっ……！」


    　つるぎが激げき昂こうした表情で、お母さんに飛びかかっていく。


    　魔剣はかがみを昆虫採集の標本のように床に縫ぬいとめていて、お母さんの手元にはない。


    　そこを勝機とみたか、単純に妹を傷つけられて頭に血がのぼったのか、つるぎの勢いはすさまじかったが。


    「おまえらは弱すぎる」


    　お母さんは動じずに、前方に片手を伸ばした。


    「外国が『はるかかなたの遠い場所』ではなく、回線で繋つながり、国境線が失うせ――混こん沌とんが待ち受けるだろう来きたるべき世界において。おまえらごとき考えなしの無力な『神々』に、この国を任せるわけにはいかぬ」


    　そして――まるでそこに見えないジッパーでもあったかのように。


    　お母さんは空中をちょこんとつまむと、じじじ、と引きずりおろした。


    　一瞬の出来事だった。


    　空間が裂け、虚無が口をあける。


    「――うおっ!?」


    　突っこんできたつるぎは、そこに思いっきり飛びこむことになった。


    　咄とつ嗟さに回避しようと宙で身をよじったが、その瞬間にはもう、お母さんがまた経過を排除したような動きでつるぎの背後に瞬間移動している。


    「黄よ泉みがえりのわしの周りでは、根の国への経路が開きやすい。そして人間であろうが『神々』であろうが、いちど黄よ泉もつ平ひら坂さかを転がり落ちれば戻ってくるのは至難」


    　どんっ、と呆あつ気けなく――お母さんがつるぎの背中を押す。


    　つるぎは悲鳴をあげて、黒い穴のなかに吸いこまれ、そのまま消えていった。


    「おまえの時代はとうの昔に終わっているのだ。太陽神よ、沈んで月に世界を明け渡せ」


    　すぐに空間の裂け目は閉じる。


    　静せい寂じやくが場に満ちた。


    　信じられなかった。


    　邪や神がみ三姉妹は、そりゃ言動はてきとうで、頼りなくて――いつも馬鹿みたいなことをしていて、それでも強力な『神々』で、わたしを何度も助けてくれた。


    　不可能なんてなさそうで、いつでも容易たやすいことのように、あらゆる『怪異』を退しりぞけて――そんな彼女らが、何もできなかった。


    　つるぎは暗くら闇やみに消え、かがみは鮮血の海でもはや動かず、たまは――。


    　たまは怯おびえていた。


    　おそらく、こんな次元の高い戦闘を目まの当たりにするのは、生まれたばかりの『神々』らしい彼女にははじめてだったのだろう。


    　それに、たまは姉たちのことを信頼し、尊敬していたはずだ。


    　そんな彼女らが、あっさりと倒されたのだ。


    　たまが萎い縮しゆくし、恐怖し、動けなくなっても――しょうがないのだ。


    「さて、うるさい連中がいなくなった」


    　そんなたまを無視して、お母さんは腰を抜かしたままのわたしに歩み寄ってくる。


    　わたしは動けなかった。


    　目の前の状況が納得できなかった。


    　何だこれは。目め眩まいがする。


    　吐き気すらする――信じたくない。


    　たまが動いた。


    「う、ううっ」


    　たまはぶるぶる震えながら、ゆっくりと歩くお母さんの前に立ちふさがる。


    　そして声もだせない情けないわたしの前で、両手を広げた。


    　涙目で、きつく唇くちびるを結んで。


    　姉たちでも勝てなかった黄よ泉みがえりの、歴代最強の『月つく読よみの巫み女こ』を前にして、一歩も退ひかずに――。


    「どけ、雑ざ魚こ」


    　お母さんの言葉は端たん的てきだった。


    　それでもたまが動かないのを見て、面倒くさそうに、お母さんは語る。


    「おまえらはそうやって正義の味方のような顔をして、わがまま娘を守ってるつもりになって、良い気分かもしれぬが――何の意味もない。価値もないのである。世のため人のためには、ささみは立派な『月読の巫女』となり、この国を正しく導かねばならぬのである」


    「わ、わかんないよ。たま、ばかだから……でもっ」


    　たまの頬ほおに涙が一筋、零こぼれて落ちた。


    「だめだよ、だめっ！　何で、ひどいことするの!?　せっかく、みんな幸せだったんだよ！　つるぎ姉ねえ、楽しそうだった！　かがみ姉、よく笑うようになった！　ママりんのおかげで――それなのに！　あんた、何言ってるかわかんない！　たまには、わかんない！」


    「では――わかりやすく言ってやろう」


    　お母さんはあっさりとたまの顔面に手を伸ばした。


    



    「……邪じや魔まである」


    



    　ようやくわたしは動いた。


    　何も考えずに、両手を前に向けてお母さんの巫み女こ服ふくを着たお腹なかのあたりに飛びつく。


    　お母さんを抱きよせて、その場に押し倒して懇こん願がんする。


    「もうやめて!!」


    　最初から、そう言えばよかったのだ。


    　わたしこそが、馬鹿だった。


    「帰るから！」


    　お母さんが生きていたころのように、幼くがむしゃらに、訴えた。


    　他にできることはなかった。


    「神社に帰る、『月読の巫女』に戻るから……もうやめてよ!!」


    　お母さんが、どう答えたのかはわからない。


    　たまが何か叫んだ気がしたが、聞こえなかった。


    　つるぎやかがみが心配だった。


    　ていうか、こんな状況なのに、うちのお兄ちゃんはどこで何やってんだか。


    「…………」


    　耳元が、きんて鳴って。


    　無意識に閉じていた両目を、ふと開いたら。


    　わたしは、見覚えのない、板張りの――狭い部屋の真ん中にいた。


    　自分の身体からだを見下ろすと、お母さんとお揃そろいの、巫み女こ装しよう束ぞくをまとっていた。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服を着ていたのが、嘘うそみたいに。


    　あるいは、何もかもすべてが――夢で、ようやくそれが醒さめたかのように。


    　呆ぼう然ぜんとするわたしの正面で、お母さんがたぶん、再会してからはじめて微ほほ笑えんだ。


    「おかえり、人間の世界へ」


    　そこでわたしの意識はぶつんっ……と途切れた。
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    第十四話／母娘おやこまんだら〈前編〉


    



    　――おかあさーん。


    　――ぬ。どうした、ささみ。修行の邪じや魔まをするな。


    　――おかあさん、そのかっこいいポーズなに？　ささみもやるっ！


    　――これは『かっこいいポーズ』などではない。道チ反カエシ之ノ呪じゆ法ほうという。あらゆる魔を封じこめ、怪異を攪かく拌はんするための瞑めい想そう法ほうであり、呪じゆ術じゆつである。


    　――えへへ。おかあさん変身ひーろーみたい。じゃあね、ささみは怪人やるね。おかあさん、ひーろーね？　えぇっと、こう？　ちかえしーの、じっぽー？


    　――おまえは、どこでそういう益やく体たいもない知識を得てくるのだ？　わしは変身ひーろーとやらではない。『月つく読よみの巫み女こ』である。


    　――でも、おかあさん。『月読の巫女』は正義の味方なんでしょ？　にんげんの世界を守る、立派なお仕事なんでしょ？　じゃあ、ひーろーだよ？


    　――ぬ。論理に矛む盾じゆんはない。


    　――おりゃー！　とあー！　こう？　ささみ、じょうずにできてる？


    　――道反之呪法に掛け声はいらぬ。あとポーズもちがう。


    　――声だしたほうがかっこいいよ。強そうだし、敵もひるむよ！　とあー！


    　――そういうものか？　とあー……？


    　――おかあさん、声がちいさい！


    　――ぬ。侮あなどるな、母の本気を見るがよい。とあー！


    　――あはは！　あはははは！


    　――どうした、ささみ。何がおかしい。


    　――おかあさん、だいすきっ。あははっ。とあーっ！


    　――おまえは変な子だな……とあーっ！
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    　冷たい手のひら。


    　ぞっとするようなその感触に、幸せな夢にひたっていたわたしの意識は強制的に目覚めさせられ――現実逃避と同義の安らぎは強制的にシャットダウンされた。


    　暗い部屋である。


    　茶室ほどの面積しかない。


    　かろうじて横になれる程度、といったところか。


    　天井もあまり高くなく、部屋というより「箱」という表現が似合いそうだ。


    　床は冷たい板張りで、壁は丈夫そうな石づくりである。


    　天井で豆電球が灯ともっていて、そこにたかった蛾ががちろちろとうるさく飛び回っていた。


    　枯れ葉の匂い。


    　肌が覚えている、これは――故郷だ。


    『月つく読よみ神社』だ。


    　神社の建物は壊滅したはずなので、たぶんここは『月読神社』の跡地に急きゆう拵ごしらえした掘っ立て小屋なのだろう。


    　あるいは、壊されずに残った建物を改築したのか。


    　わたしも『月読神社』を知ち悉しつしているわけではないので、わからないけど。


    「……あ……」


    　頭がぼうっとする。


    　うまく物事を考えられない。


    　頭のなかで文章を構築できない――イメージが浮かばない。


    　つまり、思考能力を奪われている。


    　うつろなわたしを、どこか遠いところで、閉じこめられたわたしが為なす術すべなく眺めている。


    　身体からだが軋きしむような寒さも、時間の感覚も、他ひ人と事ごとのような素っ気なさで。


    　酷ひどく空虚だ。


    「『最高神のちから』を行使されると困るのでな、おまえの意識を薬物で希薄にしている。霊的な封印もしているが、まぁそちらは気休め程度――人間の身の上では、途方もない『最高神のちから』をかんぜんに抑えこむことはできぬ」


    　ふと気づくと、わたしの正面にお母さんが座していた。


    　手を伸ばし、わたしの胸元や、お腹なかのあたりに触れている。


    　わたしが着ている巫み女こ装しよう束ぞくは前面がはだけられ、鎖骨やおへそが見える。


    　羞しゆう恥ち心しんを覚え、身をよじったが、「動くな」とお母さんがきつく言いすえた。


    「身体をあらためているだけである。不摂生な生活をしているようだな――もうすこし脂肪もつけなければ、体力が落ちて早死にするぞ」


    　今さら、ふつうの母親みたいなことを言う。


    　お母さんはひとしきりわたしに口を開かせて舌を見たりして、満足したのか。


    　相変わらず瞑めい目もくしたままの、仮面のような顔をこちらに向ける。


    「あらためて質疑を執とり行う」


    　一方的な口調だった。


    「これは母の最大限の譲歩である。禁を破り役目を捨て、愚かにも出しゆつ奔ぽんしたのはおまえだ。本来ならば鞭むち打うってでも無理やり引っ立て、言うことを聞かせることもできる。だが、あえてその考えをおもんぱかろう」


    　わずかな冗談も許さないというような、断固とした口調。


    　とてもアイスクリームの冷たさに、びっくりしていたひとと、同一人物とは思えない。


    　否いな、これが――まぎれもなく、わたしのお母さん。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    「二度と神社を脱走しようなどと思わず、世のため人のために、『月つく読よみの巫み女こ』としての役目を果たすことを誓うか？　誓うなら、母はおまえの罪を赦ゆるそう――おまえが一人前になるまで寄り添い、教え導き、おまえを立派な『月読の巫女』にしてやる」


    　わたしの頭は、ぼうっとしていたけど。


    　だからこそ、獣けもののようになっているわたしは、本音を口にする。


    「やだ」


    『まほろば』では、お母さんの行為を阻止するために、『月読の巫女』に戻ると言ったけれど――その場しのぎの出任せで、やっぱり本心ではなかった。


    　こんな、薬品で、人格を奪われて――人間らしさを、踏みにじられて。


    　何の意義があるかもわからない、『人間に都合のいい世界』を維持するために、お母さんを死なせたくだらない役目を果たしつづけるなんて。


    　わたしはお断りだった。


    　神様なんかじゃなくてもいい。


    　当たり前の生活にこそ、わたしの喜びがあった。


    　幸せがあった。


    　まだ道なかばなのだ。


    　部屋を飛びだして、ようやく歩きだしたところなのだ。


    　応援してくれるひとたちもいた。


    　ここで、わたしがくじけるわけにはいかない。


    　がんばってがんばって、歯を食いしばって、生きてきた。


    　何の意味もなかったよ、お母さん。


    　先祖代々、受け継がれたからって――ありがたがって、疑問も差し挟むことも許されず、『人間に都合のいい世界』を維持するシステムにまで堕だするのは嫌いやだ。


    「やだ、わたしは……かえる、おうちに、かえるっ」


    「ここが、おまえの家だ――ささみ」


    「ちがうっ、こんなところ、わたしのいえじゃないっ」


    「あくまで、天がおまえに与えた義務を、役目を放棄するか」


    「わたしが、のぞんだ、ことじゃないっ」


    「時間のゆるすかぎり、母がおまえを再教育する。厳しく鍛きたえなおせば、きっと――」


    「いやだ、やだっ、わたしはっ、もう……がんばらないっ」


    「そうか」


    　お母さんは、ちいさく微ほほ笑えんだ。


    「それでは、仕方ないのである」


    　あれ、もしかして――ゆるしてくれたのか。


    



    　お母さんの指先がわたしのお腹なかを突き破った。


    



    　笑えみを浮かべかけたわたしの顔がん貌ぼうが、凍りつく。


    　お母さんの細い指先が、わたしのお腹の皮を突き破り、肉を引き裂き、内臓を抉えぐっていた。


    　食道を鉄の味がする液体が這はいあがってきて、口内に血が溢あふれた。


    　思わず吐きだした鮮血が、お母さんの顔面と巫み女こ服ふくを汚よごす。


    　意識が曖あい昧まいなおかげで、痛みはなかった。


    　すぐに、お母さんが愛いとしげに撫なでるわたしの胃袋に、何かの液体が充満する。


    「むかしから、おまえはよく嘔おう吐とする子供であった」


    　お母さんは、懐かしそうに、声音すら変えずに語った。


    「口からいれると吐くかもしれぬから、胃に直接、薬液を注入した。質疑のためにあえてわずかに意識を残したが、これにて――おまえの思考能力はかんぜんに失われる。おまえに聞きたいことはもうない。おまえが喋しやべるべき言葉はもうない。おまえという人間に期待することは、もうない」


    　血まみれの手のひらが、わたしの内部から引き抜かれる。


    　真紅が点々と、床を濡らした。


    　わたしのお腹の傷口は『改変』されたか呆あつ気けなくふさがって、本来なら致命傷であるはずだったが、わたしの命に別状はなかった。


    　なんだか、近ごろよく怪け我がをするなぁ。


    　胃袋に無理やりつめこまれた薬液が、全身に循環する。


    　抵抗することはできなかった。


    　意識が猛烈に拭ぬぐい去られ、わたしの両目から光が消える。


    　わたしはそれを、神の視点のような、どこか遠いところで眺めている。


    　目覚めたまま眠っているような、夢遊病のような顔つきで、わたしはただ座している。


    「残念である、ささみ」


    　お母さんは懐ふところ紙がみをとりだしわたしの口元を拭ぬぐうと、心の底から無念そうにつぶやいた。


    「とても、残念である」


    　時間をかけて描いた油絵が引き裂かれた芸術家のような、喪失感のある表情で、お母さんはゆるやかに立ちあがる。


    　そして、部屋の暗がりに転がっていたせいでこれまで気づかなかった、縄でぐるぐる巻きにされた『誰か』をわたしの目の前に蹴けりだした。


    　男性にしては長い髪の、きつい目つきの――。


    　お父さん。


    　すでに薬液が投与されているのか、お父さんもわたしと同様にうつろな目つきをしていた。


    　この状態はブードゥーの生ける屍ゾンビーに近い。


    　ちょっとした操作で、意のままになる。


    　わたしもお父さんも、お母さんの言いなりだろう。


    「こやつにも、失望した。もともと無能で甘い男だが、『月つく読よみ神社』をむざむざ壊滅させられただけでは飽きたらず、勝手な行動をしたうえに失敗するとは――救えぬ」


    　先んじての、お父さんの陰謀について語っているのだろう。


    「こやつの計画は頓とん挫ざし、ささみも『月読の巫み女こ』に戻るつもりはないという――無理に薬液で洗脳し操ってもよいが、心の底に役目への忌き避ひの感情があるかぎり、世界の維持は正しく行われぬ。嫌いや々いややらせても意味はない」


    　お母さんがどんな結論をだしたのか、わたしには――ようやくわかった。


    　同時に、どくん、と心臓がおおきく跳ねる。


    「もう、おまえに望むことは、ひとつしか残されておらぬ」


    　いやだ。


    「子を成せ、ささみ。その子に『最高神のちから』を受け継がせ、『月読の巫女』とする。その引き継ぎが順調に行われた後に、おまえはどこへなりとも失うせるがよい。役目を果たさぬならば、もはやおまえに価値などない――だが、月読の血は絶やすわけにはいかぬ」


    　かんぜんに意識を吹っ飛ばされているはずのわたしが、口をぱくぱくと開いた。


    　呼吸ができない、生いけ簀すの鯉こいのように。


    　いくらお母さんが、どこか非人間的で、ひたすら『月読の巫女』の役目を果たすことのみを考えているひとだといっても、まさかそんな――と思っていた。信じていた。


    　期待は裏切られた。


    　わたしはお母さんが好きだった。


    　お母さんは、わたしに、……優すぐれた道具としての価値しか認めていなかった。


    『月読の巫女』としての役目を果たさなくなったわたしは、不良品として処理される。


    　わかっていたことだったのに、わたしの両目からは涙が溢あふれた。


    「月つく読よみの血統は天てん孫そん降こう臨りんのニニギノミコトの時代から、近親婚によって維持されておる。わしがあまり身体からだが丈夫ではなく、おおく子供を成せなかったせいで――血族のものは多くはない。こやつで、我慢せい」


    　自分の夫であるはずの、お父さんを顎あごで示して、お母さんは告げてきた。


    　何を言ってるのか、意味は理解できたけど、信じたくなかった。


    「やだ……」


    　自我を奪われたわたしが、嫌いや々いやをするように身をゆすった。


    　涙はとめどない。


    「やだ……やだ……やだ……」


    　お母さんは、わたしに――お父さんと子供をつくれって言ったんだ。


    　母が娘に告げる言葉で、これほど無慈悲なものがあるだろうか。


    　だけどお母さんは本気だった。


    　月読の血を残す最適な方法として、それを選んだのだろう。


    　機械のように――まったく感情を差し挟まず。


    　否いな、あるいはそれを母から娘への最高の贈り物だというように。


    　出来損ないの娘に、最後の仕事をさせてやるって、慈愛にすら満ちた態度で。


    「駄々をこねるな。わしは『お願い』しているわけではない。こやつと子を成し次代の『月読の巫み女こ』を産め。わしはその子を教育し、この世をあるべき姿に戻す。おまえがかき乱した人の世を、おまえの子供が元どおりにするのである」


    　お母さんが本気だと、わたしは理解する。


    　全身が震える。


    　身体がぜんぶぐちゃぐちゃになったみたいな、最悪な気持ちだった。


    　それでも、わたしは――最後の気力で、お願いした。


    「せめて」


    　お母さんに、ひとかけらの慈悲が、残っていることを夢見て。


    「せめて、おにいちゃんが……いいよ」


    　子供をつくるなら。


    　せめて――。


    「許可できぬ」


    　お母さんはばっさりと切り捨てた。


    　わたしの祈りを。


    「あれは月読から絶縁されておる。次代の『月読の巫女』という栄はえある子供の親として相応ふさわしくはない。おまえをつれて逃げるという最悪の過失をしたあの男に、罪人に、もはや月読に関わることは恕じよせぬ」


    　思いだしたように、お母さんはつぶやいた。


    「そもそも、あの男――おまえを助けにでもきたのか、先ほどこの場所にやってきたのだがな。面会を求めて、やたら騒いでいたので……」


    　お兄ちゃんがいつも顔を隠すのにつかっている、革製の鞄かばんを、お母さんはどこからともなく取りだすと――無造作に床に放り投げた。


    　血まみれだった。


    　わたしの心が、折れる音がした。


    「掃除しておいたぞ」


    　わたしの表情から、全身から、ちからが抜ける。


    　わたしは生きる意味を、活力をすべて失って、屍し体たいのようになった。


    「まずは身体からだを清めよ、ささみ。先ほど調べたかぎりでは、子を成すに適した日まではまだ間がある――断食し、香をたきしめ、儀式を執とり行い、子宝を祈願せよ。……おや」


    　わたしは、すでに完全にうつろだった。


    「壊れたか？　まぁよい、身体さえ大過なければ問題なし」


    　話は終わり、とばかりに――お母さんは去っていった。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　そんな具合に、わたしはなかば死んでいたので――。


    　この直後に交わされた、ひとつの会話の内容をわたしが知るのは、もっとずっと後になってからのことである。


    「…………」


    　茶室じみた狭苦しい部屋からでて、お母さんは廊下を進む。


    　その所作には隙すきがない。


    　背筋もぴんと伸びていて、美しい野生動物のようだ。


    　なかば壊滅した月つく読よみ神社の建物である。


    　かろうじて無事だったのか、あるいは『改変』でもしてととのえたのか。


    　それだけでちいさな屋敷ぐらいの面積があるその建物を、お母さんは悠々と闊かつ歩ぽする。


    　そして、ひとつの扉の前で立ちどまると、音もなく開いた。


    　暗い部屋である。


    　あからさまに牢ろう獄ごくじみている。


    　鉄格子の窓から差しこむのは夕陽だ――実は、『まほろば』でお母さんと邪や神がみ三姉妹が交戦をしてから、さほど時間は経たっていない。


    　何もない簡素な部屋の奥で、過剰ともいえる手て枷かせと足枷をつけられ、鎖で柱につながれているのは――お兄ちゃんだった。


    　ただの人間のはずのお兄ちゃんが、首都圏にあるはずのわたしたちの家から、九州にある『月つく読よみ神社』の土地へ、どうやって移動したのか――このときは、誰にもわからなかった。


    「ささみには、自分の最後のおつとめについて、説明をしてきたのである」


    　お母さんは、扉を開け放った姿勢のまま、その場を動かない。


    　お兄ちゃんは顔を隠してはいなかったが、暗くら闇やみにのまれ、その表情はわからない。


    　酷ひどく痛めつけられたようで、着ている服も、身体からだも髪の毛も、ぼろぼろだった。


    「あまりにも意固地なのでな、薬液をつかうことになった。まぁ、とどめになったのは――おまえが死んだと、遠回しに伝えてやったことだろうが。ずいぶんと気にいられているようではないか、ばけものの分際で忌いま々いましい」


    　自らも黄よ泉みがえりの、この世の道理から外れた存在であるはずのお母さんが、心から穢けがらわしそうに眉まゆをひそめる。


    「わしには人間らしい感情はあまり残っておらぬが、それでも、おまえの正体に思い至ったときは吐き気をもよおしたわ。殺せるものなら、ほんとうに殺してやりたいぞ。死ぬまで気づかんかったわ、よくもまぁ、おめおめと生き恥を晒さらしていられるな」


    「ほんとうに」


    　お兄ちゃんは、お母さんの呪じゆ詛そを無視するように、弱々しく問いかけた。


    　その態度は、いつもの情けなくて、何もできないだめなお兄ちゃんだったけど。


    「どうしても、ささみさんを――次代の『月読の巫み女こ』を産ませるための、道具にするのですか。あなたにはもう、人間性は、母親としての愛情は……残っていないのですか」


    「黄よ泉みから這はいあがったそのとき、わしは人間であることをやめたのである」


    　わずかに不愉快そうに、意地になったように、お母さんは主張した。


    「すべては、世のため人のため。わしはあの子の親である前に『月読の巫女』である」


    　お兄ちゃんは、闇のなかで、月みたいに煌きらめく瞳ひとみでお母さんを見据える。


    「ささみさんは、ほんとうに、あなたのことが大好きだったのですよ……呪々さん」


    「承知している。だがそれは、取るに足らない些さ事じである。兄上」


    　その会話の意味は、まだ、誰にもわからない。


    　太陽が地平線に沈み、長く暗い夜が始まる。

  



  
    第十五話／邪や神がみ三姉妹の独り言③


    



    　幸せなことばかりじゃなかったんだよ。


    　つるぎ姉ねえはむかしは今よりもっとやる気がなくて、世界っていうものに疲れきっていて、いつもぼんやりしているひとだった。かがみ姉も笑うどころかお喋しやべりをしてくれないこともおおくて、ちいさな物音にも怯おびえて、いつでも見えない敵と戦ってるみたいだった。


    　だから、たまは笑わなくちゃって。


    　たまだって悩んでた。つるぎ姉やかがみ姉にくらべたら、ちっちゃい悩みだろうけど。背が高いこと、学校に通いはじめてからはよくからかわれた。何ひとつうまくできなくて、怒られてばっかりで、つらかった。


    　だけど、たまは笑わなくちゃって。


    　何にもできないたまだから、せめていっぱい幸せなふりをして、つるぎ姉やかがみ姉がたまにつられて笑ってくれるぐらいに。うるさいって言われても、どんだけ叱しかられても、できることをぜんぶやって、この世界のこと嫌いにならないように、がんばってきたよ。


    　たまのおかげじゃないだろうけど、だんだんつるぎ姉もかがみ姉も表情がやわらかくなって、ママりんたちと触れあううちに笑顔がおおくなって、大騒ぎが増えて、ぎこちなさも、胸がくるしくなる冷たさもむなしさも、ぜんぶ消えたと思ってた。


    　だけど、ぜんぶ――壊れちゃった。


    　みんなが努力して、がんばって、がんばって、保っていたへいわな毎日が、あっけなく潰つぶされた。ゆるさないなんて思わない。たまは誰かを憎んじゃだめだもの。だけど、せめて取り戻す。笑顔くらいしか、できないたまだけど。


    　かがみ姉にも怒られた。


    　何もできずに、泣いてばかりいるたまに、かがみ姉のほうこそくるしいんだろうに――「この馬鹿」とか「役立たず」とか「泣いてる場合ですか」とか言いたいほうだい。ティッシュ箱とか蜜み柑かんとか投げつけられて、たまはおうちを追いだされた。


    　どこへ行けっていうの？


    　わかってる。たまには、わかってる。つるぎ姉は根の国に落とされた。かがみ姉はぼろぼろで動けない。だけど、たまだけは元気。元気なのが、たま。だから、たまは行かなくちゃ。怖いけど、涙はとまらないけど。


    　せめて、前へ歩いていくの。


    　もしも願いが叶かなうなら、神様、たまに――みんなの願いを叶えさせて。

  



  
    第十六話／母娘まんだら〈後編〉


    



    　これも後から聞いた話である。


    



    　コープス阿あ波は岐き原はら。


    　邪や神がみ三姉妹の自宅である。


    「…………」


    　邪神三姉妹の次女――かがみは、圧縮された睡眠から覚かく醒せいし、身体からだの負傷箇所を確認する。


    　自動修復と『改変』によってだいぶん見た目は元どおりになっていたが、神格武器である魔剣アメノハバキリに切り裂かれたかがみの霊体はずたずただった。


    　本来なら、絶対安静。


    『邪神かがみ』という『神』としての存在そのもののバランスも崩れかけており、人間でいえば交通事故に遭あったうえ、インフルエンザに罹り患かんしたようなものか。


    　けれど死んでいない、とかがみは思う。


    　根の国に落とされたつるぎに比べれば、まだましである。


    「ん、ふうう……」


    　自分の部屋のベッドで身を起こし、荒く呼こ気きを吐きだす。


    　ほとんど体調は回復していない。かろうじて身を起こし、手を動かすぐらいのことは可能になったが、跳んだり走ったりして戦う元気はさすがにない。


    　苦痛に顔をしかめ、かがみは切り裂かれた胸元を指で押さえ、喘あえぐ。


    「鎖さ々さ美み……さん……」


    　思わずつぶやいてしまって、苦笑する。


    　彼女の名を呼ぶ資格はない。


    　あの『月つく読よみの巫み女こ』に、かがみは手も足もでなかった。


    　彼女を守護する『神』としても、お友達としても、失格である。


    　油断し、慢心していた。


    　自分たちに敵はいないのだと。邪神三姉妹は無敵なのだと、けれど――それは、おおきな勘違いだった。


    　警戒を怠おこたり、研けん鑽さんを忘れ、浮かれて暮らしていた自分を悔やむ。


    「心配してくれるのですか、肉ちゃん」


    　かたわらのケージで、新しく家族にくわわった白いうさぎが騒いでいる。


    　たぶん心配とかじゃなく餌えさが欲しいのだろうが、誰かがそばにいる、という事実がかがみにちからをくれる。


    　自省に埋没していきそうだった精神が蘇よみがえり、かがみはとりあえずケージのなかにカ＊リーメイトを放りこむと（＊うさぎの餌としては不適切です）、思案する。


    「相手は根の国の王の加護を受けた、歴代最強の『月つく読よみの巫み女こ』――たまにはあの特性があるとはいえ、無策で挑めばわたしたちの二の舞になるだけなのです」


    　まともに動けない自分が情けないが、せめて、すこしでも援護をしなくては。


    「根の国の王、つまり英雄神にして波乱の権ごん化げ――スサノヲ」


    　それが敵の名前だった。


    　素戔嗚尊すさのをのみこと。


    　始祖神イザナギとイザナミの正当なる後継者である三貴子がひとりにして、最高神アマテラス、諷ふう喩ゆ神しんツクヨミと並ぶ日本最強の『神』のひとり。


    　日本最悪の『悪神』八岐大蛇やまたのおろち（先日に現れた八岐大蛇ＳＮＳのそれとは別の、『悪』という概念そのものの邪悪な『神』）を退治したその凶猛な益ます荒ら男おのことを、アマテラスすらも恐れ、彼が高たか天まが原はらで暴れたときも天あまの岩いわ戸とに隠れて震えるしかなかった。


    　現在は、根の国の王となり、おとなしくしていたはずだが……。


    「スサノヲの性質はアマテラスの『秩序』『管理』を真っ向から否定する『混こん沌とん』『反逆』――何の企たくらみがあって『月読の巫女』にちからを貸しているかは不明ですが、敵に回してこれほど厄介な相手はいないのです」


    　スサノヲの『神格』はアマテラスとほぼ同等。


    　立場としてはアマテラスの下位に位置するが、闘争においては天てん下か無む双そうの『神』である。


    　スサノヲそのものがこの世界に現れたのではなく、あくまで黄泉よもつ平ひら坂さかを経路として加護を与え、『月読の巫女』を強化しているだけだろうが……。


    　充分に危険である。


    　アマテラス側であるこちらも、万全ではないのだ。


    『最高神のちから』をもつ鎖さ々さ美みはおそらく薬物などで意識を混濁させられ、その権けん能のうを思うがままにはつかえない。


    　鎖々美から『最高神のちから』を取り戻せるつるぎは、根の国へ落ちて現世に関われない。


    　かがみではあの『月読の巫女』にかなわないのは、悔しいが、すでに実証されている。


    　たまの特性に賭かけるしかないが――あの子は実戦経験が少なく、誰かを傷つけることが苦手な、優しい性格をしている。


    　せめて背中を押してあげなくては。


    　自分はたまの姉なのだから。


    「まったく、世話が焼ける話ですね……」


    　かがみは咳せきこむと、枕まくら元もとに置いておいた朱色の布袋を拾いあげる。


    　つるぎが最後のちからで現世に残し、かがみに託してくれた、彼女の武器である。


    「ついててよかった、ＧＰＳっぽい機能」


    　集中し、鎖さ々さ美みの現在位置を特定し――かがみは布団のうえに立ちあがる。


    　布袋から諸もろ刃はの剣つるぎを取りだすと、女の子っぽく、不慣れなかんじに身構える。


    「『月つく読よみの巫み女こ』だか、英雄神だか知りませんが……」


    　ありったけの霊力を『剣』にそそぎこみ、かがみは珍しく大声で吼ほえた。


    



    「邪や神がみ三姉妹を、なめんじゃねー……のですよ!!」


    



    　そして、思いっきり『剣』をぶん投げた。


    　霊的な兵器である神剣アメノムラクモはコープス阿あ波は岐き原はらの天井を易やす々やすと突き破り、刹せつ那な、距離も時空も無視してかがみの狙ねらった地点へと瞬間移動する。


    　その行き先を、見届けることもできないまま――。


    「あとは、頼みましたよ……たま」


    　かがみは前のめりに倒れると、あっさりと、寝息をたてはじめた。
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    　天あめの叢むら雲くもと人々が呼ぶ諸刃の剣は、条理を無視して飛翔する。


    　空間を弾き飛ばしながら疾空し、何もかもを無視して首都圏から九州へ――。


    　いまだ半壊したままの『月読神社』の敷地へ瞬間的に移動すると、そこに張り巡らされた結界や霊的な防備をまとめて貫き吹っ飛ばす。


    　そのまま直進し、瓦が礫れきの山が転がった『月読神社』の敷地内では浮きたつ、唯一、『改変』などにより再構築されたちいさな建物に突き刺さって……天井を突破し、かがみの狙いたがわずに、そのまま枷かせをはめられ動けないままのお兄ちゃんの真横へ。


    　ぐさあ。


    「うっわあ!?　びっくりしました!!」


    　この部屋に囚とらわれてから無駄に大声をあげたりしていて、疲れていたらしいお兄ちゃんは、ぐったりして項うな垂だれていたが。


    　さすがに、自分の頭の三ミリほど横に刃物が突き立ったら嫌いやでも驚く。


    　かがみ、狙いが正確すぎる。


    　あとちょっとでジャストミートだった、お兄ちゃんに。


    「これは……」


    　お兄ちゃんにとっては見慣れた、つるぎの『剣』である。


    　いくら鈍ちんのお兄ちゃんでもこれがまさに天の恵みだとわかったのか、素早く手を伸ばして『剣』の柄つかを握る。


    「ありがたい！　これで枷かせを壊して、脱出して、ささみさんを助けにいける！」


    　お兄ちゃんは『剣』を引き抜くと、かっこよく枷に繋つながった鎖に斬りつけた！


    「…………」


    　切れなかった。


    「あっれぇ？　おかしいな……この『剣』、見た目より切れ味悪いですねぇ――何だか飾りものみたいな造形ですし、なまくらなんでしょうか？」


    　三種の神器を相手に暴言を吐くお兄ちゃん。


    「えぇい仕方ない、かっこつけてる場合じゃありません！　えいえい！」


    　ガツッ！　ガツッ！　ガツッ！


    　刃をでたらめに鎖に叩たたきつけ、どうにか粉砕すると、お兄ちゃんは立ちあがる。


    　幸い、柱に繋がれた鎖はひとつだけだった。


    「これで部屋からでることが――うごあっ!?」


    　お兄ちゃんは両手と両足に枷がはまったままである。


    　左右の手と足をまとめて固定するタイプなので、思うように動けず、お兄ちゃんは前のめりに倒れて顔面をぶつける。


    「えぇい、この程度で……！」


    　空気と喧けん嘩かして苦戦してるお兄ちゃん、がんばれ。


    　お兄ちゃんは苦労して身を起こすと、固定された両足でどうにか立ちあがる。


    　両手で『剣』を保持したまま、ぴょんこぴょんこと両足跳び。


    　枷を外す方法がない今、これ以外では尺取り虫みたいにくねくね床を這はう方法しかないわけだけど、かっこ悪いなぁ。


    　お兄ちゃんらしいけど。


    　ぴょんこぴょんこぴょんこぴょんこ――と新手の妖よう怪かいみたいな動きで移動し、お兄ちゃんは独特の嗅きゆう覚かくでわたしのいる方向を探り当てる。


    　幸い、『月つく読よみ神社』の巫み女こさんその他の霊能力者たちは、先んじての騒動にて『うずめのあな』四階から落下してもれなく重傷を負い、入院している。


    　おかげで警備が手薄というか、見事に誰もいない。


    　お兄ちゃんは全力で跳躍を繰りかえすと、ひとつの扉の前に辿たどりついた。


    「えぇい！」


    　タックルで扉を破り、室内に飛びこむお兄ちゃん。


    　部屋の中心には、身を清めてきたのだろう――この季節には寒々しい薄手の和装の、わたしがいた。


    　寝床に横になり、自我は曖あい昧まいなのだろうけど、驚いたようにお兄ちゃんを見つめている。


    　そんなわたしのそばには、縛られたままのお父さんがいて、わたしのことをうつろな瞳ひとみで見下ろしていて――そんなお父さんにお兄ちゃんが問答無用のドロップキック！


    「ちぇりゃあ！」


    　見事に決まり、お父さんは吹っ飛んだ。


    　無防備な相手に遠慮のない攻撃。お兄ちゃんかっこいいな。


    　ていうか今回はお父さん、何も悪いことはしてない気がするけど――まぁいいか、こないだわたしお父さんのせいで怪け我がしたし。消費税、消費税（？）。


    「ささみさん！」


    　お兄ちゃんは自分が囚とらわれの身の上みたいに、手て枷かせ足あし枷かせをつけたまま、わたしを見つめる。


    　久しぶりの、素顔。


    　その顔がん貌ぼうに何か魔力でもあったのか、それとも、死んだと思っていたお兄ちゃんが現れたことで――わたしの心のなかに、何かの感情がスパークでもしたのか。


    「あ……」


    　ぼんやりしていたわたしの両目に、理性の光が灯ともる。


    　猛烈な勢いで、『最高神のちから』が薬液を中和していく。


    『月つく読よみの巫み女こ』のために特別に調合された霊薬だ、わたしがその効果に逆らえたことは、これまでなかった――だから、きっと奇跡なのだ。


    　愛のちからは、あらゆる悪意をはねのけて、奇跡を起こすのだ。


    「おにい……ちゃん……」


    　わたしは何度か瞬まばたきし、目の前で人間というよりなめくじみたいなポーズでうねうねしているお兄ちゃんを見つめると、大粒の涙を零こぼした。


    　意識がはっきりしてくる。


    　すべて思いだした。周りの状況も理解できた。


    　それに、お兄ちゃんが生きてた……。


    「ささみさん、泣かないでください。もう安心ですよ、僕が助けにきましたからね」


    　かつてないほどかっこいい台詞せりふを、ありえないほどかっこ悪い姿勢で告げるお兄ちゃん。


    　そんな、お兄ちゃんらしさに、わたしの心は感動にうち震える。


    「お兄ちゃ――ん、お兄ちゃん、お兄ちゃん！」


    　私は目元を拭ぬぐうと、床に転がったままのお兄ちゃんに思いっきり駆け寄って――。


    　蹴けりをくれた。


    　蹴る蹴る蹴る。


    「痛っ……あっれえ!?　状況が理解できません、今のはかんぜんに『お兄ちゃん大好き♪』って抱きついてほっぺにチュウの展開でしたよね!?　なぜ僕は虐ぎやく待たいを受けているのですか!?　ははぁんまだ薬液の効果で操られているんですね!?　魔法にかかったプリンセスの呪のろいをとくのはいつだって王子様の痛い痛い痛い痛い!?」


    「助けにっ……くるのがっ……」


    　わたしはお兄ちゃんの顔面をぐりぐり踏んで、全力で叫んだ。


    「遅ぇんだよっ……ぶわぁーっか!!」


    　わたしは幼児退行するいきおいで、怒ど鳴なった。


    「まぬけ！　無能！　役立たず！　クーズ！　ゴーミ！　イモムシ！」


    　そこまでめちゃくちゃ恩知らずに喚わめいて、わたしには限界がきた。


    「ふぇえぇっ……」


    　涙がぼろぼろ溢あふれてきて、そのまま蹲うずくまり、わたしは大口をあけてわんわん泣いた。


    「ふえぇえっ……えぇっ……えぇえん……」


    「……もうだいじょうぶですよ、ささみさん」


    　お兄ちゃんは変わらない態度で、優しく微ほほ笑えんでくれた。


    　こんな、わたしに。


    「お兄ちゃんが、ささみさんを守りますから」


    　知ってる。
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    　ふたりで協力して『剣』などを利用し、お兄ちゃんの枷かせを壊した。


    　自由を得たお兄ちゃんに、まだ薬効が残ってるのかふらつくわたしは手をひかれ、支えられながら歩いていく。


    　幸い屋敷には誰の姿もなく、順調に建物の外へ。


    　あ、お父さんなどは放置。


    「やっぱり、お母さんは単独で行動してたのかな……」


    「でしょうね、ひとの気配がありません」


    　気配とか読めないくせにてきとうぶっこくお兄ちゃんに、わたしは頷うなずく。


    「まぁ、あらゆる『怪異』を駆く逐ちくする霊能力者集団が『月つく読よみ神社』だし、黄よ泉みがえりのお母さんの存在も、先代の当主だからって看かん過かできるものじゃないだろうね。むしろ――敵対関係かもね」


    　お母さんはひとりだ。


    　あのひとさえ、どうにかすれば……わたしたちにも、無事に帰れる可能性はでてくる。


    「そのお母さんが厄やつ介かいなんですけどね」


    　お兄ちゃんが溜ため息いきをついた。


    「最初は説得しようと思ったのですが、予想以上に会話が成立しませんでした。言葉で納得してもらうのは無理でしょうね。真心をこめて会話すれば通じあえるかなぁと期待したのですが、お母さん話を聞かずに僕の顔面を殴なぐって手早く縛って閉じこめました。お母さんマジ強い、やばいです。泣いて土下座したのにゆるしてくれなかったし」


    「お兄ちゃんってかっこいいよね……」


    　ていうか、お兄ちゃん――どうやってこの『月つく読よみ神社』にきたんだろ。


    『まほろば』にはいなかったのに、事情はちゃんと把握してるっぽいし、謎なぞすぎる。


    　まぁいいや、お兄ちゃんのことはどうでも……。


    　それよりも。


    



    「逃がすと思うてか」


    



    　こっそり屋敷の裏庭に通じる窓から外へでて、こそこそと脱出しようとしていたわたしたちの正面に――真円を描く月を背景に、お母さんが立っていた。


    　まぁ当然、黙って帰らせてくれるわけがないよね。


    　警備に妖よう怪かいとかを配置してなかったのは、自分がいれば何があっても万全だという自信があったからだろうし。それは限りなく事実に近い。


    　無能なお兄ちゃんと、霊能力者としては修行中のわたし。


    『最高神のちから』があるとはいえ、お母さんも何らかの強大な『神々』の加護を受けているし――そもそもの基本性能が、わたしたちとは段違いだ。


    　あの邪や神がみ三姉妹ですら、相手にならなかったのだ。


    　戦えば瞬しゆん殺さつ。


    　ただ逃げるだけでも、至し難なん。


    　どうしたもんか……。


    「遠距離からの投とう擲てきでわしが敷いた『月読神社』の結界を破るとは、ちと予想外である――さすがは神剣アメノムラクモ……あらゆる邪じやを祓はらい、清める聖なる護身の刃やいば。だが武器だけ送って自身は姿を見せぬということは、あの『悪神』どもはいまだ動けぬのだろう」


    『悪神』というのは、つるぎたちのことだろう。


    　そもそも『悪神』というのは、自分に不利益なことをする『神々』の蔑べつ称しようだ。


    　お母さんから見れば間違いなく邪神三姉妹は、『悪神』なのだろうけど。


    　わたしは、その呼びかたをゆるさない。


    　わたしを守ってくれた、つるぎたちの行為を――悪だなんて呼ばせない。


    「どいて、お母さん」


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    　だけど、先ほどのやりとりで――わたしは、幻滅していた。


    　わたしを道具としてしか見ないお母さん。


    　娘の心よりも、『月つく読よみの巫み女こ』の責務を優先したその姿に、わたしの心のなかにたしかにあったお母さんへの憧しよう憬けいは粉々に砕かれた。


    　残ったのは、哀しみだけ。


    「わたし、子供なんかつくらない。無意味につづいた月読の血は、わたしの代で絶つ。そう決めたんだ――人間が無理に歪ゆがめたこの世界を、神話以前の混こん沌とんに戻す。それが、ほんとうの意味で……あるべき世界だよ」


    　わたしは、お兄ちゃんに支えてもらわなければ立っていられない情けない状態だけど、それでも必死に告げた。


    　殴なぐられ痛めつけられ洗脳されて無理やりにお母さんの道具にされても、心までは曲げない。


    　がんばって、がんばって、何もかもを捨てて――与えられるべき幸せも楽しさも、見ないふりして、役目を果たしつづけて、そんなお母さんに、世界は何を与えてくれた？


    　死と苦痛だけだ。


    　お母さんが、それをいちばん理解してるでしょう。


    「議論の余地はないのである」


    　穢けがれなき巫み女こ装しよう束ぞくと、金輪が躍る錫しやく杖じよう。


    　人間の身とは思えない深く暗い圧力と、腐臭を全身から漂わせて。


    　お母さんは、やっぱり純粋につぶやいた。


    「母を失望させるな。これ以上、手を煩わずらわせるなら――娘とは思わぬ」


    　ぞろり、と仕込み杖づえが分割され、魔剣アメノハバキリが顕けん現げんする。


    　濡ぬれたように輝く刀身。


    　弾くは月光。


    「おまえが、がんばらないで、遊びほうけるぶん――他のものが、無理やり、がんばらされている。それを自覚せず、ただ安楽な方向へとかたむき、己おのれの生まれてきた価値を踏みにじるものを、わしは娘とは呼ばぬ」


    「お母さん」


    　わたしは、とっくに絶望したはずなのに。


    　お母さんには、何の期待もしていないはずなのに。


    　それでも、その言葉は痛かった。怖かった。


    　苦しくて、身をちぎられるようだ。


    「わたしね、お母さんのこと大好きだった。めったに笑わなくて、でも、いつだって優しくて。かっこよくて、世界を守ってる……わたしの、ひーろーだった」


    　歯を食いしばってから、叫んだ。


    「そんなお母さんを使い潰つぶして、殺した『月つく読よみ神社』を、わたしは認めない！　どんなに偉くても立派な役目をもっていても、『月読の巫み女こ』なんてくだらない！　わたしたちは人間で、神様じゃなくて、だから何もできなくて、それでも幸せに暮らせるんだ！」


    「死者に届く言葉は――皆無と知れ、馬鹿娘が」


    　本来なら、それでお終しまい。


    　わたしは精一杯にお母さんを否定して、言葉を吐きだして、それだけだ。


    　お母さんはちょっとぐらい不愉快に思うかもしれないけど、それがすべて。


    　ただの意地だった。


    　お母さんの思いどおりにはならないって、わたしの意志だけ表明したかった。


    　お母さんが本気になれば、わたしとお兄ちゃんなんか瞬しゅん殺さつだ。


    　けれど――今にも魔剣でわたしたちに斬りかかろうとしていたお母さんが、がくん、と急激に方向転換する。


    　背後を猛烈に振りかえり、身構える。


    　わたしも気づいた。


    　ありえない迫力の、何か途方もない存在が近づいてくる。


    『月読神社』の裏庭は広く、苔こけむしているが樹木はあまりなく、見晴らしがいい。


    　わたしたちの正面――いちばん奥にある、俗世と神域である神社を隔てる境界線。


    　鳥居をくぐって、見覚えのあるひとが歩いてくる。


    　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百ゆ合りの花。


    　今日もまるで美の女神みたいに麗うるわしい邪や神がみ三姉妹の三女、たまは――周囲をきょろきょろしながら、緩かん慢まんに歩いてくる。


    　そして、ふと顔をあげてわたしたちを見つけた。


    　そのまま勇ましく飛びこんできて、バトル開始――となれば、かっこよかったのだけど。


    　たまは、わたしたちを見つめて、十メートルほどの距離をおいて立ちどまると。


    「…………」


    　ぷるぷる震えた。


    　そして警戒し魔剣を構えるお母さんを無視して、馬鹿でかい声で叫んだ。


    



    「遠いよぉおおおお……もおぉおおおお!!」


    



    　涙をぼろぼろぼろっ、て垂れ流して。


    　ぐしぐしぐしぐしっ、って自や棄けになったみたいに拭ぬぐって。


    　たまは子供っぽく、何度も地じ団だん駄だをした。


    「もうっ……うぐっ……遠いっ――ひっぐ！　おうち追いだされて、ママりん助けなきゃって、でも場所わかんないし……前にきたとき、うっぐ、かがみ姉ねえについてっただけだし、道覚えてなくて……迷子にっ、ふえっ、えええっ」


    　だいじょうぶか。


    「こうばんで、道を聞いて、でも、きゅう、九州とか！　それしか覚えてなくて、おまわりさんに馬鹿にするなって言われて！　たま、怒られて！　うう、ひっぐ、たま、悪いことしてないのに！　ママりんたち、けっ、けっかい？　とかで、気配わかんないし、とちゅうからわかるようになったんだけど、遠くて……がんばって走ったけど、転んで！」


    　すごい泣きじゃくってる。


    　まさに、迷子である。


    「もう、もうっ、ふぐっ……たま、ぜったいにゆるさないよ！　さっさとつるぎ姉たちに酷ひどいことしたひとやっつけて、ママりんたちと帰るから！　わかった!?」


    　はんぶん八つ当たりにちかいが、たまは珍しく怒り心頭に発してるみたい。


    　かぎりなく可か哀わい想そうなかんじの彼女を眺め、さすがのお母さんもどう対応していいか迷ったのか、魔剣の構えは崩さずに失笑している。


    「ずいぶんと、頼りになりそうな助っ人である」


    「うう……」


    　わたしは呻うめいた。


    　残念なのはたまなのに、わたしが恥ずかしかった。


    　けれど、弛し緩かんしていたのは――そこまで。
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    　不意に、たまが消え失うせた。


    「………!?」


    　幻覚だったかのように、たまの姿がかき消えたのだ。


    「うぐっ……ふぐっ……ひっく」


    　泣き声は、わたしの背後から聞こえた。


    「ママりん、これ貸して」


    　いつのまにかわたしのすぐ真後ろに移動していたたまが、わたしの手から『剣』を容た易やすく奪いとって、めそめそと目元を拭ぬぐいながらお母さんに向き直る。


    　プロセスを省略し、結果だけを得たような動き。


    　それは、『まほろば』でお母さんが見せたそれと共通のものだった。


    「え……？」


    　物理法則を無視したその動きに、わたしが動揺していると――。


    「『神々』は遍へん在ざいする」


    　お母さんが警戒したように、素早くこちらに向き直った。


    　たまが、言動よりも危険な相手だと察したのだろう。


    「『神々』は本来は概念的なものである。それが高次な『神格』をもつものほど、この世界にあまねく存在する。人間が認識することでそこに存在するとはじめて把握できるが、その認識の隙すき間まで概念化し、再構築されることで瞬間的な移動を――」


    「難しいこと、わかんないよ。たま、しょうがくせいだから」


    　まだ声に涙が混じってるたまは、『剣』を重そうに両手で持っている。


    「だけど、かがみ姉ねえに言われたの――理解できなくても、できるって。歩いたり、息を吸ったり吐いたりするみたいに。たまにはできるの。それを信じてさえいれば……」


    　かがみあたりに言い聞かされたのだろう、禅問答のような言葉を口にして。


    　たまは吼ほえた。


    「どっちが頭がいいかじゃなくて、どっちが、がんばるかの勝負なの！」


    　玉たま響ゆらの瞬間に、たまの手のひらから『剣』が消える。


    　何かが砕ける音がした。


    「………!?」


    　お母さんの握りしめていた魔剣の、柄から先が消滅している。


    　刃が粉々になり、散さん逸いつし、光の粒子になって消え果てる。


    　たまが神剣アメノムラクモを投げつけたのだ、とわかったのは――『剣』がお母さんの足あし下もとに深々と突き刺さったときだった。


    『剣』を瞬間移動させ、魔剣と同じ空間に出現させる。


    　そうすると、あとは強度の勝負。


    　そして神話の事象を引きあいにだせば、魔剣アメノハバキリは神剣アメノムラクモより脆もろい。


    　弱く、『神格』が低い。


    　当然、砕け散る。


    「つるぎ姉の『剣』だから、それ！　とらないでね！」


    　たまが声をあげ、同時に『剣』は自ら意志があるかのように動き、たまの手元に戻る。


    　もう用はないのか、たまは「はいっ」とその神剣を気安くわたしに渡してきた。


    「ぐっ……!?」


    　咄とつ嗟さに柄つかのみとなった魔剣を放り捨て、お母さんは呪じゆ符ふを取りだす。


    　たまが、『まほろば』では泣いて騒ぐだけだったこの邪や神がみ三姉妹の三女が、油断ならない相手だと遅まきながらに察したのだろう。


    　だが、お母さんにしては――それは、あまりにも呑のん気きだった。


    「ママりんが、『お母さん』って呼んでた……」


    　たまは認識の外で動き、お母さんのすぐそばに肉薄している。


    　麗うるわしい長髪が、月光を宿らせて煌きらめいた。


    「お母さんなんでしょ？　なのに――だめじゃん、ママりん泣いてたじゃん！　お母さんなのに！　こどもに酷ひどいこと……しないでよ！」


    　まったく論理的ではない、たまの幼くて、わがままな叫び。


    　だけど、その言葉は、気持ちは――わたしの心に、おおきく響いた。


    　そうだ。


    『月つく読よみの巫み女こ』がどうとか、神社とかお役目とか、そういうんじゃなくて。


    　理屈じゃなくて。


    　親子なんだから、大上段に、論理を戦わせるんじゃなくて。


    「ふぇええんっ……」


    　泣きじゃくって、駄々をこねたかったんだ。


    「ばかぁあ！」


    　たまがでたらめに拳こぶしをふるった。


    　お母さんの右肩とお腹なかの大部分、そして右腕と顔のいちぶが――消し飛んだ。
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    「………!?」


    　ありえない現象だった。


    『神々』の戦いは、わたしには理解できなかった。


    「食われ……た……!?」


    　お母さんは信じられない、という表情で、身体からだの三分の一ほどを失いながら――よろめく。


    　たまは勢いのまま突き進んでおり、追撃をかけられない。


    「う、動かないでよ、もうっ！　まずいんだから、あんたっ――ひとくちで、ゴックンするんだからあ！」


    　泣きじゃくりながら、たまは空恐ろしいことを叫んでいた。


    　お母さんの表情に理解がよぎる。


    「『神々』を食らう、とは……そうか――きさま、新世代の『神々』か！　世代交代のために用意された、『次世代神』……!!」


    　はっきりと、お母さんの顔に動揺が浮かんだ。


    　否いな、それは人々が神と相対したときに見せる、畏おそれだったのかもしれない。


    「クロノスを討ち滅ぼしたゼウス、ラグナロクで敗北し惨殺される北欧の『神々』、新たな世界の材料にされるため切り刻まれる、原人プルシャ……旧ふるき神は、新しき神に駆く逐ちくされる――世界が行き詰まったとき、新たなる神が統治者として君臨し、かつての『神々』を放逐し、あるいは虐ぎやく殺さつする！」


    　そうだ、たまは――次代の『最高神』として、つるぎに生みだされた存在。


    　新しき、『神々』。


    　あらゆる神話において、無能な、あるいは暴ぼう虐ぎやくな旧き神は新しい神に滅ぼされる。


    　かつての世界の『主神＝最高神』であろうとも、新しき世界の『次世代神』にとっては成長のための餌えさであり、踏み台でしかない。


    　神を食らい、滅ぼし、我が身の血肉にかえて成長する『次世代神』。


    　それが――たまの、特性か。


    　お母さんに加護を与える『英雄神スサノヲ』がいかに強力な『神々』であろうとも、序列とは無関係に旧き神を食らうたまが相手では関係ない。


    　すべての『神々』は餌にまで堕だし、新たな国づくりの礎いしずえにされてしまう。


    「ぐ、ぐうっ……不覚！　よもや『最高神アマテラス』が『次世代神』を創造していようとは――馬鹿な！　世界でも類を見ぬほど美しく旧くからつづく神話のつづきを、終わらせるつもりだったのか……我われらが太陽は！」


    　お母さんは焦っている。


    　当然だ。


    『次世代神』が創られたということは、旧い『神々』は用ずみになるということである。


    『最高神のちから』に寄り添って命脈をたもち、月つく読よみの血族の存在を支えていた、『最高神アマテラス』そのものが失脚し、消滅してしまうのだ。


    　お母さんの行動の理由も、目的も、何もかもが失われてしまう。


    　地面が消え去るような、不安感だろう。


    「認めぬ……『次世代神』など……!!」


    　無数の呪じゆ符ふを展開し、たまに狙ねらいをつけるお母さん。


    　その姿が、わたしにはなぜか――とても哀れに映った。


    　その生涯を『月読の巫み女こ』としての役目に捧げ、殉じゆんじたお母さん。


    　その生きてきた意味そのものが、否定されたようなものだ。


    　だから、お母さんは戸惑い、乱れて――珍しく、油断してしまった。


    　たまをこの世から消し去ることで、自分のよって立つ場所を取り戻そうとすることに集中して、わたしたちから注意を逸そらしてしまった。


    　だから、霊能力者としては半人前どころか、見習い同然の――。


    　修行の途中で逃げだした、出来損ないの……。


    　わたしなんかに、足あし下もとをすくわれるのだ。
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    「……うぐっ？」


    　お母さんが、わたしを見据える。


    　そして、まるで泣いているみたいに、肩を震わせた。


    「ち、道反之呪法――だと？」


    　わたしは印を結び、お母さんに呪じゆをことほいでいた。


    　道反之チカエシノ呪じゆ法ほうはあらゆる『怪異』を縛りつけ、封じる霊的な手段。


    　お母さんの真ま似ねをして、わたしはこれだけは、たくさん練習していたのだ。


    「さ、ささみ……きさまぁっ」


    　指先すらも動かせずに、お母さんが硬直している。


    　わたしの霊力では、お母さんを束縛できるのは――ほんの数秒。


    「は、母を……腹を痛めておまえを産んだ、母を！　『怪異』とぬかすかぁ!!」


    　お母さんに道反之呪法を仕掛けるということは、そういうことだった。


    　わたしの、最後の意思表示だった。


    「ごめんなさい、お母さん」


    　わたしの頬ほおに熱いものが流れる。


    「わたしを、ゆ、ゆるして……」


    　親子の絆きずなは、お母さん自身が引きちぎったはずだった。


    　わたしも、お母さんには幻滅して、絶望して、何も期待しなくなったはずだった。


    　なのに、こんなに胸が痛い。張り裂けそうだ。涙が溢あふれてくる。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    　そのために、飽きずに練習した、お母さんの教えてくれた――悪を退治する、かっこいい正義の味方みたいな、この道反之呪法。


    　だけどお母さん、ごめんなさい、わたしは……ひーろーになれなかった。


    　お母さんみたいに、なれなかったよ。


    「根の国に――」


    　たまがこの瞬間を見逃さずに、跳躍し、両手でお母さんを突き飛ばした。


    「帰ってよ!!」


    　お母さんは身体からだを抉えぐられ、おおきく後ろ向きにつんのめり――。


    　そのすぐ真後ろに、じりじりじり、と音をたてて黒い穴があく。


    　お母さんが目を見開き、ほの暗く奥の見えない闇やみから逃のがれようと、身をよじる。


    　だがその瞬間、暗闇の奥からちいさな腕が伸びてくる。


    



    「こんちわーっす。おかーさん、先日はどうも」


    



    　誰の声だろうか。


    「娘さんの進路について、ちょいとお話ししましょうかい」


    　ちいさな指先がお母さんの巫み女こ装しよう束ぞくを引っ掴つかみ、闇の奥へと導いていく。


    「ぐっ……こんな――」


    　事態を理解したのか、お母さんがさすがに血の気を失う。


    「ふざけるな、『悪神』ども……この世界がどうなってもいいのか!?　わしは、この国をあるべき世界にせねば――死んでも、死にきれぬ……っ!!」


    　お母さんは悶もだえ、抗あらがおうとしたが、もともとお母さんは根の国にこそいるべき死者だ――引力に誘われるようにして、無む間げんの漆しつ黒こくのなかへと落ちていく。


    「えぇっと、たま――悪ぃっ」


    　暗闇が閉じていくなか、何でもなさそうな、平和そうな声だけが届く。


    



    「お姉ちゃんお仕事が忙しくて帰れないから、留守番よろしくな」


    



    　すぐにその声もかき消えて、黄よ泉もつ平ひら坂さかへと繋つながる暗い通路はこの世界から消滅する。


    　お母さんと一緒に。


    　残ったのは、静せい寂じやく。


    　わたしは道反之チカエシノ呪じゆ法ほうの姿勢をようやく解除して、その場に崩れ落ちた。


    　寂せき寞ばくとした月夜はつづき、まだ朝陽はのぼらない。

  



  
    第十七話／だいすき、わたしのおかあさん


    



    「ささみさ～ん」


    　お兄ちゃんが呼んでいる。


    　わたしは応えずに、寝床で丸くなっている。


    　もう三日も学校を休んでいた。


    『月つく読よみ神社』で投与された薬液や、もろもろの疲労のせいで体調を崩したのもあるけれど、問題なのは心だった。


    　お母さんとの相対と、その言葉と行動と、永遠の決別。


    　すべてが、わたしにとって自己を見つめ直させ、反省させ、またおおきく傷つける無視できない出来事だった。


    　わたしは『月読の巫み女こ』であることに耐えられず、実家から飛びだし、おおくのひとの期待を裏切った――それを、痛いほど実感させられた。


    　お母さんと臨終の床とこで交わした約束も、わたしは踏みにじったのだ。


    　――この世界を頼むぞ、ささみ。


    　――任せて、お母さん。


    　わたしは嘘うそつきだった。


    「ささみさ～ん」


    　声に扉を叩たたく音がくわわる。


    　いつもならお兄ちゃんは鍵かぎをかってに開けて入ってくるのだけど、いちど無理に踏みこんでわたしから猛烈な噛かみつきと罵ば倒とうを頂ちよう戴だいしてからは、空気を読んでくれるようになった。


    　ごめん、お兄ちゃん。心配かけて。


    　わたしも、いつまでも蹲うずくまっているつもりはない。


    　制服を着て、鞄かばんをもって、扉を開けて――学校へ行きたい。


    　それが、わたしの望んだことだった。


    　お母さんを裏切ってまで、願ったことだった。


    　だけど、部屋から一歩でると目め眩まいがするのだ。


    『月読の巫女』『最高神のちから』『人間に都合のいい世界』諸々の単語が脳裏に飛び交い、お母さんの声が頭にうわんうわんと響いてくる。


    　吐き気がして、部屋に引っこむ――それの繰りかえしだった。


    　お母さんの呪のろいだとは思わない。


    　原因はわたしの心にあった。


    　わたしは弱いから、みんなの気持ちを踏みにじり、お母さんを黄よ泉みがえりの化け物にかえてまで自分の幸福を追求してもいいのかと、平穏に暮らしていいのかと、かってに申し訳なく思って自じ縄じよう自じ縛ばくしているだけだ。


    　微ほほ笑えむと、お母さんの声が脳裏に響く。


    　幸せだな、って思うと、腐臭がする。


    　耐えられなかった。


    「ご飯だけでも食べてください」


    　お兄ちゃんの声がする。


    　引きこもり歴の長かったわたしをずっと相手していただけあり、対応も落ちついている。


    　……また逆戻りなのかなぁ。


    　声をだす元気がなくて、暗い部屋のなかで、わたしは口だけ動かした。


    　伝わらなければそれでいいや、しばらく食べなくても死なないもん、と思って。


    　ご飯は扉の前に置いといて。後で食べるから。


    「わかりました」


    　通じた。


    「今日のご飯はお兄ちゃんの得意料理のスペシャルラーメンですよ～。早く食べないとのびちゃいますからね～。デザートはお兄ちゃんの愛情です～」


    　デザートはいらないから、それは持って帰ってくれるかな。


    「わかりました。残念です」


    　通じた!?


    「まぁ冗談はともかく、何やら宅配便が届いていますので、ご飯と一緒に置いておきますね。僕は一階にいますから、何かあったら呼んでくださいよ」


    　お兄ちゃんは優しく言い残すと、ゆっくりと去っていく。


    　……宅配便？


    　はて、何だろうか――気になるけど、動く元気がない。


    「……うん？」


    　携帯電話が光っている。


    　かがみだろうか。


    　何度かメールをくれたのだ、あのこは。


    　かがみのほうがよっぽど重態なのに、わたしを気遣って。


    　もそもそと携帯電話を目の前にもってきて、驚いた。


    　見覚えのない番号。


    　登録した記憶はないのに、そこには『つるぎちゃん』と表示されている。


    「つるぎ……？」


    　つるぎは根の国に落ちたまま、いまだ帰ってきていないはずだけど。


    　わたしは慌あわてて通話ボタンを押して、携帯電話を耳に当てる。


    「もしもし……？」


    『おーっ、よかった通じたか！　あたしあたし！　ちょっと車で事故っちまってさー、慰謝料がいるから五十万円ぐらい振りこんでくれよ！』


    　なんで振りこめ詐さ欺ぎの口調なの？


    　でも、あぁつるぎだ、と逆に確信する。


    「どうしたの、つるぎ……？　っていうか、根の国にいるんじゃ……？」


    『うん。そっちこそどうした、元気ねーけど。あぁ、この電話はがんばって「改変」して根の国から電波を届けてるんで、長話すると疲れるから手短にヨロシコ』


    　そういやＵＦＯの内部っぽいところにいたたまとも、『改変』して電話してたなぁ。


    　べんりだ、携帯電話。


    『まぁ、いちおう連絡をな。ちょっとあたし調子こいてるアホな弟をぶん殴なぐってから帰るから、しばらくうちの妹どもを頼む。あいつら、お姉ちゃんがいないと寂しがって毎日泣き暮らしてるだろうし、気を遣って見守ってやってくれよ……いしししっ』


    「いや、かがみとメールした感覚だと、飼いはじめたうさぎをたくさん愛することで心の隙すき間まを埋めてたから、たぶんだいじょうぶだと思うよ」


    　たくましい連中である。


    　ともあれ、つるぎの『弟』っていうと今回の黒幕らしかった、根の国の王――スサノヲか。


    　つるぎのことだから、たぶん、ぜんぶ片付けて当たり前のように帰ってくるだろう。


    『そっちにあたしの依よりしろのアメノムラクモ置いてきたから、それをアリアドネの糸みたいにして戻るつもり。なんつって説明してもわかんねーと思うけど、まぁ心配すんなって話。べつに死んでもいねーのに根の国になんかいたくねーし、ちゃっちゃと帰るから』


    　あいかわらず気楽に奇跡っぽいことするなぁ、このひと。


    『あぁ、それと――おまえの母親のことだけど』


    　つるぎは珍しく言い淀よどんでから、声から冗談めいた雰囲気を消して告げてきた。


    『あたしが黄泉よもつ平ひら坂さかに引きずりこんだときには、あいつはもう、たまにだいぶ食われて砕け散る寸前だった。かんぜんには消滅してねーから、そのうち霊力を溜ためて回復して復活でもするかもしんねーけど、当面は動けないと思うから。いちおう、そんだけ』


    「そ、そう……」


    　何と応えたらいいかわからない。


    　死後の世界で安らかに眠っていられたかもしれないお母さんを、心配させて。


    　生ける屍しかばねとして迷わせて、苦しめて、裏切って――踏みにじった。


    『あんまり気に病やむなよ、つっても無理か。でも、母親に刃は向むかってまで選んだ道なんだ、くじけて、立ち止まったら、それこそ失礼だろ。前見て歩け、つるぎちゃんとの約束だぞ？』


    　ちょっとだけ砕けた口調でそう言うと、つるぎは最後に思いだしたように告げてきた。


    『そうそう、おまえの母親と揉もみあって黄泉よもつ平ひら坂さかを転がってるとき、あいつが落としたっぽいものを拾ったんだけど。形見分けっつうわけでもないけど――そっちに宅配便で送っておいたぞ。おまえの匂いがしたから、もしかしたらおまえの持ちもんなんじゃねーかなって』


    「え……って、なに？」


    　まったく心当たりがない。


    　ていうか、根の国から宅配便とか送れるのか。


    『改変』して、どうにかしたんだろうけど。


    『それじゃ、疲れてきたから切るぞ』


    「あ、待って、つるぎ――あ、ありがと。電話してくれて」


    　かがみにも、たまにも、お兄ちゃんにも、感謝しなくちゃ。


    　わたしは傷ついたけれど、決定的に道を踏み外し、奈落の底に落ちることはなかった。


    　助けてくれたのは――みんなだ。みんなのおかげで、帰ってこられた。


    　それは、ありがとうって、言わなくちゃいけないことだと思うの。


    「わたし、がんばる。もうちょっと、がんばる。すこし休んだら、また、がんばるから」


    『うん。無理だけはすんなよ、……がんばれ』


    　世界でいちばん優しくて厳しい言葉を口にして、つるぎの声が途切れる。


    　しばし、ぼうっとして。


    　ふと思いだし、鉛のように重い身体からだを引きずるようにして、ベッドからおりる。


    　ずっと寝ころんでいたので、身体中がぎしぎしと軋きしむ。


    　立ちくらみがしたけど、そっと歩いて扉を開いた。


    　そこにはお盆にのった、いまだ湯気をあげるラーメンと。


    　根の国から送られてきたにしては、やけに平凡な包みがひとつ置いてあった。


    　わたしはしゃがみこみ、がさごそ、と無造作にその梱こん包ぽうをはがす。


    「…………」


    　うさぎのぬいぐるみが、でてきた。


    　血の色ですこし汚よごれていたけど。


    



    　――あっ、くそ。難しいな。あの、あれ、うさちゃんがほしいんだけど。


    　――母に任せるとよい。


    



    「うっ、うう……ううっ――」


    　涙が溢あふれてくる。


    　いろんな感情がいっせいにぶわあっと頭のなかに弾けて、それらは雨のように凝縮され、涙になって頬ほおを伝い落ちる。


    　わたしは、お母さんとのはじめての買い物で手にいれた、唯一のもの――どこにでもある、うさぎのぬいぐるみを抱きしめる。


    　温かみはなく、喪失感と、申し訳なさと――。


    　鈍い痛みだけがあった。


    「うああっ、うう、あああっ……」


    　わたしは泣いた。


    　生まれたての獣けものが、喘あえぐように泣いた。


    　お母さんが好きだった。


    　お母さんみたいになりたかった。


    　だけどお母さんは、わたしを死んでもゆるさない。


    



    
      了

    

  



  
    あとがき


    



    　こんにちは。日日日あきらです。


    『非』日常系ほのぼの日本神話（？）『ささみさん＠がんばらない』の第二巻をお届けいたします。例によって三部構成で、第一部はこのお話の特色にしていきたいちょっと変わった視点の話、第二部では登場人物たちの関係を掘りさげて、第三部ではこのお話の根幹に触れる『おおきな物語』をそれぞれ描いていきました。


    　ともあれ、以下いつもの無駄話を。


    



    ＠『自覚的主人公視点』について／第一巻のあとがきでも書いたように、このお話ではすこし実験的な視点を積極的に採りいれていきたいと思います。


    　誰に『最高神のちから』があるか、そしてその『最高神のちから』をもつものの精神状態がどうあるか、そしてそんな『主人公』に匹敵する『神格』の持ち主たち（邪や神がみ三姉妹など）がそんな『主人公』に対してどのようなスタンスをとっているかで、お話の視点や雰囲気、リアリティやカオスっぷりが変動するようになっています。


    　今回は『最高神のちから』が『月つく読よみ鎖さ々さ美み』にあり、彼女はそれを『自覚』していて、注意深く自分の感情を抑制しているので『神々』の統制はわりととれていて、突飛だったり非常識な出来事が起きにくい。つまりカオスな状況になりにくい、比較的に安定した『世界観』になっています。たぶんこのシリーズでいちばん地味、あるいは落ちついた雰囲気なのかなと。


    　ささみさんに匹敵する『神格』をもつ『英雄神スサノヲ』および『邪神たま』はわりと自由ですが（宇宙人とか）、その他の『神々』はささみさんに好意的あるいは従順で、そのためささみさんの生活を脅おびやかすものはやや特殊な立ち位置である『人間』となったのでした。


    　第三巻では今回の出来事によってささみさんが鬱うつ状態に突入し、世界の管理ができなくなってカオスに。そんな彼女を励ますために邪神三姉妹や『神々』が統制もとれずに『改変』をしまくる、いわゆる『天あまの岩いわ戸との伝説』と同様の乱らん痴ち気き騒ぎになる予定です。


    　今回はややシリアス方面に傾きすぎたので、そんな感じに次回は馬鹿話にできたら。


    



    ＠以下、謝辞です／疑問がでてきたらすぐ電話や打合せをしてくれるフットワークの軽い担当の星野さん、および今回も奥行きのある美麗なイラストで『世界』を彩いろどってくれた絵師の左さん、そしてこのお話を『神様の視点』で眺めてくれている読者の皆さまに感謝を。


    　次回もまた、『がんばって』まいりましょう。


    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    おやつを食べた日はご飯を食べない、「パンがなければお菓子を食べればいいじゃないダイエット（仮）」を試してみる。体調を崩す。
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